
月 L

第 21 号

(目  次)

作  品

臨界点のジェットボーイ

スポチャン

(獨協中学・高等学校演劇部上演台本) 柳 本   博 …・ 1

教育実践報告

人気のない図書館からの脱却・… 伊 東 由紀子 ・・・(1)

踏査報告

中国福建・江西省訪問記 兼 田 信一郎・・・(35)

2005

獨協中学校・高等学校





第
９
回
　
高
校
演
劇
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
…
Ｎ
天
王
洲
ア
イ
ル

２
０
０
３
　
上
演
作
品

獨
協
中
学

ｏ
高
等
学
校
　
演
劇
部
上
演
台
本

『
臨
界
点
の
ジ

ェ
ッ
ト
ボ
ー
イ
』柳

本

　

　

博

登
場
人
物

演

出
‥
…

杉

田

健

介

照

明
‥
…

森

川

佑

介

・
伊

藤

慎

悟

音

響
…

‥
今

福

武

士

・
加

藤

智

之

・
杉

田

健

介

装

置
…
…
塚

原

　

望

・
福

島

　

真

・
宇
都
宮
成
典

・
椎

名

健

太

小
道
具
‥
…

森

川

佑

介

・
塚

原

　

望

衣

裳
‥
…

伊

藤

慎

悟

・
向

井

裕

斗

制

作
…

‥
向

井

裕

斗

ｏ
伊

藤

慎

悟

協

力
…

‥
田

中

亮

大

・
笠

原

正

彰

・
藤

田

翔

平

・
佐
々
木

琢

顧

問
‥
…

柳

本

　

博

・
笠

井

淳

三

Ｐ

Ｒ

Ｏ

Ｌ

Ｏ

Ｇ

Ｕ

Ｅ

サ
ン
ダ
ー
ス
ト
ー
ム
。

叫
び
声
と
と
も
に
、
幕
、
ひ
ら
く
。

音
、
そ
れ
は
雷

で
は
な
い
。

ブ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ
。

爆

音

。

朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
‥
…

海
鳴
り
の
フ
ラ
ン
キ
ー
‥

地
下
鉄
沿
線
の
マ
イ
ク
‥

グ

レ
イ
ト
辰
郎
・

部
下
１
…
…
…
…
…
…

部
下
２
‥
…
…
…
…
…

久
志
の
小
学
校
時
代
‥

町
　
長

（小
池
Ａ
作
）

…
杉

田

健

介

…
福

島

　

真

…
向

井

裕

斗

…
塚

原

　

望

…
宇
都
宮
成
典

…
齋

藤

　

渓

…
伊

藤

慎

悟

…
長
谷
川
雄
規

…
小

坂

　

健

…
米
内
山
潤
平

…
長
谷
川
雄
規

…
加

藤

　

慧

…
大

山

悟

史

…
加

藤

　

慧

首 岡」 光

領 :一

真 健 久

人 司 志

息
子
　
Ｂ
作
…
…
…
・

娘
　
　
Ｃ
子
…
…
…
・

Ｄ
子
…
…
…
・

…
米
内
山
潤
平

…
小

池

将

平

…
小

坂

　

健

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｆ

Ｆ
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舞
台
上
に
流
れ
る
三
本
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
。

鮮
や
か
に
、
縦
横
無
尽
に
自
由
自
在
に
。

そ
れ
は
バ
イ
ク
軍
団
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
く
る
。

舞
台
せ
ま
し
と
交
錯
す
る

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
。

た
く
さ
ん
の
ラ
イ
ト
。

声
、
そ
れ
は
単
な
る
叫
び
で
は
な
い
。
軍
団
の
か
け
声
。

軍

　

団

ヒ

ュ
ー
ヒ

ュ
ー
ー

立
日
＊
木。

軽
快
に
し
て
ヘ
ヴ
ィ
な

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
。

炸
裂
。

ノ

リ

。

速
度
。

疾
走
感
。

鉄
パ
イ
プ
を
振
り
回
し
な
が
ら
、
暴
れ
回
る
暴
走
族
軍
団
。

朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
、
海
鳴
り
の
フ
ラ
ン
キ
ー
、
地
下
鉄
沿
線
の
マ
イ
ク

の
二
人
組
。

す
る
と
、
も
う

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
も
現
れ
る
。

彼
ら
の
動
き
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
二
人
、
久
志
、
健
司
、
真
人
。

し
か
し
、
彼
ら
に
は
、
力
も
武
器
も
な
く
、
バ
イ
ク
軍
団
に
蹴
散
ら
さ
れ

る

。

開
幕
早
々
、
後
発
の
正
義
の
味
方
組
は
去
る
。

邪
魔
す
る
者
は
早
や
存
在
せ
ず
、
軍
団
は
セ
リ
フ
に
入
る
。

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

プ

ク

全

ジ

ョ

ニ

ー

ス
ピ

ー

ド
．

お
お
、
神
が
与
え
て
く
れ
た
。

日
も
く
ら
む
よ
う
な
、

快
感
に
打
ち
震
え
る
よ
う
な
、

ス
ピ
ー
ド
。

日
本
語
で
速
度
。

春
ま
だ
浅
き
草
原
に
頭
か
ら
飛
び
込
み
、

あ
の
青
臭
い
に
お
い
を
全
身
で
か
ぐ
よ
う
な
、

か
と
思
う
と
匂
い
の
頂
点
を
突
き
破
り
、

無
の
状
態
に
な
る
よ
う
な
、
他
の
何
も
の
に
も
替
え
が
た
い
風
の

英
語
で
い
え
ば
、
ス
メ
ル

・
オ
ブ

・
ザ

・
ウ
イ
ン
ド
。

ス
ピ

ー

ド
。

そ
れ
は
俺
の
命
。

ス
ピ
ー
ド
っ
て
い
っ
て
も
、
解
散
し
た
ク
セ
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を

理
由
に
し

つ
こ
く
ま
た
再
結
成
す
る
、

あ
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
じ
ゃ
、

な
い
ぜ

ッ
ー

何
回
再
結
成
す
り
ゃ
気
が
す
む
ん
だ

ッ
ー

風
の

に
お
い

に
お
い
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力〈一　
　
　
　
士心

警

備

全

ジ

ョ

ニ
ー

フ

ラ

ン
キ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

警

備

全

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

・

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

ン̈

ョ

ニ

ー

ゾ

ク

全

久
　
　
志

健

　

司

真
　
　
人

そ
ん
な
こ
と
は
、

分
か

っ
て
る
よ

ッ
。

正
義
の
味
方
も
や
む
な
く
鉄
パ
イ
プ
な
ど
の
武
器
を
持

っ
て
再
登
場
。

レ
』
口
。

今
井

エ
リ
コ
。

上
原
タ
カ
コ
。

他
１
名
。

し

つ
こ
い
っ
て
。

交
錯
す
る
鉄
パ
イ
プ
。

ウ

ォ

ー

ッ
。

マ
イ
ク
　
い
や

っ
ほ
―
い
―

俺
た
ち
は
、
キ
メ
る
と
き
は
キ
メ
る
ぜ
。

あ
の
真
夏
の
風
よ
り
も
速
く
、

さ
ん
さ
ん
と
照
り
つ
け
る
太
陽
の
光
よ
り
も
速
く
、

あ
の
、
人
類
が
な
し
と
げ
た
と
い
う
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
、

時
速
４
９
０
キ

ロ
に
向
か

っ
て
突
き
進
む
ぜ

ッ
。

ホ
ラ
を
吹
く
の
も
た
い
が
い
に
し
な
。

そ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
出
せ
る
ワ
ケ
ね
ぇ
だ
ろ
。

月
の
光
が
笑

っ
て
ら
。

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

ゾ

ク

全

久

　

志

健
　
　
司

真
　
　
人

警

備

全

ジ

ョ
ニ
ー

久
　
　
志

ゾ

ク

全

一　
　
同

ゾ
ク
、
強
い
。

決
ま
る
。

二
手
に
分
か
れ
る
。

出
て
く
る
小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
。

町
　
　
長
　
た
だ
い
ま
よ
り
、
小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
主
催

・
ご
町
内
縦
断
チ
キ

何
ご
と
も
気
合
い
よ
。

で
き
ね
え
こ
と
な
ん
ざ
わ
か

っ
て
ら
。

で
も
な
、
そ
こ
を
め
ざ
す
の
が
、

男

っ
て
も
ん
じ
ゃ
ね
え
か
。

だ
か
ら
そ
ん
な
気
体
め
じ
ゃ
な
く
て
。

も

っ
と
実
体
の
あ
る
リ
ア
ル
な
こ
と
を
ち
ゃ
ぁ
ん
と
、
さ
。

言

っ
て
く
れ
な
き
ゃ
。

人
生
は
短
い
。

短
い
人
生
ど
こ
へ
行
く
。

照
明
あ
お
り
、
光
、
交
錯
。

ア

ク

シ

ョ

ン
。

次

の
町
内
対
抗
！

チ
キ
チ
キ
チ
ャ
リ

ン
コ
レ
ー
ス
は
！

俺

の
も
の
だ
！
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Ｃ
子
Ｄ
子

息
　
　
子

一　
　
同

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

マ

イ

ク

健
　
　
司

真
　
　
人

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

行
く
ぜ
―

よ

し

っ
。

チ
キ
チ
ャ
リ

ン
コ
レ
ー
ス
を
開
始
す
る
。
肉
体
を
駆
使
し

て
、
究

極

の
耐
久

レ
ー
ス
。
み
ん
な
ガ

ン
バ
レ

ッ
ー

が
ん
ば

っ
て
え

っ
―

よ
―
い
―

こ
ろ
が
そ
う
ぜ

っ
。

一
気
に
駆
け
て
い
く
ジ

ェ
ッ
ト
ボ
ー
イ
た
ち
。

ト

ッ
プ
集
団
を
形
成
す
る
グ
レ
イ
ト
、
久
志
、
ジ

ョ
ニ
ー
。

ド
キ

ュ
ー
ン
ー

ハ
ン
ド
ル
を
持

っ
て
動

い
て
い
く

一
同
。

一
同
、
リ

ン
リ
ン
と
鳴
ら
し

て
か
ら
こ
ぎ
始
め
る
。

協
力
し
あ
う
ジ

ョ
ニ
ー
た
ち
軍
団
。

ウ

ォ
ー

ッ
ー

お
ら
お
ら
。

う
あ

っ
。

と
―
り

ゃ
。

ず
あ
―

っ
。

や
だ
―
。

グ
レ
イ
ト
と
久
志
た
ち
も
協
力
。

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
一　
　
志

グ

レ
イ
ト

ぬ
お
お
お
お
お
お

っ
―

去

っ
て
い
く
。

久

志

と

グ

レ
イ

ト

、

ス

ト

ツ
プ

モ

ー

シ

ョ

ン
。

久
　
　
志
　
人
に
は
何
か
特
別
な
才
能
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

っ
て
思
え
る
夕

方
が
あ
る
。

黄
金
色
に
輝
く
夕
陽
を
見

つ
め
な
が
ら
、
僕
に
は
、
僕
に
し
か
な

い
才
能
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

っ
て
。

人
よ
り
運
動
能
力
が
優
れ
て
る
と
か
、
声
の
質
が
よ
く
て
、
持

っ

て
生
ま
れ
た
声
で
、
人
を
虜
に
し
て
し
ま
う
と
か
。

僕
に
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

っ
て
、
思

っ
て

た
。

グ
レ
イ
ト
　
行
く
ぜ
。

行
く
ぜ
！

お
う

っ
。

一
足
前
進
―

お
う

っ
。

二
足
加
速
！

ジ

ェ
ッ
ト
噴
射
！

反
応
反
射
音
速
光
速
―
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久
　
　
士
心
　
オ
ウ
！

ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
溶
け
、
２
人
、
光
速
で
去
る
。

Ｓ

Ｃ

Ｅ

Ｎ

Ｅ

ゾ
ク
の
狼
藉
の
数
々

入

っ
て
く
る
ゾ
ク
軍
団
。

三
角
の
隊
形
。
（
▽
）

扇
の
要
の
位
置
に
リ
ー
ダ
ー
の
ジ

ョ
ニ
ー
。

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン
キ

ー

俺
の
名
前
は
朝
焼
け
の
ジ
ョ
ニ
ー
。
ナ
イ
ス
な
マ
ス
ク
に
ハ
ッ
ピ
ー

な
ボ
デ
ィ
ー
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
ア
イ
テ
ム
が
朝
焼
け
に
照
り
映

え
る
か
ら
。
い
つ
し
か
、
誰
が
呼
ん
だ
か
朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
。

ホ
ン
ト
は
自
分
で
呼
ぶ
よ
う
に
強
要
し
た
ん
だ
け
ど
ね
。
テ
ヘ
。

（
キ

ッ
）
！

ス
ン
マ
セ
ン
ー

朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
だ
。
４
６
４
９
１

ジ

ョ
ニ
ー
、
光
線
の
よ
う
な
に
ら
み
を
き
か
す
。

マ

イ

ク
　
ご
め
ん
な
さ
―
い
。

ジ

ョ
ニ
ー
　
俺
た
ち
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
は
、

バ
イ
ク
軍
団
だ
。

フ
ラ
ン
キ
ー
　
おヽ
う
。

マ

イ

ク
　
お
う
。

ジ

ョ
ニ
ー
　
い
い
か
俺
た
ち
は
暴
走
族
じ

ゃ
ネ

ェ
ー
・

ほ
れ
。

（
ア
ゴ
を
し

ゃ

く
る
）

フ
ラ
ン
キ
ー
・
マ
イ
ク
　
トし
ゃ
ね

ぇ
―

ジ

ョ
ニ
ー
　
俺
ら
は
交
通

ル
ー
ル
は
正
し
く
守
り
、
市
民
の
安
全
を
さ
ま
た
げ

る
こ
と
な
ど
は
な
い
、
模
範

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
。

フ
ラ
ン
キ
ー
　
耳

の
後
ろ
で
ヒ

ュ
ン
ヒ

ュ
ン
鳴
る
風
の
音
、

マ

イ

ク
　
ジ
リ
ジ
リ
と
焼
け

つ
く
よ
う
な
夏

の
陽
ざ
し
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

っ
―

ネ
ク
ス
ト
ね
く
す
と
…
…
俺

の
名
前
は
海
鳴
り
の
フ
ラ
ン
キ
ー
。

グ

ッ
ド
な

マ
ス
ク
に
フ
ァ
ン
キ
ー
な
ボ
デ
ィ
ー
。
海
鳴
り
に
ピ

ッ

タ
リ
だ
ぜ
。

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

マ

イ

ク

ニ
　
　
人

マ

イ

ク

ど
こ
が
。

（
キ

ッ
）
！

（ど
う
ぞ
と
ば
か
り
に
手
を
出
す
）
‥

海
鳴
り
の
フ
ラ
ン
キ
ー
。
４
６
４
９
１

ラ

く
′
ス

ト

ー

ラ
ス
ト
、
ラ
ス
ト
、
俺
の
名
前
は
地
下
鉄
沿
線
の
マ
イ
ク
だ
。

え
。
（言
い
た
か

っ
た
の
に
）
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ジ
ョ
ニ
ー
　
だ
け
を
、
そ
れ
だ
け
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
俺
た
ち
だ
。

風
の
音
。

陽
ざ
し
が
ジ
リ
ジ
リ
こ
げ

つ
く
よ
う
な
擬
音
。

し
ば
ら
く
味
わ
い
、
う

っ
と
り
す
る
３
人
。

”ン

ョ

ン゙

ョ

1人 l人

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

光

　

　

一

マ

イ

ク

ン̈

ョ

ニ

ー

光

　

　

一

ジ

ョ

ニ

ー

光
　
　
一

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン
キ

ー

ジ

リ

ジ

リ

…

…

ヒ

ュ

ン

ヒ

ュ

ン
…

…
！

気
が
済
ん
だ
か
？

オ

ゥ
。

暴
走
族
じ

ゃ
ね
え
。

で
も
不
良
だ
。
悪

い
こ
と
は
す
る
。

気
弱
そ
う
な
学
ラ
ン
の
生
徒

（光

一
）
が
出
て
く
る
。

お

っ
と
と
お
せ
ん
ぼ
。

と
お
せ
ん
ぼ
ぐ
ら
い
す
る
。

な
ん
で
す
か
。

金
ぐ
ら
い
と
る
。

財
布
出
し
な
。

‥

‥

‥

え

。

出
し
な
。
（腕
を
ブ

ン
）

ハ
イ
。
（出
す
）

（見
て
）
ほ
う
、
羽
振
り
が
え
え
の
う
。

ど
れ
ど
れ
。

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

光

　

　

一

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

光

　

　

一

光

一
、
行
く
。

フ
ラ
ン
キ
ー

ジ

ョ

ニ

ー

フ
ラ

ン
キ

ー

ジ

ョ
ニ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ほ
れ
。

わ
、
万
札
。
万
札
や
な
い
で
す
か
。

も
ろ
と
く
わ
。

困
り
ま
す
。

行
け
。

ち
く
し
ょ
う
、
パ
パ
に
言
い
つ
け
て
や
る
。

行
か
ん
か
ヽヽ

ざ
ま

ぁ
み
や
が
れ
、
身
分
不
相
応
な
カ
ネ
な
ん
か
持
ち
歩

い
て
る

か
ら
や
。
ね
え
、

ア
ニ
キ
。

ま
あ
な
。

じ

ゃ
あ
、
そ
れ
、
ど
う
す
る
ん
で
っ
か
。

パ
ー
ッ
と
い
き
ま

っ
か
。

待

て
待

て
、
千
円
札
十
枚
や
。
（入
れ
る
）

両
替

で

っ
か
。

く
ず
し
て
ど
な
い
す
る
ん
で

っ
か
！

か
さ
ば

っ
て
し

ゃ
あ
な
い
で
。

ワ
ル
！
　
悪

い
で
ん
な
あ
。
さ
す
が
朝
焼
け
。

そ
う
だ
ろ
、
海
鳴
り
。

で
、
地
下
鉄
沿
線

の
。

ヘ
イ
。

警
察
行

っ
て
落
と
し
物

の
拾
得
届
だ
し
て
こ
い
。

へ
い
。

で
も
。
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ン゙

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

回円フ

ラ

ン

キ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

ロ
円

ジ

ョ

ニ

ー

田
日

フ

ラ

ン

キ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

で
も
？

パ
パ
に
言
い

つ
け
ら
れ
る
の
が
怖

い
か
ら
じ

ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

当
た
り
前
じ

ゃ
、
行
き
さ
ら
せ
。

ヘ
イ
。

マ
イ
ク
、
行
く
。

ア
ニ
キ
っ
て
ば
、
悪
い
で
ん
な
あ
。

で
も
暴
走
族
じ
ゃ
ね
え
。
カ
ツ
ア
ゲ
は
せ
ん
。
届
け
り
ゃ
カ
ツ
ア

ゲ
に
は
な
ら
ん
。

岡」

く
そ
っ
、

マ
マ
に
言
い
つ
け
て
や
る
。
（行
く
）

去

っ
た
の
を
見
計
ら

っ
て
。

フ
ラ
ン
キ
ー
　
ア
ニ
キ
、
な
ん
か
意
味
あ
る
ん
で

っ
か
。
す
ぐ
解
約
さ
れ
ち
ま
い

ま

っ
せ
。

ジ

ョ
ニ
ー
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
じ

ゃ
。

ピ
ポ
パ
、
パ
ポ
ピ
と
押
す
。

場
内
に
流
れ
る
お
な
じ
み
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

フ
ラ
ン
キ
ー
が
。

ア

ナ
　
こ
ち
ら
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
留
守
番
電
話
で
す
。
ピ
ー
と
鳴
り
ま
し

た
ら
用
件
を
…
…
。

ピ

ッ
と
切
る
ジ

ョ
ニ
ー
。

反
対
側
か
ら
真
面
目
そ
う
な
ブ
レ
ザ
ー
姿
の
生
徒

（剛
）
来
る
。

と
お
せ
ん
ぼ
。

マ
タ
ン
ゴ
と
お
せ
ん
ぼ
や
。

な
ん
で
す
か
。

携
帯
ぐ
ら
い
奪

い
取
る
。

ケ
ー
タ
イ
出
し
な
。

・‥
‥
こ
え
。

出
し
な
。
（腕
を
ブ

ン
）

ハ
イ
。
（出
す
）

携
帯
な
ん
か
と

っ
て
な
ん
か
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

行
け
。

フ
ラ
ン
キ
ー

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン

キ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

悪
い
ア
ニ
キ
、
ど
し
た
ん
で
っ
か
。

こ
れ
を
や
な
。
録
音
し
な
お
す
ん
や
。
（再
び
ピ
ポ
パ
。

ア
ナ
ウ

ン
ス
の
声
色
で
）
こ
ち
ら
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
留
守
番
電
話
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。
ピ
ー
と
鳴
り
ま
し
た
ら
用
件
の
替
わ
り
に
ピ
ー

ち
ゃ
ん
ピ

ロ
ピ

ロ
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
る
ほ
ど
。

こ
れ
で
ヤ
ツ
の
留
守
電
に
は
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ロ
ピ
ロ
う
る
さ
い
こ
と
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フ

ラ

ン

キ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

マ

イ

ク

ジ

ョ

ニ

ー

一
　

　

同

ジ

ョ

ニ

ー

フ

ラ

ン
キ

ー

マ

イ

ク

一　

　

同

な
る
で
。

ワ
ル
ー
　
悪

い
で
ん
な
あ
。

せ
や
ろ
せ
や
ろ
。

マ
イ
ク
、
戻

っ
て
く
る
。

た
だ
い
ま
、
戻
り
ま
し
た
。

ご
苦
労
だ
が
な

マ
イ
ク
。

ハ
イ
。

こ
れ
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
届
け
て
く
れ
、
落
と
し
物
だ
と
言

っ

て
な
。

ヘ
イ
。

で
も
。

で
も
？

パ
パ
に
？

違
う
。

ウ
ン
。
（
な
ぜ
か
固
い
決
意

で
う
な
ず
く
）

小
池
の
息
子
、
登
場
。

息
　
　
子

や
め
ん
か
―

誰
じ
ゃ
！

僕
じ
ゃ
―

あ
、
坊

っ
ち
ゃ
ん
。

「
あ
、
坊

っ
ち
ゃ
ん
」
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
違
う
、
お
ま
え
ら
は
暴
走

族
じ
ゃ
な
い
！

そ
う
だ
―

お
ま
え
ら
が
乗

っ
て
る
の
は
、

俺
ら
が
乗

っ
て
る
の
は
、

自
転
車
じ
ゃ
な
い
か
！

息

　

　

子

息

　

　

子
小
池
パ
パ
、
二
人
の
娘
を
連
れ
て
現
れ
る
。

二
人
、
答
え
る
か
わ
り
に
ハ
ン
ド
ル
に
つ
い
た
ベ
ル
を
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と

鳴
ら
す
。

そ
う
、
「
ス
サ
ノ
オ
」
の
手
法
。

彼
ら
が
中
坊
の
チ
ャ
リ
ン
コ
部
隊
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
長
い
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
終
わ
る
。

再
び
、
三
角
形
。

俺
た
ち
ゾ

ク
軍
団
は
、

バ
イ
ク
軍
団
だ
。

お
う
。

お
う
。

で
も
決
し
て
暴
走
族
じ

ゃ
ね
え

ッ
ー

息
　
　
子

一　

　

同

息
　
　
子

ジ

ョ
ニ
ー

息
　
　
子同

パ

パ

1
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ジ

ョ

ニ

ー

町
　
　
長

息
　
　
子

D C息

子 子 子

町 息

長 子

子
供
た
ち

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

Ｃ
　
　
子

Ｄ
　
　
子

町
　
　
長

シ

ヤ

キ

l

ン
こ
れ
は
こ
れ
は
町
長
の
小
池
さ
ん
。

小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
会
長
、
そ
し
て
こ
の
町
の
町
長
、
小
池
栄
作

で
す
。

息
子
の
Ｂ
作
で
す
。

小
池
Ｃ
子
で
～
す
。

小
池
Ｄ
子
で
ェ
す
。

全
員
あ
わ
せ
て
小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
。

っ
て
こ
と
は
僕
？

違
う

っ
て
。
（
バ
コ
ッ
）

ス
ピ
ー
ド
の
神
髄

・
極
致
を
見
せ
て
く

れ
た
人
に
は
賞
金
、
な
ん
と
三
百
万
円
！

三
百
万
？

す

っ
す
ご
い
。

ご
町
内
の
レ
ベ
ル
で
は
史
上
最
高
。

う
わ
、
す
げ
え
。

ア
ニ
キ
が
い
る
か
ら
こ
っ
ち
の
も
の
。

そ
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
で
し
た
よ
ね
。

Ｂ
作
。
（促
す
）

発
表
さ
れ
る
や
い
な
や
、
各
地
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ

し
た

「
小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
主
催

・
ご
町
内
縦
断
耐
久
自
転
車
レ
ー

ス
」
。

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
選
手
の
数
は
、
夏
休
み
の
高
校
生

ク

イ
ズ
の
参
加
者
に
も
達
し
よ
う
か
と
い
う
数
。
し
か
し
、
そ
う
と

ば
か
り
も
言

っ
て
い
ら
れ
な
い
。
た
だ
の
レ
ー
ス
じ
ゃ
な
い
の
で

す
。

ふ
あ

っ
は
っ
は
っ
は

っ
…
…
。

ま

ま

ま

ま

ま

。

笑
い
な
が
ら
去
る

一
同
。

な
お
れ
、
休
め
。

と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
次
の
夏
祭
り
に
行
う

「小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
主
催

・
ご
町
内
縦
断
耐
久
自
転
車
レ
ー
ス
」
。

通
称
チ
キ
チ
キ
チ
ャ
リ
ン
コ
レ
ー
ス
。

知

っ
て
ま
す
よ
。
俺
た
ち
賞
金
狙
い
で
す
か
ら
ね
。

ア
ニ
キ
、
そ
ん
な
に
す
ご
い
ん
で
っ
か
。

俺
た
ち
知
ら
な
か

っ
た
。

豪
華
賞
品
が
待

っ
て
る
ん
で
ぇ
い
！
　
ウ
ォ
ー
ッ
ー

豪
華
賞
ロ
ザ
・

そ
れ
何
？

ま
さ
か
あ
た
し
た
ち
？

や
だ
わ
。

違
う
わ
い
。

町 息

長 子

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

息
　
　
子

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

ジ

ョ
ニ
ー

町
　
　
長

息
　
　
子

町
　
　
長同
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Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
２
　
ス
ピ
ー
ド
の
彼
方

そ
れ
ま
で
物
陰
に
隠
れ
て
い
た
健
司
、
現
れ
る
。

軍
団
が
い
な
く
な

っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
日
笛
を
吹
く
。

ヒ
ユ
ー
。

手
招
き
す
る
と
出
て
く
る
真
人
と
久
志
。

司
　
な
ん
だ
よ
お
ま
え
の
必
殺

っ
て
。

人
　
い
い
だ
ろ
、
い
ま
考
え
中
。

司
　
な
あ
、
久
志
も
そ
う
は
思
わ
な
い
？

志
　
ウ
ン
…
…
。

司
　
な
ん
だ
よ
、
元
気
ね
え
な
あ
。

人
　
ノ
リ
が
悪
い
よ
。
奴
ら
を
ぶ

っ
飛
ば
す

っ
て
話
が
ま
と
ま

っ
た

っ

志
　
だ
か
ら
心
配
だ
ろ
。
た
だ
の
レ
ー
ス
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ

「
小
池

コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
主
催

ｏ
ご
町
内
縦
断
耐
久
自
転
車
レ
ー
ス
」
は
。

司
　
ど
こ
が
。
俺
の
鍛
え
上
げ
た

ハ
ガ
ネ
の
力
で
。
（腕
を
曲
げ
る
）

志
　
ま
あ
な
、
俺
た
ち
自
転
車
愛
好
会
が
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

も
ん
な
。

司
　
そ
こ
で
登
場
す
る
、
俺
様
の
マ
ッ
ス
ル
マ
ッ
ス
ル
。

ラ
ン
ボ
ー
。

ア
ー
ノ
ル
ド

ｏ
シ

ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ

ッ
ガ
ー
。

ハ
ル
ク
。

よ

っ
、
ち
ま
た
で
話
題

の
マ
ッ
ス
ル
小
僧
。

だ
か
ら
お
ま
え
違
う
ん
だ
よ
。

そ
う
じ

ゃ
な
く
て
、
頭
も
使
う
ん

だ
よ
。

ア
タ

マ
？

知
ら
な
か

っ
た
の
か
よ
。

最
短
コ
ー
ス
を
ど
う
と
る
か
は
、
や
っ
ぱ
リ
ア
タ
マ
を
使
う
わ
け

真
　
　
人

健
　
　
司

久
　
　
志

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

久
　
　
志

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

い
な
く
な

っ
た
？

あ
あ
、
行

っ
ち
ま

っ
た
ぜ
。

そ
の
よ
う
だ
な
。

（虚
空

に
パ
ン
チ
）
畜
生
、

レ
ー
ス
の
前

に
か
ま
し
て
や
ろ
う
と

思

っ
て
た
の
に
。

お
い
お
い
、
さ

っ
き
ま

で
ブ

ル
ブ

ル
震
え
て
た
ん
じ
ゃ
ね
え
の
か
。

な
ん
だ
よ
、
そ
の
言

い
方
。

俺
は
事
実
を
言

っ
た
ま
で
だ
よ
。

な
ん
だ
と
―
。

ほ
ら
ほ
ら
、
仲
間
割
れ
は
よ
せ
よ
。
立
ち
向
か
う
相
手
が
違
う
だ

ろ

。
ウ
ン
、
あ
ん
な
奴
ら
に
、
い
い
思
い
な
ん
か
さ
せ
る
も
ん
か
。

そ
う
だ
な
。
ブ
イ
ブ
イ
ブ
イ
ブ
イ
う
る
さ
い
も
ん
な
。

で
し
よ
で
し
よ
。
だ
か
ら
こ
う
、
僕
の
必
殺
の
…
…
。

必
殺
の
、
何
？

工
。

健  久 健  久  真 健 久 健 真 健

て
の

に

健
司

上
半
身
の

T
シ
ヤ

ソ`

を
脱
ぎ
捨
て

筋
肉
を
誇
不

す
る

健
　
　
司

久

　

志

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

久
　
　
志
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真 健   真久 健 久 真 久 真 久 健 真 久 健 久 真 久

健 真   健

じ
ゃ
ん
。

人
　
そ
う
か
。
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
あ
っ
て
も
、
い
ち
ば
ん
短
く
戻

っ

て
く
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
だ
し
ね
。

司
　
点
と
線
の
勝
負
ね
。

人
　
ね
、
ア
タ
マ
使
う
で
し
ょ
。

志
　
じ

つ
は
、
あ
の
首
領
の
朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
な
ん
だ
け
ど
。

人
　
い
ち
ば
ん
か

っ
こ
つ
け
て
る
奴
？

志
　
幼
な
じ
み
な
ん
だ
よ
。

司
　
ヘ
ー
、
そ
う
な
ん
だ
。

志
　
で
さ
、
頭
く
る
こ
と
に
、
奴
ら
実
は
す
ン
げ
え
頭
い
い
ん
だ
よ
。

人
　
あ
い
つ
ら
が
？

司
　
そ
う
は
見
え
ね
え
、
思
え
ね
え
。

志
　
行

っ
て
る
学
校
ど
こ
か
知

っ
て
る
？

人
　
ど
こ
ど
こ
？

志
　
秀
才
学
園
だ
ぜ
。
お
―
、
４
科
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
。

人

チ
ョ
モ
？

志
　
最
高
峰
。

司
　
は
―
ん
。

志
　
通

っ
て
る
学
校
が
違
う
ん
だ
よ
。
俺
ら
み
た
い
な
ド
ッ
キ
リ
中

・

高
と
は
違
う
ん
だ
。

司
　
ネ
タ
が
決
め
手
。

人
　
毎
日
グ
キ
リ
。

志
　
ド
キ
ド
キ
す
る
ぜ
。

人
　
ド
ッ
キ
リ
高
校
。

人
　
な
ん
て
コ
ピ
ー
だ
。

司
　
こ
な
い
だ
な
ん
か
、
総
Ａ
塁
一重
習
や
る
っ
て
い
う
か
ら
、
何
か
と
思

っ

た
ら
鬼
ご

っ
こ
だ
ぜ
。

人
　
ウ
チ
の
ク
ラ
ス
な
ん
か
、
「情
報
」
の
授
業
だ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や

る
の
か
と
思

っ
た
ら
、
糸
電
話
だ

っ
た
ぜ
。

司
　
あ
～
、
何
や
っ
て
ん
だ
俺
た
ち
は
。

人
　
い
い
の
か
、
こ
ん
な
毎
日
。

司
　
よ
く
な
い
！

人
　
そ
う
だ
！

人
　
な
！

志
　
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
、
こ
こ
し
か
う
か
ん
な
か

っ
た
ん
だ
か
ら
。

し
か
も
補
欠
だ

っ
た
し
。
だ
け
ど
な
、
勝
負
は
こ
れ
か
ら
だ
。
大

学
入
試
だ
よ
。

司

　

（
が
く
ん
と
首
を
た
れ
）
も
う
決
ま

っ
て
る
よ
う
な
気
も
す
る
け

ど
な
。

人
　
俺
た
ち
だ

っ
て
だ
れ
も
好
き
こ
の
ん
で
ア
ホ
や

っ
て
る
ワ
ケ
じ
や

な
い
ん
だ
よ
。
い
い
成
績
と
り
た
い
よ
。
で
も
分
か
ん
な
い
ん
だ

よ
。
授
業
中
、
よ
け
い
な
こ
と
考
え
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。

司
　
Ｋ
ｌ
の
こ
と
。

久
」」

正
面
を
見
る

健 真 三 久 真 健久 二 真 健 真 健 真
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真 健 真 健 真 健 真

人 司 人 司 人 司 人

久
　
　
志

真
人
・
健
司

真
　
　
人

久

　

　

士
心

真
人

・
健
司

久

　

　

士
心

真
人

・
健
司

久

　

　

士
心

真
人

・
健
司

グ

レ

イ

ト「
必
殺
！
」
で
い
え
ば
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
る
感
じ
。

い
き
な
り
登
場
す
る
さ
す
ら
い
の
素
浪
人
高
校
生

・
グ
レ
イ
ト
辰
郎
。

久
　
　
士
心
　
だ
、

グ
レ
イ
ト
、
帰

っ
て
き
た
の
か
。

あ
あ
、
次
の
レ
ー
ス
、

エ
ン
ト
リ
ー
す

っ
ぜ
０

助
か

っ
た
よ
。
お
ま
え
が
来
て
く
れ
り
ゃ
百
入
力
だ
。

俺
に
は
分
か
る
ぜ
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
場
所
を

グ
ル
グ
ル
巡
回
し
て
い
る
俺
に
は
な
。
な
ん
で
も
訊
い
て
お
く
ん

な
は
れ
。

誰
こ
の
人
。

か

っ
こ
い
い
か
も
。

そ
う
か
あ
？
　
た
だ
の
時
代
錯
誤
の
よ
う
な
気
も
す
る
け
ど
。

ギ
ク
。

こ
い
つ
も
幼
な
じ
み
な
ん
だ
。
な
ん
で
も
知

っ
て
る
ぜ
。

な
ん
で
も
？

ア
タ
マ
の
よ
さ
、
披
露
し
て
く
れ
る
ぜ
。

ゲ
ー
ム
の
こ
と
。

お
気
に
入
り
の
筋
肉
の
こ
と
。

お
気
に
入
り
の
女
子
校
の
こ
と
。

寝
る
こ
と
。

寝
る
こ
と
、
そ
う
だ
ね
、
多
い
ね
え
。

で
し
ょ
で
し
ょ
。

ま
、
寝
る
こ
と

っ
て
の
は
考
え
る
っ
て
い
う
よ
り
、
実
行
し
ち
ま

う
こ
と
な
ん
だ
け
ど
ね
。

お
ま
え
、
三
角
関
数
と
関
係
代
名
詞
の
違
い
分
か
る
か
。

（同
時
に
訛

っ
て
）
分
が
ん
ね
。

三
角
関
係
な
ら
知

っ
て
る
。

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数
と
エ
ン
ゲ
ル
係
数

っ
て
ど
う
違
う
ん
だ
。

（同
時
に
訛

っ
て
）
知
ん
ね
。

高
見
盛
と
女
盛
り
の
違
い
は
。

（同
時
に
訛

っ
て
）
ア
イ

・
ド
ン
・
ニ
ョ
～
。

ネ
ギ
ヌ
タ
と

ヘ
ビ
メ
タ
の
違
い
分
か
る
か
？

（同
時
に
訛

っ
て
）
な
ん
だ
そ
り
ゃ
。

そ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
の
か
い
―

誰
だ
―

正
義
な
き
力
は
無
能
な
り
、
力
無
き
正
義
も
ま
た
無
能
な
り
。
聞

こ
え
る
、
女
、
子
ど
も
の
叫
び
声
。
行
く
ぜ
、
火
の
中
、
水
の
中
。

さ
す
ら
い
の
素
浪
人
高
校
生

ｏ
グ

レ
イ
ト
辰
郎
―

ポ
ー
ズ
。

グ
レ
イ
ト
は
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
と
お
り
、
グ
レ
イ
ト
な
存
在
感
を
ひ

け
ら
か
し
て
い
る
。

ス
タ
イ
ル
は
当
然
、
ギ
ザ
付
き
の
黒
革

コ
ー
ト
に
帽
子
、
そ
し
て
、
眼
世π

〓
一　
　
人

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

真
　
　
人

久
　
　
志
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健
　
　
司

真

　

人

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

グ
レ
イ
ト

真

　

人

グ
レ
イ
ト

健

　

司

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

真
　
　
人

グ
レ
イ
ト

真
　
　
人

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

じ

ゃ
あ
ね
え
、
じ

ゃ
あ
ね
え
。

６
６

×
３
２
１
は
。

人
を
電
卓
扱

い
す
ん
な

っ
て
。
２
１
１
８
６
だ
。

す
げ
え
。

は
は
は
、
俺

の
中

の
体
内
電
卓
が
か
ち
か
ち
音
を
立

て
た
ぜ
。

じ

ゃ
、
９
０
×
５
０
は
。

つ
ま
ら
ね
え
な
、
４
５
０
０
。

よ
し
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
首
都
は
。

つ
ま
ら
ね
え
っ
て
。
カ
ラ
カ
ス
だ
。

文
句
言
い
な
が
ら
も
正
解
が
出
て
る
。

は
は
は
、
俺
の
体
の
中
の
体
内
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
光
の
速
度
で

反
応
し
て
く
れ
た
ぜ
。
い
や
体
の
中
の
体
内

っ
て
ヘ
ン
だ
な
。

分
か

っ
た
か
。
彼
に
手
紙
を
。

そ
う
か
、
こ
な
い
だ
あ
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
と
い
た

っ
て
の
は
。

届
い
た

っ
て
こ
と
よ
。

じ
ゃ
、

つ
ま
り
、
こ
の
人
が
。

そ
う
、
メ
シ
ァ
、
救
世
主
だ
よ
。
こ
の
世
を
救
う
天
才
な
ん
だ
。

は

っ
は

っ
は
っ
。
お

っ
と
僕
、
照
れ
ま
チ

ュ
。

な
。
こ
ん
く
ら
い
奥
ゆ
か
し
い
ん
だ
よ
。
た
し
か
に
俺
た
ち
は
バ

カ
だ
よ
。
街
を
荒
ら
し
、
狼
藉
の
数
々
を
働
い
て
い
る
ゾ
ク
の
軍

団
を
止
め
、
レ
ー
ス
の
勝
者
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
で
も
、

体
力
だ
け
は
つ
け
て
、
自
転
車
愛
好
会
と
し
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
示
そ
う
と
思

っ
て
る
。

そ
う
な
の
か
。

俺
た
ち
バ
カ
だ
か
ら
さ
。

何
か
関
係
あ
ん
の
か
。
頭
が
。

あ
る
ん
だ
よ
。
（足
で
地
面
に
線
を
引
く
）

こ
っ
か
ら
が
お
ま
え

で
、
こ
っ
か
ら
こ
っ
ち
が
俺
た
ち
だ
。

（同
時
に
訛

っ
て
）
ん
だ
。

何
ガ
キ
み
た
い
な
こ
と
や
っ
て
ん
だ
よ
。

通
知
票
を
も
ら
う
た
び
、
ド
バ
ド
バ
と
真

っ
赤
な
血
に
ま
み
れ
な

き
ゃ
な
ら
な
い
俺
た
ち
の
苦
し
み
な
ん
て
永
遠
に
分
か
り
ゃ
し
な

い
ん
だ

っ
て
。

そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
て
。

あ
る
っ
て
。
お
ま
え
み
た
い
な
天
才
児
と
友
達
だ

っ
た
俺
ら
が
、

ど
ん
な
に
み
じ
め
だ

っ
た
か
。

真
人
と
健
司
、
膝
を
抱
え
て
座

っ
て
い
る
。

グ

レ
イ
ト

久

　
　
志

グ

レ
イ
ト

カ
〈
　
　
　
　
士
心

真
人
・
健
司

グ
レ
イ
ト

久
一　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

久

　

志

健
　
　
司

真
　
　
人

久

　

志

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

久
一　
　
志

お
い
お
い
、
ど
う
し
た
ん
だ
よ
。

ど
―
せ
俺
た
ち
な
ん
か
。

頭
も
悪
い
し
さ
。

な
に
い
ま
さ
ら
気
づ
い
て
ん
だ
よ
。

そ
う
だ
よ
、
少
し
ず

つ
で
も
努
力
し
て
い
け
ば
さ
あ
。

気
休
め
は
よ
し
て
く
れ
よ
。

い
や
、
努
力

っ
て
大
切
だ
ぞ
。
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グ

レ
イ
ト
　
そ
う
そ
う
。

真
人
と
健
司
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

グ
レ
イ
ト

久
一　
　
志

じ

ゃ
出
す
ぞ
。

ウ
´
ン

。

…
…
お
ま
え
出
せ
。

い
い
の
。

あ
あ
。

じ
ゃ
、
６

×
７

（
ろ
く
し
ち
）
。

６
×
７
。

い
き
な
り
６
×
７
か
。

そ
う
来
な
す

っ
た
か
。

お
い
、
た
か
が
か
け
算
九
九
だ
ろ
。

待

て
、

こ
い

つ
ら
に
は
。

真
人
と
健
司
、
悲
惨
な
ま
で
に
真
剣
。

健

　

司

よ
ぉ
っ
し
ゃ
ぁ
っ
―

真
人
と
健
司
、
満
面
の
笑
み
で
握
手
。

真
　
　
人

健
　
　
司

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

ゴ
メ
ン
、
ち
ょ
っ
と
難
し
か

っ
た
か
な
。

い
い
よ
。
６
×
７
だ
ろ
。

（久
志
に
）
こ
や

つ
ま
さ
か
考
え
て
る
の
か
。

よ
し
、
行
く
ぞ
。

ど
う
ぞ
。

４２
だ
。

う
１
ん
…
…

（
こ
っ
ち
も
考
え
て
）
正
解
だ
。

久

　

志

グ
レ
イ
ト

浄
瞑
い

！

ス

ゴ

イ

ー

真 健 真 久 健 真

人
　
じ
ゃ
、
俺
た
ち
。

司
　
こ
れ
で
。

志
　
っ
て
ど
こ
行
く
ん
だ
。

人
　
…
…
そ
う
だ
ね
。

司
　
ど
こ
行
こ
う
か
。

人
　
ど
こ
行
く
？

二
人
、
ケ
ー
タ
イ
を
確
か
め
る
。

パ
タ
ッ
と
す
ぐ
閉
じ
る
。

久
　
　
志
　
誰
か
ら
も
着
信
な
ん
か
き
て
な
い
だ
ろ
。

真
人
と
健
司

じ
と
l

と

人
を
見
る

人

ぴ
た

と
止
ま
る
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久 二 久 ニ久真
　
　
人

健
　
　
司

方
〈
　
　
　
　
士
心

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

グ

レ
イ
ト

朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
、
登
場
。

ジ

ョ
ニ
ー
　
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

人
　
い
や
。

志
　
誰
か
ら
。

人
　

（互
い
を
指
さ
す
）

志
　
会

っ
て
ん
だ
か
ら
、
こ
う
し
て
。
ど
う
し
て
、
必
要
な
の
。

二
人
、
無
言
の
ま
ま
去
ろ
う
と
す
る
。

志
　
あ
の
コ
ン
ビ
ニ
だ

っ
た
ら
、
立
ち
読
み
が
す
ぎ
る

っ
て
出
入
り
禁

止
だ

っ
て
。

二
人
、
ま
た
止
ま
る
。

ま
た
新
し
い
店
、
開
発
し
た
ん
だ
。

何
時
間
い
て
も
怒
ら
れ
な
い
ん
だ
。

…
…
お
ま
え
ら
ね
ぇ
。

虚
し
く
な
い
の
か
ね
。

（去
り
際
に
）
と
こ
ろ
で
さ
、
お
ま
え
ら
も
幼
な
じ
み

っ
て
こ
と

は
、
ジ

ョ
ニ
ー
も
か
。

あ
あ
、
朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
も
だ
。

で
、
出
た
―
！

（去
る
）

な
ん
だ
よ
、
人
を
オ
バ
ケ
み
て
え
に
扱
い
や
が

っ
て
。

真

人

・
健

司

ン̈

ョ

ニ

ー

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
３
　
ニ
カ
ニ
カ
笑
う
な

向
か
い
合
う
ジ

ョ
ニ
ー
と
久
志
。

ジ

ョ
ニ
ー
、
グ
レ
イ
ト
辰
郎
に
目
を
や
る
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
な
ん
だ
よ
お
ま
え
は
。

グ
レ
イ
ト
　
俺
だ
よ
、
二
科
の
辰
郎
だ
よ
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
ニ
科
？

辰
郎
（グ
レ
イ
）

そ
う
だ
よ
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
ニ
カ
？
　
な
ん
ざ
ん
じ
ょ
。

辰
　
　
郎
　
二
科
だ
よ
２
科
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
ニ
カ
ニ
カ
？

久
　
　
志
　
覚
え
て
な
い
の
か
、
四
科

の
お
方
は
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
忘
れ
ま
し
た
ね
、
は
て
さ
て
、
な
ん
の
こ
と
や
ら
。

辰
　
　
郎
　
二
教
科
の
俺
た
ち
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
ま
え
が
羨
ま
し
か
っ
た
。

久
　
　
志
　
夏
期
講
習
の
と
き
だ

っ
て
、
四
教
科
の
お
ま
え
は
午
後
ま
で
あ

っ

た
。

辰
　
　
郎
　
俺
た
ち
二
科

は
午
前
中

で
終
わ
り
だ

っ
た
。

ジ

ョ
ニ
ー
　
そ
ん
だ
け
か
よ
。
そ
れ
が
ど
う
し
た

っ
て
ん
だ
。
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辰

郎

久

　

　

志

辰

　

郎

久

　

志

二
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

辰

　

郎

久

　

志

ジ

ョ
ニ
ー

久
　
　
志

辰

　

郎

久

　

志

辰

　

郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰

　

郎士
心郎

辰 久

久   辰

四
科
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
た
。

女
の
子
も
小
六
な
の
に
、
中
三
並
み
に
発
育
ば

っ
ち
り
の
子
も
い

た
。

二
科
に
は
男
し
か
い
な
か
っ
た
、
よ
う
な
気
が
す
る
ぐ
ら
い
暗
か
っ

た
。
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
天
丼
の
電
灯
も
暗
か

っ
た
。

あ
れ
ボ
ク
確
か
め
た
け
ど
、
四
科
は
１００
ワ
ッ
ト
な
の
に
、
二
科
は

便
所
に
最
適
２０
ワ
ッ
ト
。

あ
～
！

怖
い
ね
。

黒
板
だ

っ
て
ボ

ロ
ボ

ロ
。

書
い
て
る
と
あ
ち
ら
側
に
突
き
抜
け
た
。

青
空
教
室
か
よ
。

最
初
は
僕
た
ち
だ

っ
て
、
よ
り
多
く
の
私
立
中
学
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
四
教
科
と

っ
て
た
。

そ
う
し
て
よ
り
偏
差
値
の
高
い
中
学
め
ざ
し
て
た
。

だ
け
ど
、
あ
る
日
、
突
然
、
塾
の
先
生
か
ら
宣
告
さ
れ
る
ん
だ
。

死
の
宣
告
を
。

そ
ん
な
大
げ
さ
な
。

（先
生
に
な
る
）
「
久
志
く
ん
、
き
み
は
ど
う
も
理
科
社
会
が
伸

び
悩
ん
で
る
よ
う
で
す
ね
」

は
あ
。

「
も
ち
ろ
ん
算
数
国
語
の
ほ
う
が
配
点
も
高
い
で
す
か
ら
、
き
み

が
本
当
に
私
立
を
受
け
る
な
ら
、
二
科
に
な
さ
い
。
で
、
お
家
の

か
た
と
相
談
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
」

僕
の
人
生
の
中
で
、
初
め
て
の
挫
折
だ

っ
た
。

「
四
教
科
、
幅
広
く
勉
強
す
る
よ
り
、
主
要
科
目
の
中
の
主
要
科

日
、
算
数
国
語
の
二
教
科
に
し
ば
り
ま
し
ょ
う
。
し
ぼ

っ
て
全
力

で
頭
を
ふ
り
し
ば
り
ま
し
ょ
う
」

僕
の
人
生
の
中
で
、
初
め
て
の
絞
り
込
み
だ

っ
た
。

平
た
く
言
え
ば
差
別
だ
ぜ
。

あ
～
―

だ
か
ら
そ
ん
な
大
げ
さ
な
こ
と
か
よ
。

こ
う
い
う
経
験
を
し
て
た
。
そ
り
ゃ
あ
そ
う
だ
。
俺
た
ち
に
は
絶

対
に
越
せ
な
い
壁
が
、

ラ
イ
ン
が
、

あ

っ
た
。

そ
れ
が
二
科
四
科
だ

っ
た
。

だ
か
ら
、
そ
ん
な
時
代
の
こ
と
な
ん
か
忘
れ
ち
ま

っ
た

っ
て
。

思
い
出
せ
、
こ
の
ハ
チ
マ
キ
を
。

辰 久

郎 志

久
　
　
志

辰
　
　
郎

二
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

久
　
　
志

二
　
　
人

久
　
　
志

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

久
志
、
シ
ュ
タ

ッ
と
出
す
。

同

　

「
必
勝
」
！

郎
　
そ
う
だ
。
こ
の
必
勝

ハ
チ
マ
キ
が
汗
と
手
垢
で
真

っ
黒
に
汚
れ
る

ま
で
、
俺
た
ち
は
朝
か
ら
塾
に
通

っ
た
。

志
　
お
ま
え
ら
は
エ
リ
ー
ト
の
、
大
学
受
験
で
言
え
ば
花
の
国
公
立
を
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辰

　

郎

ジ

ョ
ニ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

ル〈
一　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

ル〈
一　
　
　
　
士
心

辰

　

郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

ン̈
ョ
ニ
ー

久

　

志

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

次
第
に
ジ

ョ
ニ
ー
に
も
過
去
の
記
憶
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え

っ
て
く
る
。

架
空
の
縄
で
二
人
を
縛
り
あ
げ
、
自
分
は
ム
チ
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。

狙
う
よ
う
な
四
教
科
。
俺
た
ち
ゃ
み
じ
め
な
、
二
教
科
だ

っ
た
。

す
ン
げ
ぇ
あ
か
ら
さ
ま
な
、
露
骨
な
指
導
方
針
だ

っ
た
か
ら
、
四

科
は
全
員
、
ピ
カ
ピ
カ
輝
く
金
ボ
タ
ン
。

そ
の
点
お
ま
え
ら
は
く
す
ん
だ
銅
ボ
タ
ン
。

俺
ら
は
立
ち
す
く
ん
だ
。

銅
。

ど
―
。

銅
。

金
と
同
じ
と
漢
字
で
は
書
く
け
ど
、
な
ん
の
こ
た
な
い
、
即
戦
力

か
ら
見
放
さ
れ
た
差
別
待
遇
だ

っ
た
。

（
四
科
生
に
な
る
）
や
―
い
、
二
科
の
バ
カ
。

二
科
の
バ
カ
。

ニ
カ
ニ
カ
笑

っ
て
ん
な
よ
！

（
シ
チ

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
忘
れ
て
喜
ぶ
）
お
お

っ
―

お
ま
え
ら
国
語
と
算
数
し
か
で
き
ね
え
ん
だ
ろ
。

そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
と
思

っ
た
。

そ
れ
す
ら
も
十
分
大
変
だ

っ
た
。

そ
―
だ
ね
―
、
き
み
た
ち
に
理
科
の
問
題
な
ん
か
出
し
て
も
ダ
メ

だ
よ
ね
。
ア
レ
、
で
も
お
か
し
い
ぞ
、
小
学
校
で
は
み
ん
な
共
通

に
勉
強
し
て
ん
だ
も
ん
ね
ぇ
。
き
み
ん
と
こ
塾
で
は
や
っ
て
な
く

て
も
、
学
校
に
は
理
科
社
会
あ
ん
で
し
ょ
。

あ
あ
。

そ
う
だ
よ
ね
。
み
ん
な
同
じ
こ
と
や
っ
て
る
は
ず
な
ん
だ
か
ら
ね
。

じ
ゃ
問
題
出
す
よ
。
条
件
の
悪
い
職
場
の
こ
と
を
呼
ぶ
３
Ｋ
っ
て

何
？

ク
ル
マ
。

（な
ぜ
か
英
訳
）
カ
ー
。

ク

ッ
キ
ー
。

（
ま
た
も
英
訳
）
ク

ッ
キ
ー
。

コ

ッ

一ノ
。

カ
ー

ッ
プ
。

違
う
し
！

工
？

し
か
も
全
部
Ｃ
だ
ろ
が
。

正
解
は
。

暗
い
、
汚
い
、
危
険
。

あ
、
そ
っ
か
。

オ

ッ
ケ
ー
。
次
、
来
い
や
―
。

日
本
国
憲
法
の
三
大
原
則
は
。

暗
い
、
汚
い
、
危
険
。

（
ム
チ
を
バ
シ
ッ
）
う
り
ゃ
っ
。

ア

ー

ウ

ッ
ー

二
　
　
人

ジ

ョ

ニ

ー

久

　

志

辰
　
　
郎

久

　

志

辰
　
　
郎

久

　

志

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

久

　

志

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人
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ジ

ョ

ニ

ー

久

　

志

ジ

ョ

ニ

ー

ニ

　

　

人

ジ

ョ

ニ

ー

ニ

　

　

人

ジ

ョ

ニ

ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ

ニ

ー

久

　

志

ジ

ョ

ニ

ー

二
　
　
人

ジ
ョ
ニ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

ジ
ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

久

　

志

辰
　
　
郎

ジ

ョ

ニ

ー

ニ
　
　
人

そ
り
ゃ
３
Ｋ
だ
。
不
正
解
！

次
―

非
核
三
原
則
は
。

汚
い
、
危
険
、
暗
い
。

（
ビ
シ
ッ
）
！

ア
ー
ウ

ッ
ー

駄
目
駄
日
、
順
番
替
え
て
も
ダ
メ
。

く
そ
―
。

あ
、
分
か

っ
た
ぞ
。
三

つ
答
え
が
あ
る
か
ら
い
け
な
い
ん
だ
。
お

ま
え
ら
ボ
ケ
ち

ゃ
う
も
ん
な
。
な
！

こ
、
怖

い

っ
ス
。

お
―
し
、
答
え
が

一
つ
し
か
な
い
の
出
す
か
ん
な
。
「
く
ら
い
」

っ

て
言

っ
た
ら
殺
す
ぞ
キ
サ

マ
。
（
ビ
シ

ッ
）
！

ア

ー

ウ

ッ
ー

江
戸
幕
府
を

つ
く

っ
た
の
は
？

エ
ド
さ
ん
。

鎌
倉
幕
府
を

つ
く

っ
た
の
は
？

鎌
倉
さ
ん
。

違
ぁ
～
う
、
徳
川
家
康
に
源
頼
朝
。

お
い
コ
ラ
、
じ
ゃ
―
エ
ド
さ
ん
は
何
し
た
ん
だ
よ
。

鎌
倉
さ
ん
も
だ
コ
ラ
。

知
ら
ね
え
よ
、
そ
ん
な
ヤ
ツ
。
（
ビ
シ
ッ
、
ビ
シ
ッ
）

ア

ー

ウ

ッ
。

は
あ
。

つ
ま
り
社
会
常
識
が
欠
け
て
る
ん
だ
ね
。
二
科
四
科

の
問
題
じ
ゃ

な
い
ん
だ
ね
。
次
、
リ
ア
ス
式
海
岸
を
示
せ
。

今
度
は
本
格
的

「
社
会
」
だ
。

そ
う
い
う
こ
と
。
ど
う
だ
、
リ
ア
ス
式
。

そ
の
前
に
や
る
こ
と
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。

辰

　

郎

ジ

ョ

ニ

ー

久
　
　
志

ジ

ョ
ニ
ー

辰

　

郎

二
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

全
身
で
変
な
海
岸
線
を
示
す
。
す
こ
ぶ
る
演
劇
的
だ
。

辰

　

郎

こ
ん
な
ん
出
ま
し
た
。
（息
を
切
ら
し
）
は
ぁ
っ
…
…
は
あ

っ
。

ど
う
だ
。

ブ
ー
。

行
く
ぞ
。
（ち
ま
ち
ま
し
た
動
き
）

ひ
き
こ
も
り
か
よ
。

う
ほ
っ
。
（
へ
こ
む
）

こ
う
よ
ッ
。
「出
は
い
り
の
多
い
複
雑
な
海
岸
線
と
急
斜
面
の
崖

が
特
徴
の
海
岸
」
。
こ
れ
ぞ
リ
ア
ス
式
。

ジ

ョ
ニ
ー

久
　
　
志

ジ

ョ

ニ

ー

久
　
　
志

ジ

ョ

ニ

ー

ジ

ョ
ニ
ー
、
縄
を
切
る
。

フ
ー
。
（手
首
を
押
さ
え
た
り
し
て
）

示
し
て
も
ら
お
う
か
、
リ
ア
ス
式
。

任
せ
ろ
、
と
う
り
ゃ
っ
。

-18-



実
演
す
る
。

思
わ
ず
、
場
内
大
拍
手
。

そ
し

て
…
…
。

辰

志 郎

凄 す
い    

｀

久ジ
ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

力
〈
　
　
　
　
士
心

辰

　

郎

力
〈　
　
　
　
士
心

辰

　

郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

カ
〈
　
　
　
　
＋一心

辰

　

郎

力
〈　
　
　
　
士
心

辰

　

郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

”ン
ョ
ニ
・―

力
〈
　
　
　
　
士
心

地
球

の
真
ん
中

に
は
何
が
あ
る
。

お

い
お
い
。

何
言

っ
て
ん
だ
。

バ
カ
言

っ
ち

ゃ
い
け
ね
え
。

そ
う
だ
よ
。

そ
ん
な
の
分
か
る

ワ
ケ
ね
え
じ

ゃ
ね
ぇ
か
。
な
。

う
ん
。

そ
う
か
あ
？

あ
、
僕
、
ち
ょ

っ
と
思
い
出
し
た
。

篇
脚
ッ
ー

聞

い
た
こ
と
あ
る
。

う
ん
う
ん
。

一
ま
い、
　
一
ま
丁
・
‥
‥
。

お
お
。

…
…
だ
、
だ
め
だ
。

ジ

ョ

ニ

ー

辰
　
　
郎

C久 C久

子 志 子 志

久

　

　

志

Ｃ
　
　
子

ジ

ョ

ニ

ー

CD

お

―

ぅ
。

分

か

っ
た

、
　
マ

ン

ト

ラ
ー

な
、
な
ん
だ
！

マ
ン
ト
ラ
。

そ
り

ゃ
、
仏
教

用
語
だ
ろ
う
が
。

え

？

・

あ
の
、
ガ

ッ
デ
ム

・
オ
ウ
ム
真
理
教

で
有
名

に
な

っ
た
仏
教

の
お

ま
じ
な
い
。

ん
？

駄
目
駄
日
、
不
正
解
。

小
池
た
ち
、
ピ
タ

ッ
と
止
ま
る
。

子
　
解
散
。

子
　
逃
げ
ロ
ー
。

一
同
、
去
る
。

大
音
響
の
マ
ン
ト
ラ

（仏
教
の
お
ま
じ
な
い
）
、
流
れ
る
。

袖
、
奥
、
舞
台
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
客
席
か
ら
す
ら
も
、
た
く
さ
ん
出
て

く
る
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
人
々
。

小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
面
々
だ
。
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久

　

志

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

力
〈　
　
　
　
士
心

ジ
ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

D C 久 D C久 D C

な
ん
だ
な
ん
だ
。
あ
い
つ
が
指
揮
を
と

っ
て
る
の
か
。

大
変
だ
ろ
う
な
。

あ
あ
。
…
…

っ
て
何
が
。

ウ
´
ン

。

な
に
和
ん
で
ん
だ
よ
、
お
ま
え
ら
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
地
球
の

真
ん
中
。

だ
か
ら
、

マ
ン
ト
ラ
。

お
ま
え
だ
お
ま
え
―
・

元
は
と
い
え
ば
、
間
違

い
を
正
さ
な
い
お

ま
え
！
　

お
か
し
か
ね
え
か
。
な
ん
で
繰
り
返
す
？

何
が
？

お
ま
え
が
お
か
し
な
こ
と
言
う
か
ら
、
必
ず
お
か
し
な
の
が
出

て

く
る
じ

ゃ
ね
え
か
。
お
か
し
い
ぞ
。

お
か
し
い
ね
。

お
ま
え
が
言
う
な
よ
。

じ
ゃ
、
ど
う
す
り
ゃ
い
い
？

答
え
ろ
。
ち

ゃ
あ
ん
と
答
え
や
が
れ
。

こ
の
ヨ
ゴ

レ
。

な
ん
だ
と
。

だ
ろ
う
が
よ
。

ま
あ
ま
あ
。

じ
ゃ
答
え
ろ
。
地
球

の
真
ん
中

に
あ
る
の
は
。

…
…

マ
ン
ト
ラ
。

そ
つ
み
た
い

ま
た
、
大
音
量
の
お
祈
り
。

ま
た
、
出
て
く
る
。

今
度
は
全
員
下
着
姿
の
自
装
東
。

子
　
最
高
で
す
か
―
？

子

最
高
で
―
す
。

志
　
な
、
な
ん
だ
？

子
　
最
高
で
す
か
？

子

最
高
で
―
す
。

志
　
や
め
、
や
め
―
・

な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ
。
全
然
最
高
じ
ゃ
な
い
よ
。

そ
れ
に
そ
の
ネ
タ
、
ど
う
考
え
て
も
古
い
ぞ
。
去
れ
。

子
　
解
散
。

子
　
逃
げ

ロ
ー
。

ジ

ョ

ニ

ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ

ニ

ー

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

カ〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ

ニ

ー

辰
　
　
郎

小
　
　
池

ジ

ョ

ニ

ー

き

ゃ
っ
ほ
―
い
。

去
れ
―

一
気
に
去
る
。

大
音
量
の
お
祈
り
三
た
び
。

ま
た
、
出

て
く
る
。

今
度
は
全
員
半
裸
。
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ジ

ョ

ニ

ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ

ニ

ー

久

　

志

辰
　
　
郎

久

　

志

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

久 辰 久 ニ

一
同
、
去
る
。

一
瞬
の
沈
黙
の
あ
と
。

人

　

（挙
手
）

ハ
イ

ハ
イ

志
　
プ
レ
ス
テ
。

郎
　
プ
レ
ス
テ
２
。

志

　

セ

ガ

サ

タ

ー

ン
。

な
ん
だ

っ
た
ん
だ
。

新
興
宗
教
か
ら
、
原
始
時
代
の
宗
教
ま
で
表
現
し
た

つ
も
り
な
ん

で
し
ょ
う
。

も
う
い
い
か
ら
、
や
め
と
け
。
真
面
目
に
考
え
ろ
。

…
…
ん
と
ね
―
、
ん
と
ね
―
え
―
。
…
…
。
（頭
蓋
骨
を
抑
え
る
）

ぬ
―
。

ど
う
し
た
。
ム
ツ
カ
シ
イ
こ
と
考
え
る
と
頭
い
た
く
な
ん
の
か
？

・・・・・・キ‘
つ
。

お

っ
、
蘇
生
し
た
な
、
よ
み
が
え

っ
た
な
。

ん
と
ね
―
、
問
題
。

ハ
イ
。

っ
て
な
ん
で
お
ま
え
が
問
題
考
え
る
ん
だ
。

も

っ
と
分
か
り
そ
う
な
の
云

っ
て
よ
。

あ
あ
。
次
の
問
題
、
「
ゲ
ー
ム
の
種
類
を
言
え
」

郎
　
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
６
４
。

志
　
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
。

郎

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
。

志
　
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
ア
ド
バ
ン
ス
。

郎

ボ
ケ
モ
ン
。

志
　
テ
ト
リ
ス
。

郎
　
マ
ザ
ー
。

志
　
サ
カ
つ
く
。

郎
　
首
都
高
バ
ト
ル
。

志
　
テ
ニ
ス
の
王
子
様
。

ソ
フ
ト
の
種
類
ま
で
、
楽
し
く
必
死
に
答
え
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま

に
か
ジ

ョ
ニ
ー
は
い
な
い
。

志
　
あ
れ
、
い
な
い
。

郎
　
ど
こ
行

っ
た
。

志
　
う
ん
。
（
キ

ョ
ロ
キ

ョ
ロ
）

郎
　
な
る
ほ
ど
、
こ
の
誤
魔
化
し
方
。

志
　
さ
す
が
は
四
科
。

ど
う
し
て
も
四
科
礼
賛
に
な

っ
て
し
ま
う
二
人
な
の
で
あ

っ
た
。

久
　
　
志
　
で
も
な
、
辰
郎
。

イ
|

久 辰 久 辰 久 辰 久 辰 久 辰久 辰 久 辰 久
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辰
　
　
郎

久
　
　
志

辰
　
　
郎

久
　
　
志

辰

　

郎

久

　

志

辰
　
　
郎

久
　
　
志

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
４
　
な
ぜ
バ
カ
に
な

っ
た
か
？

回
想
シ
ー
ン
。

久
志
の
姿
か
た
ち
は
別
キ
ャ
ス
ト
に
変
身
。

あ
か
ず
の
間
に
や
っ
て
き
た
久
志
、
し
ば
し
た
た
ず
む
感
じ
。

そ
こ
へ
、
音
楽
と
と
も
に
現
れ
る
怪
し
い
二
人
組
。
久
志
を
取
り
囲
む
。

久

　

志

部

下

１

部

下

２

久
　
　
志

首
　
　
領

え

。
じ

つ
は
僕
、
宣
告
さ
れ
て
二
科
に
な

っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

え
。

じ

つ
は
な
。
夏
期
講
習
の
と
き
、
矢
印
が
あ

っ
た
ん
だ
。

矢
印
？

う
ん
。
で
な
、
そ
れ
に
そ

っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
あ
か
ず
の
間
が

あ

っ
た
ん
だ
。

な
ん
で
矢
印
な
ん
だ
よ
。

僕
、
矢
印
が
あ
る
と
、
そ

っ
ち
の
ほ
う
行

っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。

お
の
れ
、
怪
し
い
奴
。
名
を
名
乗
れ

ッ
。

お
前
、
聞
い
て
な
か

っ
た
の
か
よ
。
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
だ
よ
。

Ｙ
Ｙ
Ｘ
？
　
何
だ
そ
れ
。

Ｙ
。
（
の
形
を
全
身
で
と
る
）

Ｙ
。
（
の
形
を
全
身
で
と
る
）

Ｘ
。
（
の
形
を
全
身
で
と
る
）

フ
フ
フ
フ
フ
、
ど
う
だ
、
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
だ
。

怖
い
だ
ろ
。

ま
い
っ
た
か
。

な
ん
だ
そ
り
ゃ
。

プ

ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
、
ビ
ビ
ッ
て
ま
せ
ん
ぜ
。

（外
国
人
ふ
う
に
両
手
を
広
げ
て
い
る
）
珍
し
い
奴
だ
。

や
め
や
し
ょ
う
ぜ
。
こ
い
つ
、
頭
が
悪
い
。

フ
フ
フ
フ
フ
、
よ
し
、
入
団
テ
ス
ト
を
始
め
る
か
。

お
う

ッ
。
（位
置
に
つ
く
）

プ

ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
、
入
団
テ
ス
ト
の
隊
形
、
整
い
ま
し
た
。

ご
苦
労
。
で
は
第

一
問
、
あ
る
日
、
太
郎
君
は
お
母
さ
ん
と
遊
園

地
に
来
ま
し
た
。
さ
て
、
花
子
ち
ゃ
ん
の
体
重
は
何
キ
ロ
で
し
ょ

う
。

誰
だ
よ
花
子
ち
ゃ
ん
て
。

さ
ぁ
、
答
え
て
み
ろ
。
カ

ッ
ツ
ッ
カ
ッ
ツ
ッ
。

（発
見
）
あ
、
花
子
ち
ゃ
ん
が
い
ま
せ
ん
。

（驚
愕
）
し
、
し
ま

っ
た
ぁ
ッ
、
迷
子
に
な

っ
た
か
。

な
ん
で
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
？

フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
よ
う

こ
そ
。

ど
う
で

ェ
、
俺
ら
の
仲
間

に
な
ら
ね

ぇ
か

ッ
。

だ
か
ら
妙
な
矢
印
が
。
何
者
だ

ッ
。

フ
フ
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
我

々
は
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
だ
。

久
　
　
志

部

下

２

久
　
　
志

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２

久
　
　
志

部

下

１

部

下

２

部

下

１

首
　
　
領

部
下
１
～
２

部

下

２

首
　
　
領

久
　
　
志

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２
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首 久

志
　
ど
こ
に
い
る
。
も
と
も
と
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か

ッ
。

領
　
そ
―
だ
。
迷
子
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
だ
。
さ
が
せ

ッ
。

Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
、
散
開
。　
一
人
取
り
残
さ
れ
る
久
志
。

久
　
　
志

　

（今
度
こ
そ
何
だ
ろ
う
と
首
を
傾
げ
る
）

一
同
、
ま
た
や

っ
て
く
る
。

首久

確
か
に
。
首
領
と
部
下
１
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

首

領
　
フ
フ
フ
フ
フ
、
Ｙ
Ｘ
団
だ
。

志
　
い
き
な
り
名
前
を
変
え
る
な

ッ
。

久

部
下
２
、
遅
れ
て
く
る
。

部

下

２
　
す
、
す
い
ま
せ
ん
。
花
子
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
帰
っ
ち
ゃ
っ

た
み
た
い
で
す
。

久
　
　
志
　
何
だ
、
そ
り
ゃ
。

首
　
　
領
　
フ
フ
フ
フ
、
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
。

領
　
フ
フ
フ
フ
、
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
。

志
　
待
て
、　
一
人
足
り
な
い
ぞ
。

久
　
　
志

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２

久 首 久

志 領 志

首
　
　
領

力
〈
　
　
　
　
士
心

部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

部

下

１

元
に
戻
す
な

ッ
。

そ
し
て
君
が
入
れ
ば
Ｙ
Ｙ
Ｘ
Ｘ
団
に
な
る
。

ど
う
だ
簡
単
だ
ろ
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
だ
ろ
。

ど
う
で
ぇ
、
俺
た
ち
の
仲
間
に
入
ら
ね
ぇ
か
い
。

ね
ぇ
か
い
。

う
″
ｔ
・
、

い

い

。

と
、
二
人
、
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
に
な
る
。

決
ま

っ
た
、
と
満
足
げ
な
表
情
に
な

っ
た
瞬
間
、

断
る
。

（愕
然
）
な
、
な
ぜ
だ

ッ
。

だ

っ
て
、
得
体

の
知
れ
な

い
人
た
ち
の
仲
間
に
な

っ
ち

ゃ
い
け
な

い

っ
て
言
わ
れ
た
も
ん
。

誰
に
。

マ
マ
】に
。

そ
り
ゃ
そ
う
だ
。

お
ま
え
が
納
得
し
て
ど
う
す
る

ッ
。

す
い
ま
せ
ん
。

マ
マ
だ
と

ぉ
、　
ハ
ハ
ー
ン
、
さ
て
は
お
ま
え

マ
ザ

コ
ン
だ
な
。
オ

ッ

パ
イ
飲
ん
で
ん
だ
ろ
―
。

ウ

ッ
ハ
ー
イ
、
乳
も
め
乳
も
め
～
イ

ッ
。
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部
下
１
～
２

首
　
　
領

部
下
１
～
２

部

下

２

部

下

１

部

下

２

久

　

志

首
　
　
領

久

　

志

首
　
　
領

部
下
１
～
２

首

　

領

部
下
１
～
２

首

　

領

部
下
１
～
２

首
　
　
領

部

下

２

首
　
　
領

部
下
１
～
２

カ
〈
　
　
　
　
士
心

バ
ブ
バ
ブ
。

バ
カ
タ

レ
ー

ッ
。
（首
領

パ
ン
チ
が
炸
裂
す
る
）

う
ひ
ゃ
―
。

バ
カ
タ

レ
っ
て
何
？

バ
カ
の
た
れ
だ
よ
。

ふ
―
ん
。

き
み
た
ち
い

つ
ま
で
も
や

っ
て
れ
ば
、
僕
は
帰
る
か
ら
。

待

て
ぇ
―
い
。
君
の
好
き
な
矢
印
は
も
う
な

い
よ
。

あ
れ
、
な
い
。

我

々
は
得
体

の
知
れ
な
い
集
団

で
は
な
―
い

ッ
。

ウ

ン

ウ

ン

。

ネ
プ
チ

ュ
ー
ン
で
も
な
―
い

ッ
。

ウ

ン

ウ

ン

。

人
数
の
足
り
な
い
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
で
も
な
―
い
ッ
。

う
い
―
っ
す
。

見
た
と
こ
ろ
、
そ
の
冴
え
ね
ぇ
ツ
ラ
、
オ
ド
オ
ド
し
た
物
腰
、
シ
ャ

キ
ー
ッ
と
し
ね
ぇ
態
度
。

し
か
も

マ
ザ
コ
ン
。

お
ま
え
、
自
分
の
人
生
に
、　
一
切
、
な
ん
ら
の
自
信
も
持
て
ね
ぇ

ん
だ
ろ
う
。
俺
ら
の
仲
間
に
な

っ
て
、
人
生
に
自
信
を
持

っ
て
、

肩
で
風
切

っ
て
歩
い
て
い
か
ね
ぇ
か
い
ッ
。

い
か
ね
ぇ
か
い
ッ
。

よ
、
よ
く
分
か
ん
な
い
ん
で
す
け
ど
。

二
人
合
わ
せ
て
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
、

ワ
ァ
ー
オ

ッ
。

ワ
ァ
ー
オ

ッ
。
（手
を
振
り
上
げ
る
）

そ
れ
は
分
か
り
ま
し
た
、
も
う
い
い
で
す
よ
。

お
う
。
（下
ろ
す
）

大
体
、
す
べ
て
の
団
体
と
か
組
織
に
は
、
目
的

っ
て
も
ん
が
あ
る

で
し
ょ
目
的
が
。
サ
ッ
カ
ー

・
チ
ー
ム
は
サ
ッ
カ
ー
す
る
、
俳
句

の
サ
ー
ク
ル
は
俳
句
を
詠
む
。
な
ん
な
ん
で
す
か
、
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
ち

て
。

単
純
な
こ
と
よ
。
昔
な

つ
か
し
い
Ｔ
Ｖ
番
組
を
見
て
批
評
し
あ
う

こ
と
。

そ
れ
だ
け
か
。

（胸
を
張

っ
て
）
そ
う
だ

ッ
。

帰
る
。

（
ド
テ
ッ
）
…
…
―

待
て
ぇ
―
い
ッ
。
お
ま
え
は
簡
単
に
そ
れ
だ
け
と
言
う
が
、
果
た

し
て
そ
う
か
な
？

シ
ン
プ
ル
・
イ
ズ

・
デ
ィ
ー
プ
。

昔
の
番
組
は
深
か

っ
た
。

鋭
か

っ
た
。

我
々
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
刺
激
す
る
。

音
楽
、
高
鳴
る
。

首
　
　
領

久
　
　
志

久

　

　

志

首 三 久 三 久部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

首
　
　
領 同

首

領領 人 志 人 志

単
純

そ
深
い
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部

下

２

首
　
　
領

部

下

１

首
　
　
領

部

下

１

首

　

領

部

下

２

首

　

領

部

下

１

部

下

２

部

下

１

首
　
　
領

部

下

１

首
　
　
領

部
下
１
～
２

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２

首
　
　
領

首
領
、
倒
れ
る
。

出
た
な
、
キ

ン
肉

マ
ン
。

マ
ス
ク
を
脱
げ

ッ
。

よ
く

マ
ス
ク
だ
と
分
か

っ
た
な
。

で
や
―

ッ
。
（
と
部
下
１
を
投
げ
飛
ば
す
）

ダ

メ
で
す
。
あ
た
し
も
う
ダ

メ
で
す

コ
ー
チ
。

負
け
る
な
ヒ
ル
む
な
岡
ひ
ろ
み
。

お

っ
ほ

っ
は

っ
ほ
。

お
蝶
夫
人
に
勝

つ
ん
だ
。

エ
ー
ス
を
ね
ら
え
―

Ｌ
Ｃ
ぅ

ッ
ー

キの

ッ
。

見
え
な
い
。
ど
う
な

っ
た
の
あ
た
し
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
。

（
二
本
指
を
立
て
る
）
ふ
ん

っ
。

Ｖ
サ
イ
ン
？
　
と
い
う
こ
と
は
勝

っ
た
の
？
　
勝

っ
た
の
ね
コ
ー

チ
。

う
ん
に
ゃ
。

え
？

二
位
だ
。

え
―
い
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
ん
じ
ゃ
い
―

（飛
び
蹴
り
）

こ
の
、
手
が
ギ

ュ
イ
ー
ン
と
伸
び
る
特
異
体
質
め
！

（
こ
っ
ち
も

飛
び
蹴
り
）

（倒
れ
な
が
ら
）
名
前
…
…
知
ら
な
い
の
か
よ
、
ル
フ
ィ
ー
だ
よ
。

二
人
並
ぶ
、
部
下
１
と
２
。

飛
雄
馬
よ
、
行
く
の
じ
ゃ
、
あ
れ
が
巨
人
の
星
じ
ゃ
。

父
ち
ゃ
ん
、
俺
は
野
球

ロ
ボ

ッ
ト
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
ッ
。

何
を
言
う
か

ッ
。

俺
だ

っ
て
、
野
球
以
外
の
遊
び
が
し
た
い
。

飛
雄
馬
。

姉
ち
ゃ
ん
。

え
―
い
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ッ
シ
ャ
ー
ン
。
（
ち

ゃ
ぶ
台
を
ひ

っ
く
り

返
す
）

バ
イ
ち
ゃ
。

ど
こ
へ
行
く
ス
ッ
パ
マ
ン
。

立
て
、
立
て
、
立

つ
ん
だ
ジ

ョ
ー
！

お
し

つ
こ
ジ

ョ
ー
。

違
う
ジ

ョ
ー
。

（
バ
イ
キ
ン
マ
ン
に
な
る
）
こ
れ
で
終
わ
り
だ
ア
ン
パ
ン
マ
ン
。

シ
ャ
キ
ー
ン
．

あ
、
水
鉄
砲
。

（水
鉄
砲
を
打

つ
）
ド
ピ

ュ
ド
ピ

ュ
。

う
わ
ぁ
―
、
顔
が
濡
れ
て
力
が
出
な
い
―

（
バ
タ
子
さ
ん
に
な
る
）
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
新
し
い
顔
よ
。
ヒ
ュ

ル
ル
ル
ル
、

ス
ポ
ー
ン
。

元
気
百
倍
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
！
　
ア
ー
ン
パ
ー
ン
チ
ー

部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

首
　
　
領

部

下

２

部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

部

下

１

部

下

２

首

　

領

部

下

２

-25-



部

下

１

部

下

２

首
　
　
領

部

下

２

首
　
　
領

部

下

２

首
　
　
領

部

下

２

首
　
　
領

部

下

２

首
　
　
領

部

下

１

部

下

２

首

　

領

久

　

志

久 首

志 領

は
い

バ
イ
バ
イ
キ
ー
ン
ー

（
キ
ラ
リ
ー
ン
）

ド
ラ
え
も
―
ん
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
が
僕
の
こ
と
い
じ
め
る
ん
だ
。

大
丈
夫
だ
よ
、
の
び
太
く
ん
。
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
。

え
、
ど
こ
か

つ
れ
て
っ
て
く
れ
る
の
？

ど
こ
で
も
ド
ア
。

も
し
や
い
じ
め
の
な
い
世
界
に
。

た
ず
ね
人
ス
テ
ッ
キ
ー
。
（出
す
）

…
…
お
ま
え
た
だ
並
べ
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
る
だ
ろ
。

よ
く
わ
か

っ
た
ね
の
び
太
く
ん
。
そ
し
て
僕
も
わ
か
っ
た
ん
だ
よ
。

き
み
は
の
び
太
く
ん
じ
ゃ
な
い
ね
。

え
？

本
物
の
の
び
太
く
ん
は
僕
の
隣
に
い
る
ん
だ
。
見
ろ
、
こ
の
い
じ

め
ら
れ
や
す
そ
う
な
顔
を
。

ノ
ビ
の
び
太
で
す
。

そ
う
だ
よ
、
僕
は
ス
ネ
オ
だ
よ
。

し
ず
か
ち
ゃ
ん
は
、
た
だ
、
お
ふ
ろ
に
入

っ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ

た
。

な

っ
つ
か
し
～
。

ど
う
だ
、
分
か

っ
た
ね
。
僕
た
ち
の
Ｔ
Ｖ
に
対
す
る
深
い
愛
情
。

部

下

２
　
名
前
は
。

二
人
の
虚
し
さ
を
超
越
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
に
取
り
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
久

士
心。

や

と
緊
張
が
ほ
ど
け
る

久
　
　
志

部

下

２

部

下

１

首
　
　
領

一　
　
同

首
　
　
領

久

志
　
こ
い
つ
ら
は
勉
強
が
で
き
な
い
た
め
、
あ
か
ず
の
間
に
押
し
込
め

ら
れ
て
い
た
２
科
の
奴
ら
だ

つ
た
。

ス

ロ
ー

モ
ー

シ

ョ
ン
の
Ｙ

Ｙ

Ｘ
団

。

久
　
　
士
心
　
そ
し
て
、
正
真
正
銘
の
ア
ホ
だ

っ
た
。

ス
ロ
ー
モ
ー
シ

ョ
ン
で
ア
ホ
を
示
す
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
。

ハ
、

ハ
イ
、
僕
は
久
志
。
神
宮
司
久
志
。

つ
い
に
、　
つ
い
に
名
乗

っ
て
く
れ
ま
し
た
あ

ッ
。

よ
し
、
分
か

っ
て
く
れ
た
な
。

お
う
よ

ッ
、
バ
ン
ザ
ー
イ
。

バ
ン
ザ
ー
イ
。

作
戦
開
始
だ
。

ス

ロ
ー

モ

ー

シ

ョ
ン
。
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久ヒ

サ

シ

久
　
　
志

ヒ

サ

シ

久
　
　
志

ヒ

サ

シ

久
　
　
志

ヒ

サ

シ

久
　
　
志

ヒ

サ

シ

久
　
　
志

ヒ

サ

シ

久
　
　
志

ヒ

サ

シ 志
　
僕
は
こ
い
つ
ら
の
口
車
に
乗

っ
て
午
後
か
ら
Ｔ
Ｖ
を
観
続
け
、
飽

き
た
ら
ゲ
ー
ム
、
疲
れ
た
ら
ビ
デ
オ
の
日
々
。
結
局
う
か

っ
た
の

は
ド
ッ
キ
リ
中
学
だ
け
だ

っ
た
ん
だ
。

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
去
ち

て
い
く
Ｙ
Ｙ
Ｘ
団
。

現
在
の
久
志
、
出
て
き
て
あ
の
こ
ろ
の
久
志
と
会
話
を
す
る
。

久
　
　
士
心
　
あ
の
と
き
？

ヒ

サ

シ
　
ほ
ら
、
き
み
た
ち
二
人
が
決
定
的

に
仲
違

い
を
し
た
あ
の
と
き
だ

よ
。

久
　
　
志
　
あ
の
と
き
な
ん
だ
。

辰

　

郎
　
い
つ
だ
よ
。

久
　
　
志
　
そ
う
か
、
思
い
出
し
た
ぞ
。
ほ
ら
、
あ
れ
だ
。

辰
　
　
郎
　
だ
か
ら
な
ん
だ
よ
。

小
学
校
時
代
を
振
り
返
る
二
人
が
い
る
。

久
　
　
志

出
て
い
く
ヒ

サ

シ

入
れ
替
わ
り
に
辰
良「
と
ジ

!

が
来
る

元
気
か
い
。

き
み
は
ど
う
だ
い
。

僕
は
ご
存
じ
の
と
お
り
、
小
学
校
６
年

の
と
き
の
僕
な
ん
だ
。
変

わ
り

っ
こ
な
い
よ
。

そ
う
か
、
そ
う
だ
よ
ね
。

で
、
ど
う
な
ん
だ
い
。
き
み
は
。

ま
あ
、
な
ん
と
か
ば
ち
ば
ち
や

っ
て
る
よ
。

そ
れ
は
よ
か

っ
た
。
学
校

の
ほ
う
は
ど
う
？

工
，
・

い
や
、
僕
が
夏
休
み
、
ビ
デ
オ
に
う

つ
つ
を
ぬ
か
し
て
さ
、
勉
強

し
な
か

っ
た
か
ら
。

ア
ホ
な
生
活
も
、
慣
れ
ち
ま
う
と
な
ん
と
か
楽
し
い
よ
。

そ
う
か
、
そ
り
ゃ
よ
か

っ
た
。

で
、
い
ま
ご
ろ
ど
う
し
た
ん
だ
い
。
な
ん
で
僕
の
と
こ
ろ
に
や

っ

て
く
る
の
？

う
ん
、
あ
の
と
き
の
こ
と
、
覚
え
て
る
か
な

っ
て
思

っ
て
。

思
い
出
せ
よ
、
小
学
校
六
年
の
夏
休
み
。
俺
た
ち
は
中
学
受
験
の

夏
期
講
習
を
ズ
ル
休
み
し
て
、　
一
泊
二
日
の
家
出
と
い
う
快
挙
に

出
た
。

そ
う
だ
！
　
そ
う
だ

っ
た
、
懐
か
し
い
な
あ
。

だ
ろ
、
だ
ろ
。

お
い
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
。

な
ん
だ
よ
、
人
が
十
分
盛
り
上
が

っ
て
る
と
こ
ろ
を
、
水
さ
し
て
。

だ
い
た
い
な
、
な
ん
だ
よ
家
出

っ
て
。

お
ま
え
忘
れ
た
わ
け
？
　
あ
ん
な
に
盛
り
上
が

っ
て
た
ク
セ
に
。

そ
う
だ
よ
、
ジ

ョ
ニ
ー
、
い
や
さ
シ
ン
ノ
ス
ケ
っ
た
ら
。

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

久

　

志

辰
　
　
郎
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ジ

ョ

ニ

ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

久

　

志

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

本
名
で
呼
ぶ
な
よ
。
朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
だ
。

じ
ゃ
い
い
よ
。
ジ

ョ
ニ
ー
、
お
ま
え
、
「
俺
こ
ん
な
に
ワ
ク
ワ
ク

す
る
の
、
幼
稚
園
の
お
ゆ
う
ぎ
会
以
来
だ
あ
」
っ
て
叫
ん
で
た
じ
ゃ

な
い
か
よ
。

違
う
よ
、
お
か
し
く
ね
え
か
。

何
が
。

な
ん
だ
よ

「
一
泊
二
日
の
家
出
」

っ
て
。

ギ
ク
。

こ
と
ば
か
ら
言

っ
た

っ
て
、
矛
盾
が
あ
ん
だ
ろ
が
よ
。

オ

ッ
ホ

ン
。

一
泊
二
日
な
ん
て
、
家
出
と
は
言
わ
ね
え
よ
。

甘
い
ん
だ
よ
な
あ
、
そ
こ
が
。

ど

っ
ち
が
だ
よ
。

人
生
に
対
す
る
読
み
だ
よ
。

そ
う
か
よ
。

ズ
ル
休
み
と
い
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
。

で
も
、
家
出
と
い
っ
た
ら
心
配
さ
れ
る
。

同
情
さ
れ
る
。

そ
う
い
う
計
算
ず
く
だ

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

ず
る
い
こ
と
と
は
知
り
な
が
ら
。

仮
病
も
す
べ
て
使
い
つ
く
し
た
。

「家
庭
の
医
学
」
を
ひ
も
と
い
て
、
成
人
男
性
し
か
か
か
ら
な
い

病
気
で
す
ら
、
僕
ん
チ
の
お
父
さ
ん
の
研
究
室
か
ら
用
紙
取
り
だ

し
て
書
い
た
じ
ゃ
な
い
か
。

前
立
腺
肥
大
に
糖
尿
病
。

そ
れ
は
フ
ツ
ウ
大
人
し
か
か
か
ら
な
い
。

子
宮
ガ
ン
に
乳
ガ
ン
。

そ
れ
は
女
の
人
。
僕
た
ち
に
子
宮
は
な
い
。

高
血
圧
で
低
血
圧
。

本
当
な
ら
そ
ん
な
の
あ
り
え
な
い
。

両
極
端
。

で
も
書
い
た
じ
ゃ
な
い
か
。

な
ん
で
、
な
ん
で
そ
う
な

っ
た
ん
だ
よ
。

だ
か
ら
思
い
出
せ
よ
。
俺
た
ち
は
、
イ
ヤ
ん
な

っ
て
た
。

朝
か
ら
晩
ま
で
続
く
夏
期
講
習
の
嵐
に
。

で
も
そ
こ
で
僕
た
ち
は
出
会

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

す
ぐ
に
ウ
マ
が
あ

っ
た
。
意
気
投
合
し
た
だ
ろ
。

あ
、
あ
あ
…
…
ま
あ
な
。

い
ま
ほ
ど
オ
チ
ャ
ラ
ケ
た
授
業
態
度
じ
ゃ
な
か

っ
た
。

た
し
か
に
。
俺
た
ち
に
は
中
学
受
験

っ
て
い
う

ハ
ッ
キ
リ
し
た
目

標
が
あ

っ
た
か
ら
な
。

カ
リ
カ
リ
カ
リ
と
、
ま
る
で
彫
刻
刀
で
机
を
削

っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
ひ
た
す
ら
勉
強
ま
た
勉
強
。

授
業
が
続
い
て
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
に
ぎ

っ
て
る
右
手
の
ひ
ら
の
腹
の

部
分
が
黒
く
汚
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
夏
休
み
の
よ
う
に
、
首
筋
が

黒
く
日
焼
け
す
る
の
と
は
ワ
ケ
が
違

っ
た
。

ル〈一　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

ル〈一　
　
　
　
十一心

辰

　

郎

力〈　
　
　
　
士
心

辰

　

郎

力〈一　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

久
　
　
志

辰

　

郎

力〈
　
　
　
　
士
心

辰

　

郎

ジ
ョ
ニ
ー

久
　
　
志

辰

　

郎

久
　
　
志

辰

　

郎
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久 辰 久 辰  久

士
心郎士心郎

士
心

辰
　
　
郎

ル^
〔　
　
　
　
・奮心

辰

　

郎

久
　
　
志

辰

　

郎

久

　

志

辰
　
　
郎

ル^
一　
　
　
　
・〓心

辰
　
　
郎

久

　

志

ジ

ョ

ニ

ー

辰

　

　

郎

ジ

ョ

ニ

ー

カ〈一　
　
　
　
士
心

ジ

ョ

ニ

ー

テ
ス
ト
の
と
き
、
そ
の
沈
黙
の
教
室
に
ふ
と
聞
こ
え
て
く
る
、
海

へ
山

へ
と
行
楽
に
出
か
け
る
人
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
。

聞
こ
え
て
き
て
、
僕
た
ち
は
す
ご
く
ム
ズ
ム
ズ
し
た
。

え
、
お
ま
え
も
か
。

う
ん
、
僕
も
。

一
度
し
か
な
い
、
今
年
の
夏
。

こ
の
ま
ま
二
度
と
な
い
今
年
の
夏
休
み
を
終
え
て
い
い
の
か
。

中
学
に
う
か
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
。

ま

っ
た
く
何
も
な
い
の
は
ど
う
に
も
納
得
が
い
か
な
い
。

ひ
と

つ
ぐ
ら
い
は
思
い
出
が
ほ
し
い
。

も
う
そ
の
年
に
は
な
か

っ
た
け
ど
、
も
し
宿
題
が
あ

っ
た
ら
、
絵

日
記
に
書
け
る
よ
う
な
。

そ
う
い
う
思
い
出
の
ひ
と

つ
が
ほ
し
い
。

そ
う
だ
！

休
み
時
間
に
そ
う
ツ
レ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
言

っ
て
た
ら
。

ジ

ョ
ニ
ー
、
お
ま
え
が
お

っ
き
い
ほ
う
の
ト
イ
レ
か
ら
出
て
き
て
、

「
の
っ
た
」

っ
て
言

っ
た
ん
だ
。

そ
う
そ
う
。

樟
一う
―
・

俺
も
の
っ
た

っ
て
。

違
う
よ
、
違
う

っ
て
。

ど
こ
が
。

ト

イ

レ

。

二
　
　
人
　
ハ
？

ジ
ョ
ニ
ー
　
だ
い
た
い
、
大
き
い
方
の
ト
イ
レ
に
は
入
れ
な
い
ん
だ
よ
。
み
ん

な
に
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
る
か
ら
。
俺
も
ツ
レ
シ
ョ
ン
に
来
た
だ
け

だ
。

辰

　

郎

な

ァ
ん
だ
。

久
　
　
士
心
　
そ

っ
ち
か
よ
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
た
ま
た
ま
だ
。
た
ま
た
ま
聞
い
ち
ま

っ
た
ん
だ
。

辰
　
　
郎
　
で
、
思
い
出
し
た
？

ジ
ョ
ニ
ー
　
あ
、
あ
あ
。

久
　
　
士
心
　
そ
う
い
う
気
分
だ

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
よ
。

辰
　
　
郎
　
気
分
か
。

久
　
　
志
　
い
つ
も
そ
う
だ
。
肝
心
な
と
き
に
な
る
と
、
思
い
が
僕
を
と
ら
え
、

僕
か
ら
眠
り
を
奪
う
。
想
い
出
と
い
う
思
い
だ
。
こ
い
つ
は
重
い
、

と

っ
て
も

ヘ
ヴ
ィ
だ
。

辰
一　
　
郎
　
シ
ャ
レ
か
。
シ
ャ
レ
な
ん
か
聞
い
て
る
ヒ
マ
な
い
か
ら
な
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
そ
う
そ
う
、
俺
た
ち
忙
し
い
ん
だ
か
ら
。

久
　
　
士
心
　
い
い
か
ら
最
後
ま
で
聞
け
よ
。
あ
の
と
き
も
そ
う
だ

っ
た
。

辰
　
　
郎
　
だ
か
ら
い
つ
だ
よ
、
あ
の
と
き

っ
て
の
は
さ
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
そ
う
そ
う
、
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
気
持
ち
に
な

っ
た

っ
て
…
…
。

久
　
　
志
　
俺
た
ち
は
、
基
地
を

つ
く

っ
て
た
じ
ゃ
な
い
か
。

二
　
　
人

　

（
ビ
ク
）

工
。

久
　
　
志
　
俺
た
ち
は
秘
密
基
地
を

つ
く

っ
て
た
じ
ゃ
な
い
か
。

辰
郎

・
ジ
ョ
ニ
　
基
地
―
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彼
ら
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
広
が
る
。

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

久
　
　
志

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ
ョ
ニ
ー

〓
一　
　
人

久
　
　
志

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

久
　
　
志

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

久

　

志

あ

ぁ
～
…
…
。

飽
き
た
な
あ
。

飽
き
た
飽
き
た
。

ホ

ン

ト
。

何
度
目
だ
ろ
、

こ
う
や

っ
て
同
じ
本
を
宝
物
み
た
い
に
し
て
遊
ぶ

の
。

結
局
同
じ
本
な
ん
だ
か
ら
、
特

に
目
新
し
い
こ
と
は
な

い
よ
ね
。

そ
う
な
ん
だ
よ
、
そ
こ
な
ん
だ
よ
。

ど
こ
だ
よ
。

俺
た
ち
は
刺
激
が
ほ
し
い
。

ま
あ

な

。

母
親
の
こ
ご
と
。

親
父
の
愚
痴
。

う

っ
と
う
し
い
家
族
。

そ
ん
な
も
の
か
ら
オ
サ
ラ
バ
し
て
、
刺
激
を
求
め
て
、
俺
た
ち
は

こ
こ
に
来
た
。
と
こ
ろ
が
だ
。
こ
の
虚
し
さ
は
な
ん
だ
。

最
初
は
よ
か

っ
た
な
。

秘
密
基
地
を

つ
く
ろ
う
。
誰
が
言
い
出
し
た
ん
だ

っ
け
。

久
志
だ
。

憧
れ
て
た
ん
だ
よ
、
自
分
た
ち
だ
け
の
場
所
。
親
も
教
師
も
い
な

い
、
誰
か
ら
も
縛
り

つ
け
ら
れ
な
い
俺
た
ち
だ
け
の
場
所
。

い
ろ
ん
な
モ
ン
、
持
ち
込
ん
だ
よ
な
。

壊
れ
か
け
て
、
Ｆ
Ｍ
の
入
ら
な
い
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

・
ラ
ジ
オ
。

お
気
に
入
り
の
野
球
カ
ー
ド
。

た
く
さ
ん
の
マ
ン
ガ
。

拾

っ
て
き
た
エ
ロ
本
。

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
。

ゲ
ー
ム
、
ゲ
ー
ム
、
ゲ
ー
ム
。

で
も
な
ん
か
こ
う
、
な
い
よ
な

ァ
、
最
初
の
こ
ろ
の
ト
キ
メ
キ
が
。

虚
し
い
っ
た
ら
あ
り
ゃ
し
な
い
。

あ

―

。

お
―
。

思
い
出
し
た
か
？

た
し
か
に
、
す
ご
く
懐
か
し
い
な
。

合
言
葉
か
。

そ
う
だ
な
。

な
ん
だ

っ
け
な
。
な
ん
か
あ

っ
た
よ
な
。

二
人
、

エ
ロ
本
を
読
む
。

二
人
、
の
び
を
す
る
。

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

久

　

志

ジ

ョ

ニ

ー

辰

　

　

郎

ジ

ョ

ニ

ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

久

　

志

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
士
心

立日
氷
本。
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久

　

志

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰

　

郎

ジ

ョ

ニ

ー

ル人一　
　
　
　
・士心

ジ

ョ

ニ

ー

小
学
校
二
年
の
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
で
い
ち
ば
ん
強
い
ガ
キ
大
将
が
い

た
。
な
ん
で
か
わ
か
ん
な
い
ん
だ
け
ど
、
友
達
と
ど

っ
ち
が
早
い

か
競
走
し
だ
し
た
。
そ
し
た
ら
ゴ
ー
ル
に
決
め
て
た
電
柱
の
ワ
キ

で
、
す
べ
っ
て
転
ん
で
ス
ネ
か
ら
血
を
流
し
て
た
。
あ
わ
て
て
僕

は
自
分
の
半
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ

ッ
ト
か
ら
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

出
し
て
ふ
い
て
あ
げ
た
。
そ
の
あ
と
な
ん
で
か
捨
て
る
こ
と
が
で

き
な
く
て
、
そ
の
血
の
つ
い
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
く

ま
で
大
切
に
し
ま

っ
て
お
い
た
。

小
学
校
三
年
の
こ
ろ
だ
。
運
動
場
と
学
校
の
敷
地
内
を
仕
切
る
囲

む
チ

ェ
ー
ン
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
ジ
ャ
ン
プ
す
る
と
越

え
る
こ
と
の
で
き
る
高
さ
だ

っ
た
。
バ
イ
ク
と
自
転
車
は
入
れ
な

い
仕
掛
け
に
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
を
通
る
と
き
、
よ
け
れ
ば
い
い

の
に
、
い
つ
も
み
ん
な
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
た
。
い
つ
も
は
越
え
ら

れ
た
の
に
、
そ
の
と
き
は
チ

ェ
ー
ン
に
足
を
引

っ
か
け
、
僕
は
地

面
に
叩
き

つ
け
ら
れ
た
。
僕
は
気
絶
し
た
ら
し
い
。
気
が
つ
く
と
、

ま
ぁ
る
く
僕
の
顔
を
覗
き
こ
ん
で
る
人
た
ち
の
顔
が
見
え
た
。
僕

は
恥
ず
か
し
く

っ
て
、
何
ご
と
も
な
か

っ
た
か
の
よ
う
に
立
ち
上

が

っ
た
。

だ
め
だ
ね
、
想
い
出
に
ひ
た

っ
て
た
っ
て
さ
。

シ
ン
ノ
ス
ヶ
。

ジ

ョ
ニ
ー
だ
よ
、
朝
焼
け
の
。

ジ

ョ
ニ
ー
。

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
腐

っ
ち
ゃ
う
ぜ
、
俺
た
ち
。
お
ま
え
、
二
教
科
に

な

っ
た
ん
だ
ろ
。
や
る
科
目
少
な
く
て
い
い
な
。
俺
、
四
教
科
だ

か
ら
さ
。
倍
、
あ
る
ん
だ
、
や
る
こ
と
が
。

な
ん
だ
よ
、

い
ま
さ
ら
。

そ
の
言
い
方
は
。

チ
ン
タ
ラ
こ
こ
で
遊
ん
で
り

ゃ
い
い
さ
。
俺
は
、
出

て
く
か
ら
。

シ
ン
ノ
ス
ヶ
。

ジ

ョ
ニ
ー
だ
よ
、
朝
焼
け

の
。

ジ

ョ
ニ
ー
。

お
ま
え
、
俺
ら
の
友
情

に
ひ
び
を
入
れ
る

つ
も
り
だ
な
。

悪
い
か
。

あ
あ
、
と

っ
て
も
悪
い
。
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
た
だ
の
息
抜
き
な

ん
だ
。

お
ま
え
も
、
…
…
だ
も
ん
な
。

え

，

・

じ

ゃ
あ
な
。
（去
る
）

ど
う
し
た
ん
だ
。

い
や
、
な
ん
で
も
な
い
。

た
だ
…
…
。

た
だ
？

い
や
、
な
ん
で
も
な
い

っ
て
。

そ
、
そ
う
か
。
お
ま
え
も
実
は
隠
れ
四
科
だ

っ
た
ん
だ
よ
な
。

工
？

思
い
出
し
た
、

い
ま
思

い
出
し
た
よ
。
結
局
俺
は
み
ん
な
に
裏
切

ら
れ
ち
ま

っ
た
ん
だ
な
。

そ
ん
な

こ
と
言
う
な
よ
。
昔

の
こ
と
じ

ゃ
な
い
か
。

辰

　

郎

ジ

ョ
ニ
ー

久

　

志

ジ

ョ
ニ
ー

久
　
　
志

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰
　
　
郎

ジ

ョ
ニ
ー

辰

　

郎

ジ

ョ
ニ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

力
〈
　
　
　
　
一一心

辰
　
　
郎

力
〈　
　
　
　
士
心

辰
　
　
郎

々
（　
　
　
　
士
心

辰

　

郎
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久
　
　
士
心
　
ウ
ン
…
…
。

二
人
、
出
て
い
く
。

入
れ
替
わ
り
、
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
入

っ
て
く
る
フ
ラ
ン
キ
ー
。

追

っ
て
マ
イ
ク
。
石
を
蹴
る
フ
ラ
ン
キ
ー
。

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
‥

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

ど
う
し
た
ん
だ
よ
―

な
ん
か
バ
カ
バ
カ
し
く
な

っ
ち
ま

っ
て
な
。

逃
げ

ン
の
か
―

逃
げ
ね
え
よ
。

ま
さ
か
走
ら
な

い

つ
も
り
か
。

そ
う
だ
よ
。

そ
れ
を
逃
げ
る

っ
て
ん
だ
よ
。
ど
う
す
ん
だ
よ
。
俺
た
ち
が
走
ら

な
い
で
ど
う
す
ん
だ
よ
！

だ
か
ら
走
ら
ね

ぇ
っ
て
。

ま
さ
か
、
あ
の
女

の
と
こ
ろ
に
行
く
の
か
。

そ
う
だ
。

ノ
ブ

ョ
の
と
こ
か
。

あ

ぁ

。

の
ぶ
よ
の
ど
こ
が
い
い
ん
だ
。

ム
″
　

，力

‥

‥

‥

顔
か
。

い
や
、
か
、
な

…

。

体
か
。

い
や
、
か
、
か
。…

。

か
か
と
か
？

な
ん
だ
よ
か
か
と

っ
て
。
金
だ
よ
。

マ
ネ
ー
。
金
か
、
そ
ん
な
に
金
が
必
要
な
の
か
。

だ
し
ょ
。
お
ま
え
、
い
ま
い
く
ら
持

っ
て
ん
だ
よ
。

（あ
さ
る
）
…
…
。
（
ド
イ
ツ
語
を
言
う
）
…
…
。

ド
イ
ツ
語
で
言
う
な
よ
。

２５
円
。

そ
れ
で
何
が
買
え
ん
だ
ヨ
ー

う
ま
い
棒
二
本
と
お

つ
り
が
来
る
ぜ
。

虚
し
く
な
い
の
か
。

工
？
・

お
ま
え

い
く

つ
だ
よ
。

１４
歳
だ
ろ
。
人
間
、
１２
歳
を
超
え
た
ら
、
も
う
お
し
ま
い
な
ん
だ
。

い
つ
ま
で
も
可
愛
い
可
愛
い
言
わ
れ
な
い
ん
だ
よ
。

の
ぶ
よ
は
何
歳
な
ん
だ
よ
。
の
ぶ
よ
の
お
も
ち
ゃ
に
な
り
や
が

っ

て
。

お
ま
え
だ

っ
て
金
が
欲
し
い
だ
ろ
。

そ
う
だ
よ
欲
し
い
よ
。
で
も
な
、
お
ま
え
み
た
い
に
汚
い
や
り
方

で
も
ら
お
う
と
は
思

っ
て
な
い
よ
。
自
分
の
足
と
根
性
で
ゲ

ッ
ト

す
ん
だ
よ
。

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

よ
ん
じ
や

い
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フ
ラ
ン
キ
ー
　
そ
れ
で
三
百
万
か
よ
。
俺
は
の
ぶ
よ
に
せ
び
れ
ば
五
万
で
も
六
万

で
も
。

マ

イ

ク
　
そ
う
い
う
ヤ

ツ
だ

っ
た
の
か
よ
お
ま
え
は
。

（
殴
る
）

青
春

パ
～

ン
チ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー
　
そ
ん
な

の
効
か
ね
え
よ
。
現
実
パ
～

ン
チ
。

殴
り
合
う
二
人
。
―
ご
と
に
パ
ン
チ
。

真
　
　
人
　
浅
は
か
！
　
単
純
！
　
単
細
胞
―

人
　
な
ん
で
だ
よ
、
バ
カ
ヤ
ロ
ー
ー

司
　
そ
こ
ま
で
云
う
こ
と
な
い
じ
ゃ
ん
―

人
　
だ

っ
て
お
ま
え
、
鍛
え
る

っ
て
い
う
か
ら
ど
こ
鍛
え
て
る
の
か
と

思

っ
た
ら
。
上
半
身
だ
け
じ
ゃ
ん
。

司
　
仕
方
な
い
だ
ろ
、
見
た
目
が
肝
心
な
ん
だ
か
ら
。

人
　
そ
ん
な
こ
と
云

っ
た
っ
て
な
、
足
が
肝
心
な
ん
だ
ぞ
。
足
が
。
自

転
車
の
選
手

っ
て
の
は
、
太
股
が
こ
ん
な
ぶ

っ
と
く
て
、
そ
れ
で

始
め
て
こ
げ
る

っ
て
の
に
。
な
ん
だ
よ
。

司
　
分
か

っ
た
よ
、
悪
か
っ
た
よ
。
じ
ゃ
一
緒
に
鍛
え
よ
う
。

人
　
僕
も
！

司
　
そ
う
だ
鍛
え
ろ
―

人
　
お
う
―

司
　
人
類
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
、
４
９
０
キ
ロ
だ
よ
。

人
　
そ
う
だ
ね
、
人
類
最
速
の
４
９
０
キ
ロ
だ
ね
。

司

お
う
よ
っ
。

人
　
で
も
さ
。

司
　
あ
ん
？

人
　
そ
れ

っ
て
飛
行
機
だ
か
ら
出
る
ス
ピ
ー
ド
じ
ゃ
な
い
の
？

司
　
違
わ
い
。
人
間
に
だ
っ
て
不
可
能
は
な
い
よ
。

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ
ラ

ン
キ

ー

な
ん
だ
よ
お
ま
え
の
そ
の
自
目
。
お
ま
え
み
た
い
に
汚
い
白
目
し

た
や

つ
み
た
こ
と
ね
え
よ
。
誠
実
―

何
言

っ
て
ん
だ
、
世
間
の
風
は
冷
た
い
！

昔
に
戻
れ
。
純
粋
―

ほ
ざ
く
な
、
き
れ
い
ご
と
―

人
生
―

計
算
―

友
情
―

妥
協
！

愛
情
！

М一四釜
ロー
・

殴
り
合
い
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
し
て
去

っ
て
い
く
と
、
反
対
側
か
ら
真
人
と

健
司
も
。

健 真 健 真 健 真 健 真 健 真 健 真 健   真 健 真

健
司
に
パ

ン

チ
の

真
人
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真 健 真 健 真 健 真 健 真

人
　
そ
う
か
な
あ
。

司
　
い
い
か
ら
細
か
い
こ
と
気
に
し
な
い
で
、
鍛
え
ろ
鍛
え
ろ
。

人
　
何
で
？

司
　
ダ
ン
ベ
ル
ー

（振
る
）

人
　
ハ
ー
ド
ル
！

（挙
げ
る
）

司
　
ヒ
ン
ズ
ー
ス
ク
ワ
ッ
ト
ー

（
や
る
）

人
　
う
さ
ぎ
飛
び
！

（飛
ぶ
）

司
　
ジ
ャ
ン
プ
！

（跳
ぶ
）

人
　
フ
ラ
イ
ン
グ
ー
・

・‥
…
そ
れ
は
無
理
。

必
死
に
自
分
を
鍛
え
る
レ
ー
ス
前
夜
。

Ｓ

Ｃ

Ｅ

Ｎ

Ｅ

　

５

　

レ

ー

ス

出

て
く
る

一
同
。

子
　
よ
ォ
ー
し

ッ
、
こ
れ
で
準
備
運
動
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
終

わ
り
ま
し
た
ね
。

同
　
オ
ー

ッ
ス
。

子
　
い
よ
い
よ
チ
キ
チ
キ
チ
ャ
リ
ン
コ
レ
ー
ス
の
始
ま
り
だ
あ

っ
！

長
　
た
だ
い
ま
よ
り
、
小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
主
催

・
ご
町
内
縦
断
チ
キ

チ
キ
チ
ャ
リ
ン
コ
レ
ー
ス
を
開
始
す
る
。
究
極
の
耐
久
レ
ー
ス
。

ハ
ン
ド
ル
を
持

っ
て
動
い
て
い
く

一
同
。

一
同
、
リ
ン
リ
ン
と
鳴
ら
し
て
か
ら
こ
ぎ
始
め
る
。

協
力
し
あ
う
ジ

ョ
ニ
ー
た
ち
軍
団
。

町 息 息

Ｃ
子
Ｄ
子

息
　
　
子

一　
　
同

ジ

ョ
ニ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

マ

イ

ク

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

行
く
ぜ
―

よ
し

っ
。

み
ん
な
ガ

ン
バ
レ
ッ
！

が
ん
ば

っ
て
え

っ
―

よ
―
い
、
（
ド
キ

ュ
ー
ン
）

こ
ろ
が
そ
う
ぜ

っ
。

ウ

ォ

ー

ッ

ー

お
ら
お
ら
。

う
長
の
っ
。

と

―

り

や

。

ず
あ
―

っ
。

や
だ
―
。

変
な
声
だ
す
な
―
。

だ

っ
て
ヤ
な
ん
だ
も
ん
。

グ
レ
イ
ト
と
久
志
た
ち
も
協
力
．
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フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

ぬ
お
―

っ
。

す
た
―

ッ
。

や
―
！
　
快
調
―

た
―
―
　
好
調
―

気
持
ち
い
い
な
―
。

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

マ

イ

ク

フ
ラ
ン
キ
ー

グ
レ
イ
ト

久

　
　
志

グ

レ
イ
ト

カ
〈
　
　
　
　
士
心

グ

レ
イ
ト

久

　
　
志

グ

レ
イ
ト

駆
け
去
る
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
俺
は
簡
単
に
は
負
け
ね
え
ん
だ
よ
ッ
！
　
ウ
ォ
ー
ッ
ー

駆
け
去
る
。

海
鳴
り
の
フ
ラ
ン
キ
ー
と
地
下
鉄
沿
線
の
マ
イ
ク
。

一
気
に
駆
け
て
い
く
ジ

ェ
ッ
ト
ボ
ー
イ
た
ち
。

ト
ッ
プ
集
団
を
形
成
す
る
グ
レ
イ
ト
、
久
志
、
ジ

ョ
ニ
ー
。

行
く
ぜ
！

お
う

っ
。

一
足
前
進
―

お
う

っ
。

二
足
加
速
―

ジ

ェ
ッ
ト
噴
射
―

反
応
反
射
音
速
光
速
！

ぬ
お
お
お
お
お
お

っ
―

あ

ｌ
。

気
持
ち
い
い
と
や
り
た
く
な
る
な
。

何
を
―
。

行
く
ぞ
、
得
意
の
モ
ノ
マ
ネ
。
（
や
る
）

似
て
な
い
似
て
な
い
。

じ
ゃ
、
次
の
ネ
タ
ー

（
や
る
）

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
似
て
る
。

と

っ
て
お
き
の
ネ
タ
。

ま

た

マ

ニ
ア

ッ
ク
な
。

教
科
書
ガ
イ
ド
か
。

そ
れ
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
。

そ
う
か
―
。

そ
う
だ
―
。

お
ま
え
も
な
ん
か
や
れ
―
。

う
ん
、
じ
ゃ
―
、
得
意
の
歌
。
チ

ュ
ー
プ
！

（
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
唄

う
）

な
か
な
か
ご
機
嫌
じ
ゃ
―
ん
。

そ
う
か
い
？

お
―
し
、
こ
げ
こ
げ
こ
げ
―
ッ
。

う
―
ん
、
い
つ
も
と
違
う

ッ
。

何
が

ッ
。

街

ッ
。

だ
ろ
ッ
。
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マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

マ

イ

ク

フ

ラ

ン

キ

ー

ゾ

ク

全

警

備

全

息
　
　
子

一　

　

同

ジ

ョ
ニ
ー

一　

　

同

な
ん
か
…
…
。

な
ん
か
？

映
画
の
風
景
み
た
い
。

（
う
ま
く
行

っ
た
と
微
笑
む
）
…
…
。

あ
、
可
愛
い

（女
）
…
…
。

（
コ
ケ
そ
う
に
な
る
）
…
…
バ
ッ
キ
ャ
ロ
ー
、
人
間
な
ん
て
チ
ン

ケ
な
も
ん
見
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ッ
。
こ
げ
こ
げ
こ
げ
―
、
ひ
た
す
ら
、

こ
げ
こ
げ
こ
げ
―
ッ
。

争
い
な
が
ら
去

っ
て
い
く
ジ

ョ
ニ
ー
た
ち
。

こ
ち
ら
、
諦
め
て
な
い
健
司
と
真
人
。

真
人
、
健
司
た
ち
も
来
る
。

一
団
と
な
る
。

三
人
の
ゾ
ク
グ
ル
ー
プ
Ｖ
Ｓ
３
人
の
街
を
守
る
少
年
た
ち
。

ぬ
お
―

っ
。

ぬ
―

っ
。

音
楽
だ
け
が
高
鳴
り
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
こ
ぎ

つ
づ
け
る

一
同
。

（実
況
ア
ナ
ウ
ン
ス
）
お

っ
と
。
こ
こ
で
後
ろ
か
ら
来
た
二
周
目

の
グ
ル
ー
プ
が
追
い
つ
い
た
。

へ
っ
へ
っ
へ
。

ぬ
お
―
っ
。

ウ

ォ

ー

ッ
。

真
　
　
人
　
両
国
国
技
館
だ
。
あ
、
浅
草
花
や
し
き
だ
。
お
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

６０
だ
。

健
　
　
司
　
あ
あ
。
…
…

っ
て
オ
イ
、
ご
町
内
縦
断
レ
ー
ス
だ
ろ
。
東
京
都
縦

断
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
。
な
ん
で
見
え
ん
の
。

真

　

人
　
遠
視
な
ん
だ
。

健
　
　
司
　
そ
う
か
。

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

真
　
　
人

健
　
　
司

ち
く
し
ょ
、
周
回
遅
れ
だ
。

い
い
ん
だ
よ
、
先
行

っ
て
く
れ
て
も
。

ど
う
せ
な
ら
、　
一
緒
に
行
こ
う
ぜ
。

あ
り
が
と
―
。
で
も
さ
。

ん
？

人
類
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
っ
て
夢
の
夢
だ
ね
。

ま
た
い
つ
か
だ
よ
。

い
つ
か
、
か
。

あ
、
都
庁
だ
。
で
っ
か
い
な
―
。

何
考
え
て
ん
の
か
な
、
石
原
慎
太
郎
。

ま
ば
た
き
多
い
よ
な
―
。

ス
ピ

1

ド

を
上
iダ

る

-36-



真 健 真

リ

フ

ア
イ

ン

グ
を
し
て
ヽヽ

る
中
村
俊
輔

健 真 健 真 健

真 健 真 健 真 健 真 健 真 健 真 健  真 健 真 健

人
　
頑
張
れ
よ
―
、

ロ
ボ
コ
ッ
プ
み
た
い
な
動
き
の
高
見
盛
。

司
　
誰
だ
よ
、
そ
れ
。

人
　
お

っ
、
中
村
俊
輔
だ
。

一
瞬
通
り
過
ぎ
る
。

司
　
行
き
た
か
っ
た
な
、

コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
。

人
　
残
念
だ
よ
な
、
日
本
戦
。

司
　
も
う

一
息
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。

人
　
う
ん
、
で
も
、
ま
だ
ま
だ
ジ
ー
コ
ジ
ャ
パ
ン
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

な
ん
だ
か
ら
。

司
　
ド
イ
ツ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
あ
る
。

人
　
う
ん
。

司
　
お
、
東
京
ド
ー
ム
だ
。
あ
、
こ
ど
も
の
城

・
青
山
円
形
劇
場
だ
。

人
　
お
ま
え
も
。

司
　
そ
う
、
遠
視
。

人
　
や

っ
ぱ
り
。

司
　
行
き
た
か
っ
た
な
、

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。

人
　
お
ま
え
、
あ
ぶ
な
い
よ
。

司
　
ど
う
し
て
ｌ
。

人
　
い
い
だ
ろ
。

司
　
あ

っ
、
皇
居
だ
。
広
い
な
―
。
は
ぁ
。
（溜
息
）

人
　
ど
う
し
た
ん
だ
よ
。
愛
子
さ
ま
の
成
長
の
度
合
い
、
心
配
な
の
。

司
　
興
味
ね
え
よ
、
あ
ん
な
ガ
キ
。

人

　

（気
づ
く
）

ハ
ッ
ハ
ー
。

司
　
な
ん
だ
よ
。

人
　
や
っ
ぱ
り
気
が
あ

っ
た
ん
だ
ろ
、

司

じ
、
じ

つ
は
。

マ

コ
様

、

カ

コ
様

。

ス
ピ
ー
ド
上
が
り
、　
一
人
突
進
す
る
真
人
。
健
司
、
置
い
て
い
か
れ
る
。

健
　
　
司
　
ど
、
ど
う
し
た
ん
だ
よ
。
待

っ
て
よ
―
。
ど

っ
ち
な
の
―
。

ト

ッ
プ
グ

ル
ー
プ
。

こ

′゙
ヽ

、
　
　
こ

′゙
ヽ

、
　
　
こ

´
ヽ

。

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ
ニ
ー

グ

レ
イ
ト

ト

ッ
プ
グ
ル
ー
プ
は
同
時
に
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
。

息

　
　
子

　
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

速
度
計
は
す
で
に
振
り
切
れ
、
両
側
で
は
町
が
弓
矢
の
よ
う
に
後

ろ
へ
流
れ
、
前
を
行
く
道
路
は
ひ
た
す
ら

一
直
線
。
ひ
と

つ
の
点

の
よ
う
に
な

っ
て
る
ぜ
。

説
明
ゼ
リ
フ
と
は
余
裕
だ
な
。

あ
あ
。
フ
フ
フ
。
（
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
）

う

つ

。
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ジ

ョ

ニ

ー

息
　
　
子

グ
レ
イ
ト

息
　
　
子

久息グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久

　
　
志

前
に
は
ジ

ョ
ニ
ー
が
見
え
る
。

グ
レ
イ
ト
　
い
い
か
。
こ
の
直
線
道
路
だ
。

出

て
い
く
。

ヒ

ュ
ン
。

二
着
か
。

そ
う
で
す
。

ヒ

ュ

ン

。

ヒ

ュ

ン

。

志
　
三
着
ね
。

子

が
ん
ば

っ
て
っ
。

朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
。

朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
、
ト
ッ
プ
通
過
。

つ
い
て
こ
―
い

っ
。

待

っ
て
よ

ぉ
―
。

し
ょ
う
が
ね

ぇ
な
。
（
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
）

ご
め
ん
ご
め
ん
。

久

　

志

グ
レ
イ
ト

カ〈
　
　
　
　
士
心

グ
レ
イ
ト

久
一　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久

　

志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

ウ
´
ン

。

直
線

で
ス
ピ
ー
ド
が
グ

ー
ン
と
上
が
る
。

う
ん
。

そ
う
す

っ
と

マ
シ
ン
の
す
ぐ
後
ろ
に
は
真
空
状
態
が
で
き
る
。

真
空
状
態
ね
。

そ
う
、

マ
シ
ン
の
す
ぐ
後

ろ
に
だ
。

マ
シ
ン
？

俺

の
チ
ャ
リ
だ
０

そ
う
。

そ
の
真
空
状
態
は
、

ス
リ

ッ
プ

●
ス
ト
リ
ー
ム

っ
て
ん
だ
。
後

ろ

に
ち

ゃ
ん
と

つ
い
て
れ
ば
、
お
ま
え
の
チ
ャ
リ
の
ス
ピ
ー
ド
も

一

瞬
上
が
る
。

い
い
か
、　
一
瞬
だ
ぞ

一
瞬
。

う
ん
。

そ
の

一
瞬
を
利
用
し
て
俺

の
こ
と
追

い
抜
く
ん
だ
。

え

っ
。

ジ

ョ
ニ
ー
も
す
ぐ
そ
こ
だ
。

い
い
な
。

う

、
　
ウ
イ
ン

。

行
く
ぞ
―
―

ス
ピ
ー
ド
。
懸
命
に
つ
い
て
い
く
久
志
。

ス
リ
ッ
プ

ｏ
ス
ト
リ
ー
ム
、
起

こ

ス
υ
。
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Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
６
　
グ

レ
イ
ト

久

　

志

グ
レ
イ
ト

′
ヽ

つ
。

ぬ
お

っ
。

グ

レ
イ
ト
　
あ

っ
、
あ
そ
こ
だ

ッ
ー

二
人
、　
一
線
に
並
ぶ
。

す
ん
ご
く
早
い
朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー
。

ジ

ョ
ニ
ー

ル人一　
　
　
　
・士心

グ

レ
イ
ト

久

　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

ル入一　
　
　
　
士
心

グ

レ
イ
ト

ふ

っ
ふ

っ
ふ
っ
。

ど
う
し
て
も
抜
け
な
い
―
。

大
丈
夫
だ
。
こ
れ
で
。

え

っ
？

ス
リ

ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
だ
け
じ

ゃ
な
い
。

え

？

・

も
う
お
ま
え
に
は
実
力
は
あ
る
ん
だ
。

そ
ん
な
！

世
の
中
、
自
信
さ
え
あ
れ
ば
、
だ
。

そ
う
か
！

行
け
―

ぬ

っ
。

も
う
少
し
―

ジ

ョ
ニ
ー

ニ
　
　
人

抜
か
れ
て
た
ま
る
か
―
。

ぬ
お
お
お
お
―
。

光
が
あ
ふ
れ
る
。

よ
く
見
る
と
そ
れ
ま
で
声
援
し
て
い
た
み
ん
な
が
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
な

っ
て
い
る
。

思
わ
ず
止
ま

っ
て
い
る
二
人
。
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先
行
し
て
い
る
ジ

ョ
ニ
ー
に
も
う
少
し
で
追
い
つ
く
久
志
。

ジ

ョ
ニ
ー

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

ジ

ョ
ニ
ー

久
　
　
志

ジ

ョ
ニ
ー

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

何

ッ
。

ど
う
し
た
ん
だ
。

え
、
ど
う
し
た
の
。

お
か
し
い
。
前

に
進
め
な

い
。

止
ま

っ
た
？

ま
さ
か
！

超
え
た
ぞ
。

何

ッ
？

臨
界
点
だ
。

え
？

ジ

ョ
ニ
ー
　
負
け
る
か
ｃ



ジ
ョ
ニ
ー

グ
レ
イ
ト

久
一　
　
志

ジ
ョ
ニ
ー

久

　

志

グ
レ
イ
ト

ジ
ョ
ニ
ー

久

　

志

ジ
ョ
ニ
ー

グ
レ
イ
ト

ジ

ョ

ニ

ー

二
　
　
人

ジ
ョ
ニ
ー

久

　

志

グ
レ
イ
ト

こ
れ
が
あ
の
。

そ
う
だ
。

な
ん
な
の
、

い

っ
た
い
な
ん
な

の
臨
界
点

っ
て
。

ふ
ん

っ
。

ジ

ョ
ニ
ー
、
手
を
振
る
。

す
る
と
、
そ
れ
は
か
ま
い
た
ち
と
な

っ
て
二
人
に
襲
い
か
か
る
。

う
わ

っ
―

こ
れ
は
。

か
ま
い
た
ち
だ
。

お
か
ま
の
い
た
ち
？

違
う
。
臨
界
点
を
迎
え
、
物
質
は
ま
た
別
の
物
質
へ
と
変
化
し
た
。

強
大
な
力
を
持

っ
た
の
だ
。

そ
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
か
。

行
く
ぞ
、
朝
焼
け
の
ジ

ョ
ニ
ー

・
キ
ィ
ー
ッ
ク
ー

し
た
た
か
に
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
ブ

ロ
ー
を
喰

っ
た
グ

レ
イ
ト
辰
郎
、

ダ
ウ
ン
。大

丈
夫
？

平
気
だ
。

血
が
出
て
る
。

な
ん
の
こ
れ
し
き
。

無
理
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。

こ
こ
で
行
か
な
き
ゃ
男
が
す
た
る
。
そ
れ
に
。

そ
れ
に
？

奴
が
強
大
な
力
を
発
揮
で
き
る
っ
て
こ
と
は
、

ま
さ
か
―

俺
に
だ

っ
て
そ
の
力
は
宿

っ
て
る
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
う
か
―
・

っ
て
こ
と
は
僕
に
も
。
ふ
ん
が
―
っ
！

キ

ッ
ク
炸
裂
。
吹

っ
飛
ぶ
２
人
。

ウ

ワ

ー

ッ
！

ど
う
だ
、
強
烈
だ
ろ
。

き
や
―
。

大
丈
夫
か
。

久
　
　
士
心
　
あ
、
危
な
い
―

起
き
あ
が

っ
た
グ
レ
イ
ト
に
対
し
て
、

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ
ニ
ー

・
パ

ァ
ー
ン
チ
ー

う

つ

。

久
志
、
ジ

ョ
ニ
ー
に
向
か
う
。
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久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久

　

志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志



ジ

ョ
ニ
ー
　
ふ
ん

っ
。

す
ぐ
さ
ま
、
蹴
り
。

“ン

ョ

ニ

‥
―

グ

レ
イ
ト

ン̈

ョ

ニ

〓
‥

力
〈
　
　
　
　
＋一心

ジ

ョ

ニ

ー
吹

っ
飛
ぶ
久
志
。

甘
い
ん
だ
っ
て
。
俺
様
と
は
持

っ
て
る
実
力
の
基
準
値
が
違
う
ん

だ
よ
。
ま
る
で
二
科
と
四
科
の
よ
う
に
な
。

ま
だ
言
う
か
。

つ
い
て
回
る
ん
だ
よ
、　
一
生
な
。
永
遠
に
ズ
ル
ズ
ル
と
な
。

く
そ
―
っ
。
（泣
く
）

ハ
ハ
ハ
ハ
、
四
科
光
線
。

効
か
ん
わ
、
二
科
の
出
す
光
線
な
ん
て
。

ち
く
し
ょ
う
。

そ
う
な
の
か
。

ち
よ
っ
と
、
グ
レ
イ
ト
お
ま
え
は
隠
れ
四
科
だ
ろ
う
が
。

そ
う
か
。
そ
う
だ

っ
た
な
。
隠
れ
四
科
バ
リ
ア
。
（
バ
リ
ア
、
張

る
）
ぬ
ぬ
っ
？

（効
か
な
い
）
‥
…
，

ふ
う
。
こ
れ
で

一
安
心
。

で
ど
う
し
よ
う
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
四
科
ビ
ー
ム
。

う

あ

っ
。

イ

ッ
ツ

・
オ
ー
ラ
イ
。

バ
リ
ア
が
あ
る
だ
ろ
。

そ
う
か
、
そ
う
だ

っ
た
ね
。

ま
だ
ま
だ
、
四
科

ス
ラ

ッ
ガ
ー
。

久

　

士
心

う
―
わ
―
っ
。

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

～

。

グ
レ
イ

・
久
志
　
う
あ
―
っ
。

ジ
ョ
ニ
ー
　
ど
う
だ
ど
う
だ
。
苦
し
め
苦
し
め
。

グ
レ
イ
ト
　
き
ゃ
つ
め
、
光
線
ま
で
。

久
　
　
志
　
で
も
、
そ
う
か
。
僕
に
だ

っ
て
。

手
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
光
線
を
出
す
。
ビ
ビ
ビ

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ
ニ
ー

久

　

志

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

ジ
ョ
ニ
ー

久

　

志

グ
レ
イ
ト

ジ
ョ
ニ
ー

久

　

志

グ
レ
イ
ト

久

　

　

志

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

グ

レ
イ
ト

弱
い

ぶ

っ
た
ぎ
る
。

そ
う
か
！

何
？

昔

の
こ
と
を
い

つ
ま
で
も
く
よ
く
よ
す
る
よ
う
な
奴
に
な
る
な
。

そ
の

つ
な
が
り
、

こ
こ
で
ぶ

っ
た
ぎ

っ
て
や
る
よ
。

グ
レ
イ
ト
、
ジ

ョ
ニ
ー
に
立
ち
向
か
う
。
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自
分
も
四
科
ス
ラ
ッ
ガ
ー
を
出
そ
う
と
す
る
が
、
落
と
さ
れ
る
。

強
烈
な
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
。

☆
★
☆
★
★
☆
☆
★
☆
★
★
☆
―

グ
レ
イ
ト
　
お
ま
え
の
頭
の
よ
さ
は
分
か

っ
た
か
ら
さ
。
せ
つ
か
く
だ
か
ら
、

こ
っ
ち
で
勝
負
し
よ
う
ぜ
。

鉄
パ
イ
プ
を
如
意
棒
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
の
ラ
イ
ト

セ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
出
す
。

ジ

ョ
ニ
ー
と
グ
レ
イ
ト
の
長
も
の
勝
負
。

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ

ニ

ー

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ

イ

ト

ジ

ョ

ニ

ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ
ニ
ー

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ
イ
ト

あ

っ
。

フ

ッ

フ

ッ

フ

。

ジ

ョ
ニ
ー
、
腕
を

つ
か
ん
で
、
ボ
デ
ィ
ー
に
連
打
。

甘
い
ん
だ

っ
て
。
坊
や
、
甘
ぁ
い
夢
を
見
る
の
は
や
め
に
し
な
。

現
実
は
現
実
、
過
酷
な
現
実
な
ん
だ

っ
て
。

そ
ん
な
こ
と
は
ね
え
！

オ
ラ
オ
ラ
。

（打
た
れ
て
）
う

っ
…
…
う

っ
―

悪

の
魅
力
全
開
、

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
だ
ぜ
。

グ

レ
イ
ト
ー

無
理
だ
よ
無
理
。
も
う
、
悪

の
魅
力
は
パ

ッ
カ
リ
花
開

い
ち
ま

っ

た
ん
だ

っ
て
。

う

う

つ

。

さ
あ
て
、
仕
上
げ
と
行
く
か
。

く
く

っ
。
（ダ
ウ
ン
寸
前
）

俺
の
思
い
の
こ
も

っ
た
ハ
イ
キ

ッ
ク
を
。

思
い
の
た
け
な
ら
こ
っ
ち
だ

っ
て
。

パ
ン
チ
。

キ

ッ
ク
。

パ
イ
プ
の
衝
撃
音
。

よ
ろ
よ
ろ
と
立

っ
て
い
る
グ

レ
イ
ト
。

地
面

に
大

の
字

に
伸
び
て
い
る
ジ

ョ
ニ
ー
。

久

　

士
心

や

っ
た
ア
ッ
ー

音
楽
、
高
鳴
る
。

ゆ
ら
り
と
倒
れ
そ
う
に
な
る
グ
レ
イ
ト
。
支
え
る
久
志
。

久
　
　
志
　
や
っ
た
ね
。

二
人
、
同
時
に
ジ
ャ
ン
プ
。

交
錯
。

ア

ク

シ

ョ

ン
。
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グ
レ
イ
ト

久

　

志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

あ
あ
、
思
い
が
強
い
分
、
俺
の
ほ
う
が
力
を
発
揮
し
た
よ
う
だ
。

凄
い
。
（肩
を
握
る
）

痛
い
。

ご
、
ご
め
ん
。

い
つ
つ
つ
つ
…
…
。

ど
う
し
た
の
、
僕
に
も
力
が

つ
い
て
る

っ
て
こ
と
？

自
信
だ
よ
。
自
信
が
、
お
ま
え
さ
ん
を
強
く
し
た
ん
だ
ろ
。

自
信
か
。

Ｅ

Ｐ

Ｉ

Ｌ

Ｏ

Ｇ

Ｕ

Ｅ

小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
人
々
、
入

っ
て
く
る
。

息
　
　
子

町
　
　
長

息
　
　
子

Ｃ
子
・
Ｄ
子

町
　
　
長

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
―
す
。

ォ
メ
デ
ト
ー
。

賞
品
の
贈
呈
式
で
―
す
。

（賞
品
贈
呈
曲
）
パ
ー
ン
パ
ー
パ
パ
ー
ン
パ
ー
ン
。
…
…
。

優
勝
し
た
グ
レ
イ
ト
辰
郎
く
ん
、
久
志
く
ん
に
は
賞
金
３
百
万
円

を
贈
呈
す
る
。

久
志
、
正
面
を
指
さ
す
。

グ

レ
イ
ト

久
　
　
志

ジ

ョ
ニ
ー

い
よ
い
よ
、
ゴ
ー
ル
だ
。
ゴ
ー
ル
が
近
い
！

あ
あ
、　
一
直
線
だ
！

な
ん
の
、
こ
れ
し
き
。

渡
す
。

一
同
、
拍
手
。
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よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が
り
、
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
ジ

ョ
ニ
ー
。

ジ

ョ
ニ
ー

一　

　

同

グ

レ
イ
ト

息
　
　
子

や
ら
れ
た
ぜ
。
お
め

で
と
う
。

お
め

で
と
う
。

あ
あ
。

中
を
ご
覧

に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

ジ

ョ
ニ
ー

グ

レ
イ
ト

一　

　

同

ま
だ
ま
だ
。

勝
負
だ
ぜ

っ
。

う
お
―

っ
。

グ
レ
イ
ト
、
袋
を
開
け
る
。

グ
レ
イ
ト
と
久
志
、
手
を

つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

グ
レ
イ
ト
　
な
ん
だ
こ
れ
。

久
　
　
士
心
　
現
金
な
い
じ
ゃ
な
い
。

グ
レ
イ
ト
　
こ
れ
は
。
（紙
を
出
す
）

息
　
　
子
　
優
勝
！
　
同
着

で
す
！



久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

二
人
の
瞳
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
。

息
　
　
子
　
あ
の
、
盛
り
上
が
っ
て
る
と
こ
ろ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

八
月
六
日
。
日
付
だ
。

有
効
期
限
？

つ
ま
り
今
日
？

お

っ
と
。

中
に
は
カ
ギ
が
入

っ
て
い
る
。

カ
ギ
だ
。

こ

っ
、

こ
れ
は
。
も
し
や
？

な
ん
だ
よ
。

新
た
な
冒
険

の
始
ま
り
？

工
？

臨
界
点
を
飛
び
越
え
て
、
新
し
い
レ
ベ
ル
に
達
し
た
新
人
類
の
僕

ら

へ
の
、
新
た
な
旅
立
ち
の
じ
る
し
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？

ま
さ
か
。
ど
こ
へ
。

少
な
く
と
も
、
こ
う
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
な
い
、
ど
こ
か

へ
。

こ
こ
で
は
な
い
？

ど
こ
か

へ
。

そ
う
か
。

久

　

　

志

よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

え

，

・

な
ん
だ
こ
れ
。

２

８

番

？

カ
ラ
オ
ケ
小
池
？

そ
う
い
う
こ
と
で
―
す
。

「
小
池

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」
の
主
催
す
る

「
カ
ラ
オ
ケ
小
池
」
で

一

日
三
百
万
円
分
、
使
え
る
券
な
の
じ
ゃ
。

何
ィ
？

な
ん
だ
よ
そ
れ
。

す
ご
い
ぞ
。
三
百
万
円
分
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
　
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
今
日

一
日
、

貸
切
だ
。
唄
い
放
題
、
飲
み
放
題
。
も
ち
ろ
ん
未
成
年
だ
か
ら
ジ
ュ
ー

ス
だ
け
だ
け
ど
な
。

（あ
き
れ
て
）
な
ん
だ

っ
て
。

だ
け
ど
凄
い
ん
だ
ぞ
、
未
成
年
だ
け
だ
け
ど
、
な
、
な
ん
と
ホ
ス

テ
ス
ま
で
つ
く
ん
だ
か
ら
な
。

そ
れ

っ
て
ま
さ
か
。

Ｃ
子
と
Ｄ
子
が
い
つ
の
ま
に
か
ネ
グ
リ
ジ

ェ
姿
に
な

っ
て
い
る
。

Ｃ
　
　
子
　
早
く
し
て
ね
。

Ｄ
　
　
子
　
こ
れ
か
ら
あ
た
し
た
ち
チ
ャ
ー
リ
ー
ズ

●
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
あ
る
ん
だ
か
ら
。

グ
レ
イ
ト
　
何
？
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

●
プ
チ
エ
ン
ジ

ェ
ル
か
？

二
　
　
人

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

息
　
　
子

町
　
　
長

グ

レ
イ
ト

久

　
　
志

町
　
　
長

グ
レ
イ
ト

町
　
　
長
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Ｃ
　
　
マア
　
イ

エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
に
呼
ば
れ
て
る
し
ィ
。

Ｄ
　
　
子
　
グ
ラ
ビ
ア
ア
イ
ド
ル
な
の
よ
、
あ
た
し
た
ち
の
こ
の
Ｊ
カ
ッ
プ
は
。

Ｃ
　
　
７Ｔ
　
Ｊ
カ
ッ
プ

っ
て
言

っ
て
も
、
サ
ッ
カ
ー
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。

久
　
　
士
心
　
わ
か

っ
て
る
よ
。

Ｄ
　
　
子
　
ス
イ
カ
ッ
プ
と
も
言
う
の
よ
。

グ
レ
イ

・
久
志
　
い
ら
ん
わ
―
！

二
人
の
熱
の
こ
も

っ
て
な
い
キ
ッ
ク
。

C

子
　
き
ゃ
あ
―
。

子
　
う
ひ
ゃ
あ
―
。

D

去
る
。

そ
う
だ
、
俺

一
人
の
力
じ
ゃ
な
い
。

自
信
を

つ
け
た
な
。

お
金
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
な
ん
か
、
そ
れ
よ
り
大
切
な
も
の
を
身
に

つ
け
た
よ
う
な
気
が
す
る
よ
。

久
志
。

僕
は
僕
な
り
に
勉
強
を
し
て
た
。
で
も
、
あ
る
と
き
気
づ
い
た
ん

だ
。
僕
は
天
才
じ
ゃ
な
い
っ
て
。
そ
ん
な
に
才
能
が
あ
る
わ
け
じ
や

な
い
っ
て
。
だ
か
ら
が
ん
ば
ん
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
。

そ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
た
の
か
。

な
ん
か
こ
こ
ん
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
こ
と
が
ね
。

で
も
大
丈
夫
だ
よ
。
ほ
ら
。

や
っ
た
ね
久
志
。

よ
く
や

っ
た
。

あ
あ
。

俺
た
ち
自
転
車
愛
好
会
の
名
誉
、

守

っ
て
く
れ
ま
し
た
―

グ

レ

イ

ト

久

　

　

志

ジ

ョ

ニ

ー

グ

レ

イ

ト

ジ

ョ

ニ

ー

久
　
　
志

ジ

ョ

ニ

ー

大
体
、
三
百
万
円
の
ル
ー
ム
っ
て
そ
ん
な
価
値
あ
ん
の
か
よ
。

ん
な
わ
き
ゃ
ね
―
だ
ろ
。

再
び
現
れ
る
ジ

ョ
ニ
ー
、
握
手
を
求
め
る
。

負
け
た
よ
。

あ
あ
。

お
ま
え
に
も
。
（久
志
に
も
握
手
を
求
め
る
）

僕
？
　
僕
は
別
に
。

い
や
、
こ
こ
ま
で
俺
を
追
い
つ
め
た
の
は
。

グ

レ
イ
ト

ジ

ョ
ニ
ー

カ
〈
　
　
　
　
士
心

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

健
　
　
司

真
　
　
人

久
　
　
志

健
　
　
司

真
　
　
人

二 健 真

自
転
車
に
乗

っ
た
全
員
、
出
て
く
る
。

群
唱
。

人
　
僕
は
、
語
ろ
う
と
思
う
。

司
　
か

つ
て
訪
れ
た
海
の
こ
と
を
。
そ
の
波
の
こ
と
を
語
ろ
う
と
思
う
。

人
　
山
沿
い
の
道
を
乗
り
手
も
な
く
行
く
自
転
車
の
こ
と
を
語
ろ
う
と

思
う
。
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グ
レ
イ
ト

二 健 真グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

グ
レ
イ
ト

久
　
　
志

円
い
輪
を
支
え
て
い
る
銀
色
の
ス
ポ
ー
ク
を
見
て
い
る
と
、
い
ま

に
も
路
上
に
転
が
り
出
て
行
き
そ
う
だ
。

銀
色
の
ス
ポ
ー
ク
。

こ
の
美
し
い
車
輪
を
自
分
の
足
で
動
か
す
と
い
う
こ
と
は
、

世
界
の
夜
明
け
だ
。

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
ち

つ
く
し
て
い
る
久
志
。

だ
か
ら

だ
れ
か
が
死
ん
だ
り
傷

つ
い
た
り
す
る
の
は

自
分
が
傷

つ
く
こ
と
と
お
ん
な
じ

だ
れ
も
が
み
ん
な
人
類
の

一
員

だ
か
ら
訊
か
な
い
で

「誰

（
た
）
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
」
と

あ
の
鐘
は
あ
な
た
の
た
め
に
鳴

っ
て
い
る
の
で
す

（ジ

ョ
ン
・
ダ
ン

『誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
』
よ
り
）

一
足
。

前
進
―

二
足
。

加
速
―

ジ

ェ
ッ
ト
噴
射
―

反
応
反
射
音
速
光
速
！

一め了
‥
・‥
。

人 司 人

外
せ
よ
、
補
助
輪
。

え
。

お
ま
え
の
補
助
輪
を
さ
。

…
…
分
か

っ
た
？

つ
い
て
た
だ
ろ
。

…

…

ウ

ン

。

み
ん
な
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
ベ
ル
を
鳴
ら
す
。

ゆ

っ
く
り
と
移
動
し
、　
一
つ
の
隊
形
に
な
る

一
同
。

同
　
人
は
だ
れ
も
ひ
と

つ
の
島
で
は
な
い

自
分
ひ
と
り
だ
け
で
完
璧
な
人
は
い
な
い

人
は
み
ん
な
大
き
な
陸
地
の
ひ
と

つ
な
が
り

だ
か
ら
そ
の
上
を
波
が
来
て
持

っ
て
行
か
れ
る
の
は
、
と
て
も
悲

し
い

友
達
や
自
分

の
大
切
な
も

の
を
持

っ
て
い
か
れ
る
の
と
同
じ
だ

２
０
０
３
年
８
月
、
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
で

『僕
ら
の
夏
は
終
わ
ら
な
い
』

と
し
て
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
放
送
さ
れ
る
。

グ
レ
イ
ト

一　

　

同

グ
レ
イ
ト

一　

　

同

グ
レ
イ
ト

一　

　

同

久
　
　
志
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幕

チ
リ
ン
チ
リ
ン
の
ベ
ル
の
音
が
、
ど
こ
か
の
鐘
の
音
に
重
な
る
。

高
ら
か
に
、
鳴
り
響
く
鐘
。

あ
な
た
の
た
め
に
、
僕
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
め
に
。

鐘
の
音
の
中
…

…

…

…
…
…
…

…

…

…
…

…

…
…
…

…

…

…



東
京
都
高
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
中
央
地
区
大
会

２
０
０
３
　
上
演
作
品

獨
協
高
等
学
校
　
演
劇
部
上
演
台
本

『
ス
ポ

チ

ャ
ン
』

Ｐ

Ｒ

Ｏ

Ｌ

Ｏ

Ｇ

Ｕ

Ｅ

海
は
、
近
く
に
あ

っ
た
の
だ
。

郷
愁
を
誘
う
波
の
音
。

波
の
磯
辺
を
叩
く
音
。

波
し
ぶ
き
が
防
波
堤
に
跳
ね
返
る
音
。

ひ
と
し
き
り
。

そ
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

ナ
　
椅
子
ヲ
調
節
シ
テ
下
サ
イ
。

…
…
目
線
ヲ
決
メ
テ
下
サ
イ
。

波
、
砕
け
散
る
。

ナ
　
オ
ー
ル
・
ク
ル
ー
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
。

オ
ー
ル
・
キ
ャ
ス
ト
、
テ
ン
シ
ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
０

一
速
、
前
進
。

二
速
、
加
速
。

三
速
、
上
昇
。

幕
ひ
ら
く
と
、
刀
を
振
る
男
た
ち
。

彼
ら
の
持

つ
刀
が
き
ら
め
く
。

黒
木
研
之
介

（黒
ケ
ン
）
‥
…
…

…

…

…

杉

田

健

介

神
宮
司
久
志
…
…

…

…

…
…
…

…

…
…

塚

原

　

望

藤
本
伝
造

（
テ
ン
パ
ツ
チ
ャ
ー
伝
造
）
…
…
伊

藤

慎

悟

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｆ

Ｆ

顧 協 告1衣

問 力 作 裳

装 音 照 演

置 響 明 出

小
道
旦

柳
　
本

　

　

博

‥
…

杉

田

健

介

‥
…

森

川

佑

介

・
伊

藤

慎

悟

‥
…

今

福

武

士

・
加

藤

智

之

・
杉

田

健

介

…
…
塚

原

　

望

・
福

島

　

真

・
宇
都
宮
成
典

‥
…

森

川

佑

介

・
塚

原

　

望

‥
…

伊

藤

慎

悟

・
向

井

裕

斗

‥
…

向

井

裕

斗

・
伊

藤

慎

悟

‥
…

田

中

亮

大

ｏ
笠

原

正

彰

・
藤

田

翔

平

・
佐
々
木

琢

‥
…

柳

本

　

博

・
笠

井

淳

三

アア
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上
手
に
は
何
や
ら
ポ
ス
タ
ー
。

下
手
の
掲
示
板
に
も
何
枚
か
。

い
ま
は
も
う
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
神
社
の
境
内
。

お
祈
り
を
し
た
り
、
遊
ん
で
き
た
広
場
。

黒
木
研
之
介

（黒
ケ
ン
）
と
久
志
。

境
内
に
二
人
の
気
合
い
が
こ
だ
ま
す
る
。

こ
こ
に
、
「
疾
走
す
る
物
語
。
沸
騰
す
る
殺
陣
。
驚
愕
の
ラ
ス
ト
」
６０
分

が
始
ま
る
。

ン
　
ま
ぶ
た
は
あ

っ
て
も
耳
ブ
タ
は
な
い
か
ら
な
。

志
　
い
ま
か
ら
言
お
う
と
し
て
る
内
容

の
予
告
ま
で
さ
れ
た
ら
言
え
な

い
よ
。

ン
　
い
い
か
ら
言

っ
て
み
ろ
よ
。
せ

ぇ
の
、

人

　

「
ホ

ン
ト
に
こ
れ
で
う
ま
く
な

っ
て
ん
の
か
な
あ
」

ケ
　
　
ン

久
　
　
志

ケ
　
　
ン

久

　

志

ケ
　
　
ン

久

　

志

ケ
　
　
ン

久
　
　
志

ケ
　
　
ン

カ
〈
　
　
　
　
士
心

ケ
　
　
ン

カ
〈
　
　
　
　
士
心

ニ ケ   久 ケ

よ
ぉ
し
、

こ
こ
ま

で
ッ
。

あ
り
が
と
ご
ざ

い
ま
し
た
。

よ
―
し
よ

オ
し

ッ
、
よ
く
わ
か
ら
ん
け
ど
今
日
も
快
調
だ
な
。

あ
あ
。

な
ん
だ
ど
―
し
た
元
気
が
な

い
ぞ
。

そ
う
か
な

ぁ
。

元
気
出
せ
よ
。
よ
く
わ
か
ら
ん
け
ど
、
快
調
。

こ
れ

こ
そ
が
人
生

の
真
実
だ
。

で
も
な

ぁ
オ
イ
。

お
、
出
た
よ
、
「
で
も
な
ぁ
オ
イ
」
。

こ
の
あ
と
、
出
ん
だ
よ
、
い

ま
現
在
、
自
分

の
や

っ
て
る
こ
と

に
対
す
る
疑
間
が
よ
。

・‥
‥
こ
え
。

ほ
ら
来

い
よ
。
言

っ
て
み
ろ
よ
、
言

い
た
い
ん
だ
ろ
、
存
在
理
由
“

僕

に
だ

っ
て
耳
は
あ
る
よ
。

ア
。

や

っ
ば
な
。
そ
う
か
？

そ
う
だ
よ
。

大
体

ア
レ
だ
よ
、
お
ま
え
、
始
め
た
ば
か
り
の
人

に

「
上
手

い
か

下
手
か
」
な
ん
て
判
断

で
き
る
か
。

そ
り

ゃ
で
き
な
い
け
ど
。

だ
ろ
、
始
め
た
ば
か
り
の
人

に
は
判
断

で
き
な
い
だ
ろ
。

あ
あ
。

で
お
ま
え
は
始
め
た
ば
か
り
だ
ろ
。

ウ

ン

。

お
ま
え
に
は
判
断
で
き
な
い
だ
ろ
。

ま
あ
、
昔
、
や
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
ね
。

昔
の
こ
と
は
い
い
ん
だ
よ
。
あ
り
ゃ
あ
違
う
。
分
か
る
な
。
こ
の

分
か
り
や
す
い
三
段
論
法
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
お
ま
え
の
悩

み
に
は
意
味
が
な
い
っ
て
こ
と
な
ん
だ
よ
。

ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久  ケ 久 ケ 久

ン 志 ン 志
途
中
か
り
図
星
を
さ
さ
れ
て

え
な

く
な

た
久
Lr

目
を
ま
ん
ま
る
lこ

ン 志 ン 志 ン 志 ン 志
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ケ 久

ン 志

久 ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久   ケ 久

志 ン 志   ン 志

は
い

ウ

ン

…

…

。

芸
事
、
習
い
ご
と
が
身

に

つ
い
た
か
ど
う
か

っ
て
の
は
、
自
分

で

は
判
断

で
き
な

い
ん
だ
よ
。
す

べ
て
は

ハ
タ
か
ら
見
た
も

の
。
そ

の
ま
ん
ま
。
言

っ
て
み
り

ゃ
透
け
て
な
い

コ
ッ
プ
み
た
い
な
も
ん

だ
。
注

い
だ
水
が
あ
ふ
れ
る
ま
で
は
、
わ
か
ら
な
い
。
ど

こ
ま
で

溜
ま

っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
あ
ふ
れ
る
ま

で
時
間
が
か
か
る
。
で
、

コ
ッ
プ
の
縁
ま

で
満
ち
て
満
ち

て
、
表

に
ド
バ

ッ
と
あ
ふ
れ
て
初

め

て
誰

の
目

に
も
分
か
る
。

ふ
り
ぁ
‥
‥
‥
。

お
お
、

こ
ば
れ
た
。
俺

の
力
も
上
達
し
た
。
お

ぉ
。

（
久
志

に
）

な
。

ま
あ
な
。

分
か

っ
た
な
。
分
か

っ
た
ら
、
稽
古
。
稽
古
。

ン
　
円
月
殺
法
―

（
や
る
）

志
　
円
月
殺
法
―

（真
似
る
）

ン
　
真
空
斬
鉄
剣
―

志
　
真
空
斬
鉄
剣
―

ン
　
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
ぶ
っ
た
斬
リ
ー

志
　
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
ぶ
っ
た
斬
り
！
　
ふ
ぅ

ン
　
体
力
ね
え
な
あ
。

志
　
あ
あ
。

ン
　
い
い
か
、
あ
の
空
の
彼
方
に
真
ん
丸
の
お
月
さ
ま
が
上
が
る
。
俺

た
ち
は
あ
の
月
に
届
く
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
…
…
。

志
　
そ
れ

っ
て
光
速

っ
て
こ
と
？

ン
　
そ
う
、
光
速
で
剣
を
振
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
。
じ

ゃ
。

（行
こ
う
と
す
る
）

志
　
光
速
か
…
…

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
よ
。

ン
　
な
ん
だ
よ
。
お
ま
え
の
学
校
、
中
間
テ
ス
ト
近
く
な
い
の
。

志
　
ま
だ
ま
だ
先
。

ン
　
ウ
チ
の
ガ

ッ
コ
、
も
う
す
ぐ
だ
か
ら
さ
。

志
　
ウ
チ
の
学
校
、
テ
ス
ト
は
ヤ
だ

っ
て
言
う
と
、
受
け
な
く
て
い
い

ん
だ
よ
。
ほ
ら
、
手
が
ス
ト
と
か
言

っ
て
。

ン
　
す
げ

え
な
、
さ
す
が
偏
差
値
２９
だ
な
。
じ
ゃ
。

志
　
待

っ
て
よ
。
（立
ち
上
が
る
）

ン
　
お
ま
え
大
き
い
な
。

志
　
…
…
ウ
ン
。
（猫
背
に
な
る
）
な
ん
で
こ
こ
で
刀
合
わ
せ
て
た
ん

だ
よ
。
忘
れ
た
の
か
。

ン
　
な
ん
で
。

志
　
忘
れ
た
の
か
。
待
ち
合
わ
せ
だ
よ
。

ン
　
こ
こ
で
？
　
誰
か
来
ん
の
か
よ
。

再
び
構
え
る

人

ま
た

く
た
び
れ
た

と
ば
か
り
に
座
り

む
久
Lf

ケ 久 ケ  久 ケ 久 ケ  久 ケ 久 ケ 久  ケ 久  ケ 久 ケ
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ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久

お
い

お
い

伝

ン 志 ン 志 ン 志 ン 志 ン 志 ン 志
ケ

ン
、
出

て
い
く
。

久
志
、
反
拐
す
る
。

…
…
内
緒
。

内
緒
じ
ゃ
ね
え
よ
。
誰
な
ん
だ
よ
。

な
―
い
し
ょ
。
会
え
ば
分
か
る
よ
。

女
？
ブ
ー
。

帰
る
。

い
い
か
ら
、
忙
し
い
ん
だ

っ
て
。

研
之
介
～
。

暇
な
お
方
は
、
自
主
練
で
も
し
と
け
よ
。

ウ

ン

。

た
だ
な
、
こ
う
い
う
女
に
は
気
を

つ
け
ろ
よ
。
（
ポ
ス
タ
ー
を
指

す
）
じ
ゃ
あ
な
。

Ｓ

Ｃ

Ｅ

Ｎ

Ｅ

謎

の
出
戻
り
転
校
生

テ
ン
パ
ッ
チ
ャ
ー
伝
造
、
推
参
。

ポ
ス
タ
ー
の

一
隅
が
パ
カ

ッ
と
開
き
、
そ
こ
に
首
を
突

っ
込
ん
で
い
た
。

そ
し
て
カ
ポ

ッ
と
引
き
抜
き
、
全
身
あ
ら
わ
に
な
る
。

ス
タ
イ
ル
は
当
然
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
ギ
ザ
付
き
黒
革

コ
ー
ト
。

造
　
正
義
な
き
力
は
無
能
な
り
、
力
無
き
正
義
も
ま
た
無
能
な
り
。
聞

こ
え
る
、
女
、
子
ど
も
の
叫
び
声
。
行
く
ぜ
、
火
の
中
、
水
の
中
。

さ
す
ら
い
の
素
浪
人
高
校
生

・
テ
ン
パ
ッ
チ
ャ
ー
伝
造
―
　
カ
ム

バ
ッ
ク

・
ト
ゥ
ー

・
ジ
ャ
パ
ァ
ー
ン
ー

そ
の
と
き
、
正
真
正
銘
の
サ
ン
ダ
ー
ス
ト
ー
ム
。

雷
鳴
の
よ
う
に
、
声
が
す
る
。

誰
か
―
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
郷
ひ
ろ
み
が
―
。
ヒ
ロ
ミ
ｏ
ゴ
ー
が
！

違
ぁ
～
う
。

誰
か
―
。
変
な
人
で
す
よ
―
。
変
態
だ
よ
変
態
だ
よ
大
変
だ
よ
―
。

そ
れ
も
違

ぁ
～
う
。
待
て
コ
ラ
、
誰
が
変
態
な
ん
だ
。

だ

っ
て
お
ま
え
、
そ
の
時
代
錯
誤
の
メ
タ
リ
ッ
ク
な

ロ
ン
グ

コ
ー

ポ
1

ズ

カム一　
　
　
　
士
心

伝
　
　
造

力^
一　　　　　士
心

伝
　
　
造

力〈　　　　　士
心

-50-

久
　
　
志
　
円
月
殺
法
。
真
空
斬
鉄
剣
。
何
が
な
ん
だ
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ん

な
い
よ
な
。
ふ
１
。
（
た
め
息
）

声
　
　
　
　
そ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
の
か
い
！

久
　
　
志
　
だ
、
誰
だ
！



伝

造

伝 久 伝 久 伝 久 伝 久

伝 久  伝 久 伝 久 伝

造 志  造 志 造 志 造

伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久

久

　

　

志

伝
　
　
造

久

　

　

志

伝

　

造

久
　
　
志

久
　
　
志

伝
　
　
造

卜
の
下
、
何
も
着
て
な
い
だ
ろ
。

バ
カ
な
こ
と
言
う
な
。
そ
ん
な
ワ
ケ
ね
え
だ
ろ
。

そ
う
か
な
あ
。
（
の
ぞ
き
こ
も
う
と
す
る
）

や
め
ん
か
。

お

っ
と
。

懐
か
し
い
な
、
こ
の
街
の
匂
い
。
何
度
も
何
度
も
想
像
し
た
ぜ
。

遥
か
遠
く
の
異
国
の
地
で
な
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
ビ
ル
平
線
。

ビ
ル
平
線
？

地
平
線
で
も
水
平
線
で
も
な
い
。
お
ぉ
、
ジ
ャ
パ
ァ
ー
ン
。
東
京

２３
区
か
…
…
。
か
ぁ
―
、
珍
し
い
ぜ
、
こ
ん
な
に
ど
こ
ま
で
も
ビ

ル
が
続
い
て
る
街

っ
て
の
は
な
。
見
て
み
ろ
よ
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
ス
ト
リ
ー
ト

●
ジ
ャ
ン
グ
ル
じ
ゃ
な
い
か
、

で
も
な
ん
か
気
づ
か
な
い
？

そ
う
い
え
ば
な
ん
か
海
が
遠
く
な

っ
た
気
が
す
る
な
。
や

っ
ぱ
俺

が
成
長
し
た
か
ら
か
。
ん
？
　
い
や
、
そ
れ
な
ら
ば
逆
に
近
く
な

る
よ
な
。

埋
め
立

て
だ
よ
。

ず
る
ず
る
。
（
う
ど
ん
を
す
す
る
）

そ
れ
は
ゆ
で
た
て
。

（謝
罪
）

埋
め
立

て
ら
れ
た
ん
だ
よ
。

猫
背

の
お
ま
え
が
か
？

志
　
違
う
よ
。
で
、
僕
、
ア
リ
ン
コ
が
好
き
で
ね
。

造
　
ア
リ
ン
コ
？

志
　
昔
、
部
屋
で
飼

っ
て
た
ん
だ
。
お
酒
の
空
き
ビ
ン
に
土
を
盛

っ
て
。

造
　
ほ
う
ほ
う
。

志
　
庭
の
土
入
れ
て
、
捕
ま
え
た
ア
リ
ン
コ
入
れ
た
ら
、
ア
リ
ン
コ
た

ち
、　
一
生
懸
命
、
土
を
掘

っ
て
地
面
に
巣
を
作

っ
て
た
。
暗
く
て

黒
い
上
の
な
か
に
い
く

つ
も
迷
路
の
よ
う
に
。

造
　
暗
く
て
、
黒
い
。

志

　

ウ

ン

。

造
　
迷
路
？

志
　
あ
あ
。

造
　
ひ
き
こ
も
り
か
よ
。

志
　
エ
ッ
ー
　
違
わ
い
違
わ
い
！

造
　
分
か

っ
た
よ
。

志
　
ウ
エ
ー
ン
、
…
…
わ
い
わ
い
。

造
　
分
か

っ
た
分
か

っ
た

っ
て
。
何
必
死

コ
イ
て
ん
だ
よ
。

志
　
…
…
あ
、
ウ
ン
。

造
　
落
ち
着
け
よ
。

志
　
あ
あ
。

造
　
で
？

ま
さ
に

は

久
」」

そ
の

と
|ゴ

に
ビ
ク

と
反
応
す
る
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伝 久   伝 久   伝 久   伝 久 伝   久 伝 久

伝 久 伝 久 伝 久 伝 伝 久 伝 久

伝

志
　
え
。
…
…
で
、

つ
い
こ
な
い
だ
、
な
ん
か
懐
か
し
く
な

っ
ち
ゃ
っ

て
、

ア
リ
ン
コ
見

つ
け
よ
う
と
思

っ
て
街
を
さ
ま
よ

っ
た
ん
だ
け

ど
、
そ
れ
こ
そ
道
と
い
う
道
、
全
部
舗
装
さ
れ
て
て
。

造
　
あ
あ
、
土
の
部
分

っ
て
な
い
よ
な
、
こ
の
ジ
ャ
パ
ン
。

志
　
だ
か
ら
こ
こ
が
貴
重
な
ん
だ
よ
、
こ
の
夕
立
神
社
の
土
が
さ
。
懐

か
し
い
だ
ろ
。

造
　
あ
あ
、
覚
え
て
る
。

士
心
　
え
？
・

造
　
や

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
　
一
対

一
の
合
戦
を
始
め
る
お
侍
さ
ん
が

「
や
あ
や
あ
」
と
言

っ
て
、
自
ら
の
名
乗
り
を
あ
げ
る
よ
う
に
。

士
心
　
え
，
・

造
　
夕
暮
れ
の
神
社
の
境
内
。
お
ま
え
が
伊
賀
、
俺
が
甲
賀
の
抜
け
忍

だ

っ
た
。

志
　
は
ぁ
？

造
　
な
ら
ば
こ
う
と
も
言
う
。
お
ま
え
が
宿
場
荒
ら
し
の
大
悪
党
。
俺

が
越
後
屋
に
雇
わ
れ
た
用
心
棒
だ

っ
た
。

志
　
な
ん
の
こ
と
や
ら
。
（行
こ
う
と
す
る
）

造

　

「待
ち
や
が
れ
！
」

ビ
ク
ッ
と
止
ま
る
久
志
。

造

　

「
こ
の
宿
場
界
隈
（し

ゅ
く
ば
か
い
わ
い
）
で
賭
場
（と
ば
）
を
荒
ら

し
て
金
銀
財
宝
あ
ら
か
た
根
こ
そ
ぎ
持
ち
出
し
や
が

っ
て
、
そ
の

ま
ま
で
お
天
道
様
、
拝
め
る
と
で
も
思

っ
て
る
の
か
」

志
　
ケ
ッ
。

造
　
え
ぇ
い
、
え
い
え
い
。
な
お
れ
、
そ
の
場
に
。

志
　
け

っ
。
し
ゃ
ら
く
せ
え
。
そ
う
い
う
き
さ
ま
は
悪
代
官
。

造
　
カ

ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
。
苦
し
ゅ
う
な
い
苦
し

ゅ
う
な
い
。

官
と
な

っ
て
帯
を
ほ
ど
く
）

く
る
く
る
回
る
久
L

女臣

造
　
ほ
―
れ
は
れ
ほ
れ
。

志
　
あ
―
れ
え
。
（く
る
く
る
）

造
　
よ
い
で
は
な
い
か
、
よ
い
で
は
な
い
か
。

志
　
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
。
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
。

造
　
ほ
れ
は
れ
。

志
　
あ
―
れ
え
。

造
　
近

ぅ
寄
れ
。
も
そ

っ
と
。
も
そ
っ
と
。

久

　

士
心
　
や

っ
。

伝
　
　
造
　
お
縄
、
頂
戴
。

久
　
　
志
　
き
さ
ま
、
十
手
を
持

っ
て
お
奉
行
様
を
気
取

っ
て
る
が
、
そ
の
実
、

た
だ
の
雇
わ
れ
根
無
し
草
じ
ゃ
ね
え
の
か
。

久
Lr

女臣

¬テ
を
ぶ

た
ぎ
る

（
悪
代
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伝
　
　
造
　
そ
う
い
う
こ
と
。

久
　
　
士
心
　
く
せ
者
！

伝 久 伝 久 伝 久 久 伝 久  伝 久 伝 久 伝

造
　
思
い
出
し
た
な
久
志
。

志
　
あ
あ
！
　
伝
造
。

ハ
ハ
ハ
ー
。

造
　
ハ
ハ
ハ
、
思
い
出
し
て
く
れ
て
嬉
し
い
よ
。

志
　
何
年
ぶ
り
だ
ろ
。
帰

っ
て
き
た
ん
だ
。

造
　
あ
あ
。
毎
日
の
決
闘
場
、
こ
の
夕
立
神
社
の
境
内
に
、
何
や
ら
大

事
な
忘
れ
物
を
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
ね
。

志
　
帰
国
し
た
ん
だ
。
帰
国
子
女
だ
ね
。

造
　
…
…
ウ
ン
。
で
、
お
ま
え
何
や

っ
て
ん
だ
。

志
　
わ
か
ら
な
い
？

志

　

（決
ま

っ
た
と
ば
か
り
に
ポ
ー
ズ
）
へ
へ
へ
。

造
　
分
か
ん
ね
え
。

志

　

（
こ
け
そ
う
に
な
る
が
、
ま
た
も
刀
、　
一
閃
）
と

っ
。

造
　
分
か
ん
ね
え

っ
て
。

志
　
こ
れ
で
も
？

（ま
た
も
斬
る
）
‥
…
―

造
　
だ
か
ら
訊
い
て
る
。

志
　
普
通
さ
。
（
ビ

ュ
ン
）

造
　
剣
道
？

志
　
み
ん
な
そ
う
言
う
。

造

じ
ゃ
合

っ
て
ん
の
？

士
心
　
」遅
う
。
（
ビ

ュ
ン
）

造

フ
イ
ッ
シ
ン
グ
？

志
　
な
ん
で
、
そ
れ
を
言
う
な
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
。

造

じ
ゃ
、
合

っ
て
る
の
？

志
　
違
う
け
ど
。
さ
。
（
ビ

ュ
ン
）

造
　
機
動
隊
？

志
　
な
ん
だ
よ
そ
れ
。

造
　
い
や
、
な
ぜ
ア
ゴ
を
突
き
出
す
。
ま
ず
そ
こ
を
言
え
。

フ
ラ
フ
ラ

す
る
な
。
な
ん
で
フ
ラ
フ
ラ
す
る
か
言
え
。
そ
れ
か
ら
言
え
。

志
　
ん
と
―
、
ア
ゴ
と
連
動
し
て
。

造
　
連
動
す
る
な
。
や
れ
。

志
　
　
（
ヒ
ュ
ン
）

彙Ｅ
　
［居
〈
口
い
？

志
　
惜
し
い
。
（
ビ

ュ
ビ

ュ
ッ
）

造

ゴ
ル
フ
？

志

遠
い
。
（
シ

ュ
タ
ッ
）

造
　
分
か

っ
た
。

志
　
分
か

っ
た
？

注Ｅ
　
テ
ニ
ス
ー

人
の

刀

ガ

シ

持

て
ヽヽ
た
刀
を
ビ

ン
|

伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久  伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久
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伝 久 伝   久

久 伝 久

志
　
え

っ
―
・

い
―
よ
も
―
、
わ
か

っ
た
よ
。
素
人
さ
ん
に
は
ケ
ガ
さ

せ
た
く
な
い
け
ど
、
ど

っ
か
ら
で
も
か
か

っ
て
こ
き
な
。

造
　
お
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
達
に
対
し
て
言

っ
ち
ゃ
う
ワ
ケ
？

志
　
い
い
か
ら
来
い
よ
、
ケ
ガ
し
て
も
知
ら
ね
え
ぜ
。

造
　
行
く
ぞ
。

向
き
合
う
二
人
。

す
ぐ
さ
ま
、
足
を
打

つ
久
志
。

造

お

っ
と
、
足
、
足
。

志

　
へ
っ
ヘ
ー
。

造
　
お
い
、
な
ん
だ
よ
、
剣
道
は
足
、
禁
止
だ
ろ
。
な
ん
で
打

つ
ん
だ

よ
。

志
　
反
則
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。

造
　
？

志

　

「
ス
ポ
チ
ャ
ン
」
だ
よ
。

造
　
ス
ポ
チ
ャ
ン
？

志
　
う
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ャ
ン
バ
ラ
。
（
シ
ャ
キ
ー
ン
）

造
　
ヘ
ー
ぇ
、
あ
の
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
が
、

ス
ポ
ー
ツ
な
の
。

志
　
聞
い
た
こ
と
な
い
？

造
　
な
い
な
あ
、
サ
ッ
パ
リ
。
（き

っ
ぱ
り
）

志
　
そ
う
。

造
　
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ん
だ
ろ
～
。
（
ニ
タ
ニ
タ
）

志
　
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。

造
　
ふ
ぅ
ん
。

志
　
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
、
た
だ
の
遊
び
じ
ゃ
な
い
。
ル
ー
ル

が
整
備
さ
れ
て
、
ひ
と

つ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
認
知
さ
れ
よ
う

と
し
て
る
ん
だ
。
国
内
競
技
人
口
は
１５
万
人
を
越
え
て
て
、
世
界

大
会
も
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
世
界
的
な
協
会
組
織
ま
で
あ
る
ん
だ
よ
。

造

ホ
ン
ト
に
？

志
　
あ
あ
、
防
具
を

つ
け
て
、
寸
止
め
じ
ゃ
な
く
て
相
手
と
打
ち
合
う

ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
日
本
か
ら
生
ま
れ
て
、
こ
の
夏
の
世
界
選
手
権

は
、
な
ん
と
２９
回
目
を
迎
え
た
ん
だ
。

造
　
ほ
う
、
そ
ん
な
の
や

っ
て
ん
だ
。

志
　
ま
あ
ね
、
僕
も
ま
だ
始
め
た
ば

っ
か
り
な
ん
だ
け
ど
。

造
　
そ
う
。

志
　
で
、
お
ま
え
も
久
し
ぶ
り
だ
ね
え
。

造
　
あ
あ
。

志
　
い
つ
か
ら
だ

っ
け
。

造
　
中
学
入
試
を
終
え
て
か
ら
だ
か
ら
、
５
年
ぶ
り
か
。

志
　
ど
こ
行

っ
て
た
ん
だ
、
ど
こ
の
国
？

造
　
い
ろ
い
ろ
回

っ
た
よ
こ
の
５
年
。
ま
る
で
、
世
界
の
平
和
の
た
め

に
、
い
ろ
ん
な
場
所
を
グ
ル
グ
ル
巡
回
し
て
た
み
た
い
に
だ
。

志
　
ま
る
で
救
世
主
み
た
い
だ
ね
。

造
　
さ
、
な
ん
で
も
訊
い
て
お
く
ん
な
は
れ
。

志
　
え
？

伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久  伝 久 伝

久 伝 久  伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝
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伝

　

造

力
〈
　
　
　
　
士
心

伝

　

造

力
〈
　
　
　
　
士
心

伝

　

造

力
〈　
　
　
　
士
心

伝
　
　
造

々
（　
　
　
　
士
い

伝

　

造

久

　

志

伝

　

造

力
〈
　
　
　
　
士
心

伝

　

造

力久一　
　
　
　
士
心

久 伝 久 伝 久 伝 久 伝

凄
い

久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久

」ビ

も
つ
い

い

て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
、
グ

ッ
モ
ー
ニ
ン
、

い
ろ
ん
な
国

の

言
葉
で
言
え
ち
ゃ
っ
た
り
な
ん
か
す
る
ん
だ
ぜ
。

ち
ょ
っ
と
自
慢
は
い
っ
て
る
？

あ
、
ご
め
ん
。

い
い
よ
い
い
よ
。
じ
ゃ
、
ス
ペ
イ
ン
語
。

ブ

ェ
ノ
ス
●
デ
ィ
ア
ス
。

イ
タ
リ
ア
語
。

ブ
ォ
ン
・
ジ

ョ
ル
ノ
。

ド
イ
ツ
語
。

グ
ー
テ
ン
モ
ル
ゲ
ン
。

中
国
語
。

ニ
ー
ツ
ァ
オ
。

土
佐
弁
。

お
早

ぇ
ぇ
こ
っ
て
。

造
　
イ
ル
ポ
ン
。

志
　
英
語
。

造
　
じ
ゃ
ぱ
ぁ
―
ん
。

志
　
や

っ
ば
、
気
の
ふ
れ
た
郷
ひ
ろ
み
は
怖
い
よ
！

造
　
何
を
言
う
か
、
ふ
か
わ
り
ょ
う
の
く
せ
に
。

志
　
え

っ
、
え
え

っ
―

志
　
ぐ
ふ
、
ぐ
ふ
ぐ
ふ
。

造
　
ご
め
ん
、
そ
れ
は
言
わ
な
い
約
束
だ

っ
た
な
。

志
　
い
い
ん
だ
け
ど
さ
。
（怒
）

造
　
お
ま
え
は
ジ
ャ
ッ
キ
ー

・
チ
ェ
ン
だ
よ
。

造
　
ア
チ
ョ
ッ
ー

志
　
そ
れ
は
ブ
ル
ー
ス
●
リ
ー
だ
ろ
。

造
　
あ
。

志
　
も
う
い
い
っ
て
。
だ
い
た
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
言

っ
て
た
け
ど
、

僕
に
は
ホ
ン
ト
か
ウ
ソ
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
お
ま
え
が

適
当
に
言

っ
て
て
も
。

造
　
信
用
し
て
な
い
の
か
？

志
　
信
用
し
て
な
い
ね
。

造
　
ハ
ハ
ハ
。
だ
ろ
。
次
、
日
本
の
呼
び
名
。

志
　
ス
ペ
イ
ン
語
。

造
　
ハ
ポ
ン
。

志
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
。

造
　
ヤ
ー
パ
ン
。

志
　
中
国
語
。

造
　
リ
ー
ベ
ン
。

志
　
朝
鮮
語
。

久 伝 久 伝 久 伝

久
」r

そ
れ
だ
Oナ

は

わ
れ
た
く
な
い
と
|ゴ

か
り
に
髪
を
1:L

す
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音
楽
。

照
明
も
唐
突
に
劇
的
に
変
わ
る
。

い
き
な
り
回
想
シ
ー
ン
に
な
る
。

伝
　
　
造
　
俺
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
逃
げ
回

っ
た
。

飛
行
機
の
音
。

爆
撃
音
。

逃
げ
ま
ど
う
人
々
の
叫
び
声
。

伝
　
　
造
　
あ

っ
、
危
な
い
！

手
を
差
し
伸
べ
る
。

明
か
り
、
絞
ら
れ
、
テ
ン
パ
ッ
チ
ャ
ー
伝
造
ひ
と
り
に
な
る
。

造
　
内
戦
の
ボ
ス
ニ
ア
。
争
乱
の
ソ
マ
リ
ア
。
爆
撃
は
情
け
容
赦
な
く

一
般
市
民
の
元
に
も
襲
い
か
か
る
。
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
よ
う
に
降
り

上
む
こ
と
の
な
い
爆
弾
。
破
裂
音
。
昨
日
は
隣
の
家
が
爆
撃
さ
れ

た
。
爆
発
。
そ
し
て
、
今
日
は
。
い
つ
し
か
、
俺
は
明
日
を
も
知

れ
ぬ
自
分
の
命
の
灯
を
ひ
た
す
ら
祈
り
続
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ

た
。

し
か
し
そ
の
う
ち
自
分
が
い
ま
の
ま
ま
で
い
い
の
か
疑
間
を
感
じ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
だ
か
ら
俺
は
伝
説
の
薬
草
を
体
に
巻
き

つ
け
た
。
す
る
と
、
体
は
み
る
み
る
う
ち
に
巨
大
化
し
、
見
上
げ

る
よ
う
な
、
大
山
の
よ
う
な
高
さ
に
ま
で
成
長
し
た
。
そ
し
て
、

緑
の
モ
ン
ス
タ
ー
と
な

っ
て
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
。

俺
の
飛
翔
能
力
は
、
爆
撃
機
に
は
届
く
ほ
ど
だ
っ
た
。
飛
び
上
が
っ

た
俺
の
拳
は

一
機
、
ま
た

一
機
と
爆
撃
機
を
破
壊
し
て
い
た
。

い
き
な
り
意
味
不
明
の
気
合
い
を
か
け
る
伝
造
。

伝

　

造

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
ー

跳
躍
。

伝

　

造
　
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
ー

飛
翔
。

伝
　
　
造
　
ヒ
ポ
ポ
タ
マ
ス
ー

炸
裂
音
。

落
下
傘
を

つ
か
ま
え
る
か
の
よ
う
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
伝
造
。

伝
　
　
造
　
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
い
ま
ま
さ
に
悪
漢
の
手
に
落
ち
よ
う
と
し
て

い
る
少
女
が
い
る
。

伝
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久久 伝

日
と
明
か
り

フI二

に

戻
る

伝 久 伝 久  伝 久 伝 久 伝  久 伝 久 伝 久

「
こ
の
手
に

つ
か
ま
れ
」

「
い
や
よ
。
離
し
て
」

「
何
を
い
う
ん
だ
。
危
な
い
よ
。
僕
は
き
み
を
助
け
に
来
た
ん
だ

よ
」

「
ウ
ソ
よ
」

「
ウ
ソ
じ

ゃ
な

い
。

こ
の
ま
ま

で
は
き
み
は
敵

の
術
中

に
は
ま

っ

て
し
ま
う
よ
」

「
ウ
ソ
」

「
違
う
」

「
だ

っ
て
、
目
が
危
な
い
わ
」

「
い
や
、
日
は
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ウ
ソ
じ

ゃ
な
い
」

俺
は
少
女
を
抱
え
上
げ
よ
う
と
し
た
。

志

　
ウ
ソ
だ
ろ
。

造
　
え
。

志
　
ウ
ソ
つ
く
な
よ
。
だ
い
た
い
、
ボ
ス
ニ
ア
と
ソ
マ
リ
ア
ヽ
ど

つ
ち

に
い
た
の
。
キ
ミ
の
お
父
さ
ん
、
従
軍
記
者
？
　
戦
場
ヵ
メ
ラ
マ

ン
，
。

「地
雷
を
踏
ん
だ
ら
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」

の

一
ノ
瀬
泰
造
（
た

い
ぞ
う
）
か
よ
。

伝
造
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
両
足
を
空
中
で
当
て
る
。

志
　
そ
れ
は
原
田
泰
造
だ
ろ
、
ネ
プ
チ

ュ
ー
ン
の
。

造
　
お
お

っ
、
お

っ
お

っ
お

っ
お

っ
お
。

志
　
そ
れ
は
江
頭
２

・
５
０

（
に
じ
ご
じ

っ
ぶ
ん
）
だ
ろ
。

造
　
ご
め
ん
な
さ
い
。

志
　
だ
い
た
い
、
緑
の
モ
ン
ス
タ
ー
っ
て
そ
ん
な
、
超
人

ハ
ル
ク
じ
ゃ

あ
る
ま
い
し
。

造
　
ご
め
ん
、

つ
い
調
子
に
乗

っ
て
し
ま

っ
た
。

志

じ
ゃ
、
今
の
何
？

彙Ｅ
　
え
？
・

志
　
い
ま
の
描
写
す
ぎ
る
描
写
は
さ
。

造
　
あ
あ
、
街
か
ら
街

へ
流
れ
て
い
く
と
き
に
聞
い
た
、
悲
し
い
お
と

ぎ
話
か
も
し
れ
な
い
。

志
　
夢
だ
ろ
。
寝
言
は
寝
て
か
ら
言
え
よ
。

造
　
い
や
、
し
か
ァ
し
！

志
　
な
ん
だ
よ
い
き
な
り
。

造
　
あ
る
種
の
夢
は
す
べ
て
現
実
も
し
く
は
過
去
の
メ
タ
フ
ァ
ー
だ
。

き
み
に
も
あ
る
ね
。

い
ま
で
も
身
を
焦
が
す
よ
う
な
、
い
つ
ま
で

も
歯
を
ギ
シ
ギ
シ
言
わ
せ
る
よ
う
な
凄
ま
じ
い
想
い
出
が
。

久
L

静
か
に
頷
く

伝
　
　
造
　
い
つ
だ
。

久
　
　
士
心
　
そ
れ
は
、
中
学
入
試
の
と
き
だ
。
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伝  久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝  久 伝 久 伝 久  伝  久 伝

伝 ケ 久 ケ 伝 ケ 伝 ケ 伝 ケ 伝 ケ 伝

造
　
や

っ
ぱ
り
。

志
　
そ
う
い
や
、
ど
こ
行

っ
た
ん
だ
い
。
中
学
入
試
の
勉
強
、
し
て
た

じ
ゃ
な
い
か
。
い
つ
も

一
緒
に
。

造
　
ま
、
俺
も
ね
。
う
か

っ
た
こ
と
は
う
か

っ
た
ん
だ
け
ど
、
春
休
み

前
に
す
ぐ
さ
ま
転
校
す
る

ハ
メ
に
な

っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
ね
。

志
　
そ
う
か
。

造
　
お
ま
え
は
。

志
　
訊
い
て
く
れ
る
な
。

造
　
そ
ん
な
。
お
ま
え
が
い
ま
通

っ
て
る
学
校
だ
ろ
。

志
　
恥
ず
か
し
い
よ
。
ほ
ら
、
俺
、
理
科
社
会
が
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
。

二
科
受
験
だ

っ
た
か
ら
な
。

造
　
そ
ん
な
。
俺
だ

っ
て
そ
う
だ

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

志
　
そ
う
だ

っ
け
。

造
　
そ
う
だ
よ
。
で
。

志
　
ん
？

造
　
あ
い
つ
、
ど
う
し
た

っ
け
。
仲
良
か

っ
た
あ
い
つ
。

志
　
黒
ケ
ン
か
。

造
　
そ
、
黒
木
研
之
介
。
あ
い
つ
、
ど
こ
行

っ
た
ん
だ

っ
け
。

志
　
秀
才
学
園
。
四
科
の
最
高
峰
。

造
　
あ
あ
、
あ
い
つ
は
、
理
科
も
社
会
も
万
遍
な
く
で
き
た
も
ん
な
。

志
　
勉
強
は
で
き
る
し
、
カ

ッ
コ
は
い
い
し
、
あ
い
つ
モ
テ
モ
テ
だ

っ

た
も
ん
な
。

造
　
お
ま
え
は
ど
う
な
ん
だ
よ
。

久
　
　
士
心
　
偏
差
値
２９
の
ド
ッ
キ
リ
高
校
な
ん
て
、
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
な

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
２
　
ニ
カ

ニ
カ
笑
う
な

音
楽
。

入

っ
て
く
る
ケ
ン
。

殺
気
に
あ
ふ
れ
た
二
人
。
刀
を
合
わ
せ
る
。

造
　
お
ま
え
も
忘
れ
物
を
し
た
か
。

ン
　
何

ッ
。

造
　
忘
れ
た
か
。

ン
　
知
ら
ん
。

造
　
俺
だ
よ
、
二
科
の
伝
造
だ
よ
。

ン
　
一
一科
［？

造
　
そ
う
だ
よ
。

ン
　
ニ
カ
？
　
な
ん
ざ
ん
し
ょ
。

造
　
二
科
だ
よ
二
科
。

ン
　
ニ
カ
ニ
カ
？

志
　
覚
え
て
な
い
の
か
、
四
科
の
お
方
は
。

ン
　
忘
れ
ま
し
た
ね
、
は
て
さ
て
、
な
ん
の
こ
と
や
ら
。

造
　
一
一教
科
の
俺
た
ち
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
ま
え
が
羨
ま
し
か

っ
た
。

い

よ
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久   伝   久 伝 ケ 伝   久

伝 久  伝 久 伝 久 伝 久  伝

久 ケ 久 伝 ケ ニケ ニ 伝 久 伝

志
　
夏
期
講
習
の
と
き
だ

っ
て
、
四
教
科
の
お
ま
え
は
午
後
ま
で
あ

っ

た
。

造
　
俺
た
ち
二
科
は
午
前
中
で
終
わ
り
だ

っ
た
。

ン
　
そ
ん
だ
け
か
よ
。
そ
れ
が
ど
う
し
た

っ
て
ん
だ
。

造
　
四
科
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
た
。

志
　
女
の
子
も
小
六
な
の
に
、
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
み
た
い
に
発
育
ば

っ

ち
り
の
子
も
い
た
。

造
　
一
一科
に
は
男
し
か
い
な
か
っ
た
、
よ
う
な
気
が
す
る
ぐ
ら
い
暗
か
っ

た
。
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
天
丼
の
電
気
も
暗
か
っ
た
。

志
　
あ
れ
ボ
ク
確
か
め
た
け
ど
、
四
科
は
１００
ワ
ッ
ト
な
の
に
、
二
科
は

便
所
に
最
適
１５
ワ
ッ
ト
。

人
　
あ
～
！

ン
　
怖
い
ね
。

造
　
黒
板
だ

っ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
。

志
　
書
い
て
る
と
あ
ち
ら
側
に
突
き
抜
け
た
。

ン
　
青
空
教
室
か
よ
。

志
　
最
初
は
僕
た
ち
だ

っ
て
、
よ
り
多
く
の
私
立
中
学
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
四
教
科
と

っ
て
た
。

造
　
そ
う
し
て
よ
り
偏
差
値
の
高
い
中
学
め
ざ
し
て
た
。

志
　
だ
け
ど
、
あ
る
日
、
突
然
、
塾
の
先
生
か
ら
宣
告
さ
れ
る
ん
だ
。

造
　
死
の
宣
告
を
。

人
　
ア
ウ
。
（十
字
架
に
な
る
）

ン
　
そ
ん
な
大
げ
さ
な
。

造

　

（先
生
に
な

っ
て
、
十
字
架
の
久
志
を
な
じ
る
）
「
久
志
く
ん
、

こ
っ
ち
来
な
さ
い
」

志
　
は
。

造

　

「
き
み
な
に
や

っ
て
る
の
」

志
　
あ

ハ
イ
。
（十
字
架
、
ほ
ど
く
）

造

　

「
き
み
は
ど
う
も
理
科
社
会
が
伸
び
悩
ん
で
る
よ
う
だ
ね
」

志
　
は
あ
。

造

　

「
も
ち
ろ
ん
算
数
国
語
の
ほ
う
が
配
点
も
高
い
で
す
か
ら
、
き
み

が
本
当
に
私
立
を
受
け
る
な
ら
、
二
科
に
な
さ
い
」

志
　
僕
の
人
生
の
中
で
、
初
め
て
の
挫
折
だ

っ
た
。

造

　

「
四
教
科
、
幅
広
く
勉
強
す
る
よ
り
、
主
要
科
目
の
中
の
主
要
科

日
、
算
数
国
語
の
二
教
科
に
し
ば
り
ま
し
ょ
う
。
し
ば

っ
て
全
力

で
頭
を
ふ
り
し
ば
り
ま
し
ょ
う
」

志
　
僕
の
人
生
の
中
で
、
初
め
て
の
絞
り
込
み
だ

っ
た
。

造
　
平
た
く
言
え
ば
差
別
だ
ぜ
。

人
　
あ
～
！

ン
　
だ
か
ら
そ
ん
な
大
げ
さ
な
こ
と
か
よ
。

造
　
こ
う
い
う
経
験
を
し
て
た
。
そ
り
ゃ
あ
そ
う
だ
。
俺
た
ち
に
は
絶

対
に
越
せ
な
い
壁
が
、

志
　
ラ
イ
ン
が

人

あ

っ
た
。

志
　
そ
れ
が
二
科
四
科
だ

っ
た
。

ン
　
だ
か
ら
、
そ
ん
な
時
代
の
こ
と
な
ん
か
忘
れ
ち
ま

っ
た

っ
て
。

伝 ケ ニ 伝 久ケ 久 二 久
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伝
　
　
造
　
思
い
出
せ
、
こ
の
ハ
チ
マ
キ
を
。

久
志
、
シ
ュ
タ

ッ
と
出
す
。

同
　
必
勝
―

造
　
そ
う
だ
。
こ
の
必
勝

ハ
チ
マ
キ
が
汗
と
手
垢
で
真

っ
黒
に
汚
れ
る

ま
で
、
俺
た
ち
は
朝
か
ら
塾
に
通

っ
た
。

志
　
お
ま
え
ら
は
エ
リ
ー
ト
の
、
大
学
受
験
で
言
え
ば
花
の
国
公
立
を

狙
う
よ
う
な
四
教
科
。
俺
た
ち
ゃ
み
じ
め
な
、
二
教
科
だ

っ
た
。

造
　
す
ン
げ

ぇ
あ
か
ら
さ
ま
な
、
露
骨
な
指
導
方
針
だ

っ
た
か
ら
、
四

科
は
全
員
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
金
ボ
タ
ン
。

ン
　
そ
の
点
お
ま
え
ら
は
く
す
ん
だ
銅
ボ
タ
ン
。

志
　
俺
ら
は
立
ち
す
く
ん
だ
。

造
　
銅
。

志
　
ど
―
。

ン
　
銅
。

志
　
金
と
同
じ
と
漢
字
で
は
書
く
け
ど
、
な
ん
の
こ
た
な
い
、
即
戦
力

か
ら
見
放
さ
れ
た
差
別
待
遇
だ

っ
た
。

ン
　

（
四
科
生
に
な
る
）
や
―
い
、
二
科
の
バ
カ
、
二
科
の
バ
カ
ー

ニ
カ
ニ
カ
笑

っ
て
ん
な
よ
！

人

　

（
シ
チ

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
忘
れ
て
喜
ぶ
）
お
お

っ
！

次
第
に
ケ
ン
に
も
過
去
の
記
憶
が
よ
み
が
え

っ
て
く
る
。

架
空
の
縄
で
二
人
を
縛
り
あ
げ
、
自
分
は
ム
チ
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。

ン
　
う
り
ゃ
。
（
ビ
シ
ッ
）

人
　
ア
ウ
ッ
ー

ン
　
お
ま
え
ら
国
語
と
算
数
し
か
で
き
ね
え
ん
だ
ろ
。

志
　
そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
と
思

っ
た
。

造
　
そ
れ
す
ら
も
十
分
大
変
だ

っ
た
。

ン
　
そ
―
だ
ね
―
、
き
み
た
ち
に
理
科
の
問
題
な
ん
か
出
し
て
も
ダ
メ

だ
よ
ね
。
ア
レ
、
で
も
お
か
し
い
ぞ
、
小
学
校
で
は
み
ん
な
共
通

に
勉
強
し
て
ん
だ
も
ん
ね
ぇ
。
き
み
ん
と
こ
塾
で
は
や

っ
て
な
く

て
も
、
学
校
に
は
理
科
社
会
あ
ん
で
し
ょ
。

人
　
あ
あ
。

ン
　
そ
う
だ
よ
ね
。
み
ん
な
同
じ
こ
と
や
っ
て
る
は
ず
な
ん
だ
か
ら
ね
。

じ
ゃ
問
題
出
す
よ
。
条
件
の
悪
い
職
場
の
こ
と
を
呼
ぶ
三
Ｋ
っ
て

何
？

志
　
ク
ル
マ
。

造

　

（な
ぜ
か
英
訳
）
カ
ー
。

志
　
ク

ッ
キ
ー
。

造

　

（
ま
た
も
英
訳
）
ク
ッ
キ
ー
。

志
　
コ
ッ
プ
。

造
　
カ
ー
ッ
プ
。

ン
　
違
う
！

１
〈　
　
工
？
・

ニ  ケ  久 ケ 久 伝 久 ケ  伝  久  伝

ケ 伝 久 ケ ニ ケケニ ケ 伝 久 伝 久 伝 久
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ケ 伝 ケ ニ ケ 久 伝 久 ケ 久 ケ ニ ケ 久 伝 久 ケ 伝 久 ケ 伝 ケ

ン 造 ン 人 ン 志 造 志 ン 志 ン 人 ン 志 造 志 ン 造 志 ン 造 ン

し
か
も
全
部
Ｃ
だ
ろ
が
。

正
解
は
。

暗
い
、
汚
い
、
危
険
。

あ
、
そ
っ
か
。

オ

ッ
ケ
ー
。
次
、
来
い
や
―
。

日
本
国
憲
法
の
三
大
原
則
は
。

暗
い
。

危
険
。

（
ム
チ
を
バ
シ

ッ
）
う
り
ゃ
っ
。

ア
ー
ウ

ッ
ー

そ
り

ゃ
三
Ｋ
だ
ろ

ぉ
が
―

次
―

非
核
三
原
則
は
。

危
険
。

（
ビ
シ
ッ
）
！

ア

ー

ウ

ッ
ー

順
番
替
え
て
も
ダ

メ
だ
。

く
そ
―
。

あ
、
分
か

っ
た
ぞ
。
三

つ
答
え
が
あ
る
か
ら
い
け
な
い
ん
だ
。
お

ま
え
ら
ボ
ケ
ち

ゃ
う
も
ん
な
。
な
―

お
―
し
、
答
え
が

一
つ
し
か
な
い
の
出
す
か
ん
な
。
「く
ら
い
」
っ

て
言

っ
た
ら
殺
す
ぞ
キ
サ
マ
。
（
ビ
シ
ッ
）
！

ア

ー

ウ

ッ
ー

江
戸
幕
府
を

つ
く

っ
た
の
は
？

エ
ド
さ
ん
。

鎌
倉
幕
府
を

つ
く

っ
た
の
は
？

鎌
倉
さ
ん
。

違
ぁ
～
う
、
徳
川
家
康
に
源
頼
朝
。

お
い
コ
ラ
、
じ
ゃ
―
エ
ド
さ
ん
は
何
し
た
ん
だ
よ
。

鎌
倉
さ
ん
も
だ
コ
ラ
。

知
ら
ね
え
よ
、
そ
ん
な
ヤ
ツ
。
（
ビ
シ
ッ
、
ビ
シ
ッ
）

ア

ー

ウ

ッ
。

つ
ま
り
社
会
常
識
が
欠
け
て
る
ん
だ
ね
。
二
科
四
科
の
問
題
じ
ゃ

な
い
ん
だ
ね
。
次
、
人
間
は
何
を
吸

っ
て
生
き
て
る
か
。

空
気
。

空
気
じ
ゃ
な
く
て
酸
素
。

酸
素
な
ん
て
見
た
こ
と
な
い
よ
！

屁
理
屈
言
う
な
―

決
め

つ
け
は
よ
く
な
い
。

そ
う
、
決
め

つ
け
は
ね
。

次
、
簡
単
な
の
い
く
か
ら
答
え
ろ
や
。
信
号
の
問
題
。
青
は
進
め
、

赤
は
。

暗
い

ケ 伝 久 ケ 久 ケ 久

汚
ヽヽ

ン 人 ン 造 志 ン 造 ン 志 ン 人  ン

汚
い

久

」ビ

怖
い

ス

ケケ ニ ケ 伝 久 ケ 伝 ケ 久 ケ ニ

ン 造 志 ン 志 ン 志
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（す
か
さ
ず
）
止
ま
れ
。

ま
だ
だ
よ
。

違
う
の
。

そ
り
ゃ
合

っ
て
る
よ
。

ヒ

ュ
ウ
。
（
口
笛
四）

さ

っ
す
が
。

そ
の
程
度
で
喜
ぶ
な
よ
。
問
題
は
ま
だ
。

来
や
が
れ
。

青
は
進
め
、
赤
は
止
ま
れ
。
じ
ゃ
、
黄
色
は
。

あ
の
な
、
い
―
か
げ
ん
バ
カ
に
す
ん
な
。

じ
ゃ
、
答
え
ろ
。
黄
色
は
。

伏
せ
ろ
！

エ
ー
‐
―
・

二 久 ケ 伝 ケ 伝 ケ 久 伝 久 ケ 伝 ケ 伝ケ ニ 久 伝 久 ケ

人 志 ン 造 ン 造 ン 志 造 志 ン 造 ン 造

ニ ケ 伝 久 ケ 伝 久伝 ケ ニ

人 ン 造 志 ン 造 志

伝
造
も
唖
然
。

ン
　
お
ま
え
、
ホ
ン
ト
に
そ
う
し
て
た
の
か
。

志
　
伏
せ
て
た
。

造
　
お
、
あ
ぁ
、
そ
う
い
や
、
こ
い
つ
信
号
の
前
で
伏
せ
て
た
。

志
　
当
た
り
前
だ
ろ
。

人
　
は
ぁ
…
…
。

ン
　
そ
う
か
。
（問
題
を
出
し
ま
く
る
）
酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
の
中
間
っ

て
何
だ
。

女
子
校
生
。

オ
ッ
ト
セ
イ
。

Ｈ
２
０
っ
て
何
。

コ
ピ
ー
の
機
械
。

Ｈ
な
お
じ
さ
ん
二
人
。

臨
界
点

っ
て
な
ん
だ
。

工
？
・

（何
事
も
な
か

っ
た
か
の
よ
う
に
）
次
、
リ
ア
ス
式
海
岸
を
示
せ
。

今
度
は
本
格
的

「社
会
」
だ
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
。
ど
う
だ
、
リ
ア
ス
式
。

そ
の
前
に
や
る
こ
と
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。

ケ
ン
、
縄
を
切
る
。

人
　
フ
ー
。
（手
首
を
押
さ
え
た
り
し
て
）

ン
　
示
し
て
も
ら
お
う
か
、
リ
ア
ス
式
。

造
　
任
せ
ろ
、
と
う
り
ゃ
っ
。

全
身
で
変
な
海
岸
線
を
示
す
。
す
こ
ぶ
る
演
劇
的
だ
。

凄
い

伝 ケ 久 ケ

ピ
タ

と
止
ま
る

人

造 ン 志 ン
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久 伝 久 ケ 久 ケ  伝

ケ 久 ケ 伝 久 伝 久 伝  久 ケ

ケ伝

　

造

久

　

志 造
　
こ
ん
な
ん
出
ま
し
た
。
（息
を
切
ら
し
）
は
ぁ
っ
…
…
は
あ

っ
。

ど
う
だ
。

ン
　
ブ
ー
。

志
　
行
く
ぞ
。
（ち
ま
ち
ま
し
た
動
き
）

ン
　
ひ
き
こ
も
り
か
よ
。

志
　
う
ほ
っ
。
（急
に
へ
こ
む
）

造
　
リ
ア
ス
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
る
海
岸
。

志
　
リ
ア
ス
式

っ
て
い
う
、
と

っ
て
も
難
し
い
公
式
が
発
明
さ
れ
た
海

岸
。

二
人
、
あ

っ
ち
だ
、
こ
っ
ち
だ
と
か
い
い
な
が
ら
ボ
ケ
ま
く
る
。

じ
り
じ
り
し
て
い
た
ケ
ン
。

つ
い
に
…
…
。

ン
　
こ
う
よ
ッ
。
「
出
は
い
り
の
多
い
複
雑
な
海
岸
線
と
急
斜
面

の
崖

が
特
徴
の
海
岸
」
。
こ
れ
ぞ
リ
ア
ス
式
。

実
演
。
思
わ
ず
、
場
内
大
拍
手
。

ン
　
ま
だ
わ
か
ん
な
い
の
か
。

志
　
…
…
ん
と
ね
―
、
ん
と
ね
―
え
―
。
…
…
。
（頭
蓋
骨
を
抑
え
る
）

ぬ
―
。

造
　
ど
う
し
た
。
ム
ツ
カ
シ
イ
こ
と
考
え
る
と
頭
い
た
く
な
ん
の
か
？

志
　
…
…
は

っ
。

造
　
お

っ
、
蘇
生
し
た
な
、
よ
み
が
え

っ
た
な
。

志
　
ん
と
ね
―
、
問
題
。

造
　
ハ
イ
。

ン
　
っ
て
な
ん
で
お
ま
え
が
問
題
出
す
ん
だ
。

志
　
も

っ
と
分
か
り
や
す
い
の
云

っ
て
よ
。

ン
　
あ
あ
。
次
の
問
題
、
「
ゲ
ー
ム
の
種
類
を
言
え
」

人

　

（挙
手
）

ハ
イ
ハ
イ

ハ
イ
ー

志
　
プ
レ
ス
テ
。

造
　
プ
レ
ス
テ
２
。

志
　
セ
ガ
サ
タ
ー
ン
。

造
　
ニ
ン
テ
ン
ド
１
６
４
。

志
　
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ス
ト
。

造

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
。

志
　
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
ア
ド
バ
ン
ス
。

造

ポ
ケ
モ
ン
。

凄 す
い    

｀

そ
し
て
…
…
。

伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 ニ

瞬
の

沈
獣

の
あ
と
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久

　

志
　
テ
ト
リ
ス
。

ソ
フ
ト
の
種
類
ま
で
、
楽
し
く
必
死
に
答
え
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま

に
か
ケ
ン
は
い
な
い
。

志
　
あ
れ
、
い
な
い
。

造

ど
こ
行

っ
た
。

志
　
う
ん
。
（
キ

ョ
ロ
キ
ョ
ロ
）

造
　
な
る
ほ
ど
、
こ
の
誤
魔
化
し
方
。

志
　
さ
す
が
は
四
科
。

二
人
、
歩
き
な
が
ら
出
て
い
く
。

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
３
　
大
会

一
人
、
光
の
中
に
立

つ
ケ
ン
。

ケ

ン
　
ス
ピ
ー
ド
。
こ
れ
こ
そ
が
ス
ピ
ー
ド
の
神
髄
。
刀
を
動
か
す
ス
ピ
ー

ド
の
速
さ
、
刀
の
動
き
の
正
確
さ
で
争
わ
れ
る
ス
ポ
チ
ャ
ン
高
校

生
大
会
。
常
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
を
達
成
し

た
そ
の
と
き
、
人
は
臨
界
点
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

大
会
。

観
衆
の
ざ
わ
め
き
。

久 伝 久 伝 久伝

　

造

力〈
　
　
　
　
士
心

伝

　

造

力
〈　
　
　
　
士
心

伝

　

造

力
〈　
　
　
　
士
心

伝

　

造

々
（　
　
　
　
士
心

ど
つ
し
て
も
四
科
ネし
賛
に
な

て
し
ま
つ

人
な
の

で

あ

た

な
ん
で
あ
ん
な
や
つ
と
。

じ
つ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
大
会
の
と
き
、
矢
印
が
あ

っ

た
ん
だ
。

矢
印
？
　
な
ん
で
矢
印
な
ん
だ
よ
。

僕
、
矢
印
が
あ
る
と
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
行

っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。

分
か
り
や
す
い
奴
だ
ね
ぇ
。

だ
か
ら
、
よ
く
お
葬
式
と
か
出
ち
ゃ
っ
て
、　
一
度
も
会

っ
た
こ
と

の
な
い
人
の
た
め
に
お
焼
香
し
た
り
し
て
。

そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
。

だ
か
ら
姿
勢
も
よ
く
な

っ
た
ん
だ
。

赤
。
秀
才
学
園
、
黒
木
研
之
介
く
ん
。

ハ
イ
。

対
す
る
白
、
花
葉
学
園
、
会
津
兼
次

（か
ね

つ
ぐ
）
君
。

ア
ナ
ウ
ン
ス

ケ
　
　
ン

ア
　
　
ナ

ケ  ア

相
手
は

空
い
て
る
者
が
防
旦

で
変
装
し
て
演
じ
る

ナ
　
始

め
―

ン
　
イ

ヤ

ァ
ー

ッ
ー
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気
合
い
、　
一
閃
。

見
事
な
ケ
ン
の
殺
陣
。

縦
横
無
尽
に
動
く
。

圧
倒
的
な
美
し
さ
を
見
せ
る
ケ
ン
。

難
な
く
二
本
先
取
。

ケ

ン
　
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
目
的
は
、
決
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
剣
道
の
礼
儀
作
法

ｏ
型
な
ど
の
規
制
に
と
ら

わ
れ
ず
、
三
分
間
で
二
本
と

っ
た
ほ
う
が
勝
ち
。
面
打
ち
、
小
手

打
ち
、
胴
打
ち
だ
け
で
な
く
、
足
打
ち
、
突
き
な
ど
の
決
ま
り
手

も
あ
り
ま
す
。
防
具
は
保
護
面
を

つ
け
、
短
刀
、
小
太
刀
、
長
剣

の
ほ
か
、
二
刀
流
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
も
じ
も
じ
し
て
い
る
久
志
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
　
白
。
ド
ッ
キ
リ
高
校
、
神
宮
司
久
志
く
ん
。

久
　
　
士
心
　
・…
‥
ハ
イ
。

ア
　
　
ナ
　
対
す
る
赤
、
仏
虫
学
園
、
尾
張
安
綱
（
や
す

つ
な
）
君
。
始
め
！

久
　
　
志
　
イ
ヤ
ァ
ー
ッ
！

気
合
い
、
入
ら
な
い
。

ぎ
こ
ち
な
い
動
き
。

簡
単
に
二
本
取
ら
れ
る
。

ひ
と
り
、
た
た
ず
み
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
久
志
。

そ
の
脳
裏
に
、
伝
造
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
。

造
　
問
題
は
才
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
。
二
科
し
か
で
き
な
い
奴
な

ん
て
、
も
う
こ
れ
か
ら
の
人
生
す
べ
て
に
お
い
て
ダ
メ
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

い
つ
か
塾
の
先
生
に
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
社
会
が
で
き
な
い
ヤ
ツ

に
は
社
会
性
が
な
い
。
理
科
が
で
き
な
い
や

つ
に
は
理
性
が
な
い

の
か
な
。

ひ
と
り
、
と
ぼ
と
ば
出
て
い
く
久
志
。

ま
た
境
内
に
戻
る
。

入

っ
て
く
る
伝
造
と
ケ
ン
。

ン
　
久
志

の
や

つ
、
最
近
来
な

い
ん
だ
よ
、

ス
ポ
チ
ャ
ン
の
練
習

に
。

造
　
知
ら
な
い
の
か
。
あ
い

つ
、
引
き
こ
も
り
に
な

っ
ち
ま

っ
た
ん
だ

よ
。

ン
　
引
き

こ
も
り
？

造
　
あ
あ
、
学
校
休
ん
で
て
、
家
か
ら
全
然
出

て
こ
な
い
し
。
か
ら

っ

き
し
ダ
メ
だ
よ
。

ン
　
引
き

こ
も
り
じ

ゃ
な

い
よ
。

造
　
え
。
ゲ
ー
ム
と

マ
ン
ガ
。
昼
夜
逆
転
し

て
ん
だ
ぜ
。

ン
　
違
う
。

伝ケ 伝 ケ  伝 ケ  伝 ケ
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伝 ケ

ケ 久 伝 ケ 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝

志 造 志 造

ケ 伝 ケ 伝  ケ 伝

久 伝 久 伝 ケ 伝

ケ 伝   久

造
　
ど
う
し
て
。

ン
　
あ
い
つ
は
、
引
き
こ
も
り
の
反
対
。
言

っ
て
み
れ
ば
、
「
押
し
出

し
ま
く
り
」
だ
な
。

造
　
な
ん
だ
よ
、
そ
れ
。

ン
　
押
し
出
し
ま
く
り
だ
よ
。
引
き
こ
も
り
の
反
対
。

造
　
そ
ん
な
。

ン
　
あ
れ
だ
よ
。

ロ
ボ

ッ
ト
登
場
。

い
や
、
ゲ
ー
ム
で
武
装
し
た
久
志
で
あ
る
。

手
に
は
ゲ
ー
ム
。
モ
ニ
タ
ー
と
本
体
を
背
負
い
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
目
の

前
に
。

ン
　
久
志
！

造
　
ど
う
し
た
ん
だ
久
志
―

音

に

な

ら

な

い
音

声

。

こ

と

ば

に

な

ら

な

い
声

を

発

す

る
久

志

。

志

　

ウ

ィ
ー

ン
、

ガ

ッ
ク

ン
ガ

ッ
ク

ン
。

カ

ッ
ク

ン

コ
。

ピ

ピ

ピ

ピ
、

ビ

シ
ビ

シ
、

ヌ

ワ
ー

ッ
ト
。

造
　
ダ
メ
だ
、
ま
っ
た
く
こ
っ
ち
の
こ
と
ば
が
通
じ
な
い
。

ン
　
意
志
の
疎
通
は
で
き
る
の
か
。

造
　
や
っ
て
み
る
。

ン
　
頼
む
。

造
　
ウ
ィ
ー
ン
、
ガ
ク
ガ
ク
。

志
　
ガ
ガ
ガ
…
…
。

造
　
…
…
ピ
ー
ポ
、
グ
ガ
ガ
ガ
ガ
。
ピ
ピ
ピ
ピ
。

士
心
　
・‥
…
。

…
…
カ
カ
カ
カ
ピ
ピ
。
…
…
グ
ガ
ギ
ガ

ビ
。

動
き

止
ま
り

反
応
じ
な
い
久
」=

ピ
ピ
ペ
ペ
グ
ギ
ガ
。

造
　
ピ
ピ
ピ
ガ
。

志
　
ガ
。

造
　
ピ
ピ
ピ
ピ
。

志

　
…

…
ピ

ピ
。

ン
　

お

お
。

造
　
グ
ギ
ガ
ギ
ガ
。

志
　
ベ
ベ
ガ
グ
ガ
。

ン
　
お
お

っ
。
何
か
通
じ
合

っ
て
る
。

伝
造
と
久
志
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
、
機
械
音
で
会
話
し
て
い
る
。
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造
　
ギ
ガ
ギ
ガ
、
メ
グ
ゴ
ビ
ド
。

志
　
グ
ギ
ヌ
ベ
ガ
、
ゲ
ゴ
ガ
グ
、
ブ
ー
。

造

プ
シ
ュ
ッ
、
ビ
ー
。

志
　
プ
シ
ュ
ッ
、
バ
ー
。

造
　
プ
シ
ュ
ピ
。

志
　
プ
シ
ュ
ピ
。

造
　
ピ
ギ
ピ
ポ
ー
。

志
　
ピ
ポ
グ
バ
ピ
、
ガ
ガ
ガ
ガ
。

造
　
ピ
ピ
ピ
ポ
ー
。

志
　
ガ
ガ
ガ
ガ
、
ギ
ガ
ン
デ
。

造

カ

ッ
カ
ッ
カ

ッ
、
ギ
ー
。

志

カ

ッ
カ
ッ
カ

ッ
、
ゴ
ー
。

ン
　
何
か
通
じ
合

っ
て
る
よ
う
だ
が
、
は
た
か
ら
は
た
だ
の
ア
ホ
の
会

話
だ
。

造
　
ガ

ッ
ガ

ッ
ガ

ッ
、
ピ
ー
。

志
　
ガ

ッ
ガ

ッ
ガ

ッ
、
ポ
ー
。

二
人
、
笑

っ
て
る
よ
う
で
あ
る
。

ス
キ
を
み
て
ケ
ン
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
伝
造
。

ン
　
ど
う
な
ん
だ
ｃ

造
　
深
刻
だ
な
。

ン
　
ど
う
し
て
。
い
ま
通
じ
合

っ
て
た
じ
ゃ
な
い
か
、
話
。

造
　
内
容
だ
よ
。

ン
　
内
容
？

造
　
危
な
い
ね
。
地
球
の
危
機
と
か
な
ん
と
か
言

っ
て
る
。

ン
　
あ

っ
ち
ゃ
あ
。

志
　
ピ
ポ
ピ
ホ
ピ
ー
。

造
　
ピ
ピ
ピ
ポ
ー
。

志
　
ピ
ポ
ピ
、
ガ
ガ
ガ
ガ
。

造
　
ピ
ピ
ピ
ポ
ー
。

志
　
ガ
ガ
ガ
ガ
、
ギ
ガ
ン
デ
。

造
　
ガ
ガ
、
ガ
ギ
ガ
ン
ピ
。

志
　
ガ

ッ
ガ
ガ
、
ガ
ン
デ
。

造
　
ガ
ガ
、
ガ
ギ
ガ
ン
ピ
。

ン
　
…
…
な
ん
だ

っ
て
。

造
　
重
症
だ
よ
。

ン
　
待

っ
て
ま
し
た
。

造
　
え
。

ン
　
こ
い
つ
を
戻
そ
う
。

造
　
え
。

ン
　
大
丈
夫
だ
。
こ
こ
は
、
俺
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ
よ
く
遊
ん
だ
境
内

だ
。

造
　
な
る
ほ
ど
。
夕
立
神
社
。
海
の
に
お
い
、
い
つ
で
も
僕
ら
は
戻
れ

る
。
あ
の
と
き
の
風
の
に
お
い
。

ン
　
汽
笛
。

ケ 伝 ケ 久 伝  ケ 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝

ケ  伝  ケ 伝 ケ 伝 ケ 伝 ケ 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 ケ 伝 ケ 伝
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伝 久 ケ 伝 久〓
一
　

人

　

イ

ェ
ー
イ

ッ
！

ケ 久 伝 ケ

伝 ケ 伝 久 ケ 伝 ケ 伝 ケ

造  ン

志
　
ポ
ー
。

造
　
海
岸
線
。

ン
　
遠
く
を
行
く
ポ
ン
ポ
ン
船
。

志
　
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
。

造
　
そ
う
か
。
久
志
を
あ
ち
ら
の
世
界
か
ら
戻
す
の
に
は
、
う

っ
て
つ

け
だ
。

人
　
い
い
ね
―
。

志
　
や
ろ
う
や
ろ
う
、
じ

ゃ
鬼
、
研
之
介
。

ン
　
な
ん
で
だ
よ
―
。

志
　
言

い
だ
し

っ
ペ
ー
。

造
　
言

い
だ
し

っ
ペ
ー
。

ン
　
分
か

っ
た
よ
、
じ

ゃ
あ
数
え
る
よ
―
。

人
　
オ

ッ
ケ
ー
。

ワ
ー
。

ン
　
ー
、
２
、
３
…
…
。

志
　
伝
造
、
あ

っ
ち
ね
―
。

造
　
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
。

ン
　
い
い
ね
―
。

（見
て
）

ン
　
伝
造
、
消
え
て
な
い
よ
。

造
　
え
、
お
い
―

ン
　
伝
造
、
み
っ
け
。

志

　

（
そ
の
ス
キ
に
蹴
る
）
オ
ラ
ー
。

造
　
俺
ら
の
作
戦
勝
ち
―
。

ン
　
く

っ
そ
―
、
飽
き
た
か
ら
他
の
に
し
よ
う
ぜ
―
。

造
　
え
、
も
う
か
よ
―
。

音
楽
。

徐
々
に
着
替
え
る
二
人
。

久
志
も
入
る
。

ワ
ね̀
回
り

転
|ダ

回
り

何
が
嬉
し
い
の
か
大
戸
で
笑
い
ま
く
る

ン
　
お
ま
え
、
ド
ブ
の
中
に
ズ
ブ
ズ
ブ
入

っ
た
。

造
　
お
ま
え
こ
そ
興
奮
し
て
シ
ョ
ン
ベ
ン
洩
ら
し
た
。

志
　
た
は
は
は
―
。

笑
い
転
げ
る
。

同
　
ウ
ワ
ー
イ
ー

ン
　
わ
―
い
、
缶
蹴
り
や
ろ
う
ぜ
―

ケ 伝 久 ケ ニ ケ 伝 久 ケ 久 ニ

伝
造

忍
法
で
隠
れ
て
る

´
=〉

も
り
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ケ 伝 久 ケ 伝 久 伝 ケ 久

ン 造 志 ン 造 志 造 ン 志

二 久 二 久 伝 久 ケ 伝久

人 志 人 志 造 志 ン 造

久伝 久 ケ 伝 ケ 久 ケ 伝 ケ 久 二 久 二 久 二 久 二 久

造 志 ン 造 ン 志 ン 造 ン 志 人 志 人 志 人 志 人 志

じ
ゃ
―
、
色
オ

ニ
や
ろ
う
ぜ
。

イ

エ

ー

。

な
ん
だ
よ
色
オ

ニ
っ
て
。
オ

ニ
が
色
気
づ
く
の
か
。

色

オ

ニ
っ
て
の
は
さ
―
、
色
さ
わ
る
ん
だ
よ
―
。

え
―
？

だ
か
ら
オ

ニ
が

「
色
く
だ
さ
い
な
」

っ
て
言

っ
て
、

そ
れ
を

「
色
な
ん
で
す
か
」

っ
て
返
す

ワ
ケ
よ
。

ほ
う
ほ
う
。

で
、
オ

ニ
が
色
言

っ
て
そ
の
色

に
触
る
前

に
オ

ニ
に
タ

ッ
チ
さ
れ

た
ら
そ
い
つ
が
オ

ニ
に
な
る
わ
け
さ
。

ヘ
ー
、
な
る
ほ
ど
な
ん
か
面
白
そ
う
だ
な
。

オ

ニ
だ
―
れ
。

言

い
だ
し

っ
ぺ
で
し
ょ
―
。

ジ

ャ
ン
ケ
ン
し
よ
う
よ
―
。

ほ
ら
、
早
く
、

オ

ニ
ー

う
―
ん
、
じ

ゃ
あ
行
く
ぞ
―
、
色
く
だ
さ
い
な
―
。

色
な
ん
で
す
か
―
。

ピ

ン
ク
。

あ

わ

わ
。

志
　
じ
ゃ
あ
、
メ
タ
リ

ッ
ク
ブ
ル
ー
。

人
　
あ
わ
わ
。

何
と
か
触
る
。

何
と
か
触
る
。

志
　
う
―
、
や
る
な
。
じ
ゃ
、
も
う

一
回
。
色
く
だ
さ
い
な
。

人
　
色
な
ん
で
す
か
―
。

う
―
、
あ
る
ん
だ
。
ん
―
、
じ

ゃ
も
う
１
回
。
色
く
だ
さ
い
な
。

色
な
ん
で
す
か
―
。

じ
ゃ
あ
、
玉
虫
色
。

あ
わ
わ
、
そ
り

ゃ
な

い
よ
。

へ
へ
へ
。

あ

っ
た
。

そ
れ
玉
虫
色
？

ウ

ン

。

認
め
な
い
。

い
ま
玉
虫
い
た
け
ど

つ
ぶ
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。

そ
う
だ
よ
。
な
。

ウ

ン
ー

な
ん
だ
よ
玉
虫
色
の
決
着
か
よ
。

飽
き
た
か
ら
違
う
の
や
ろ
う
ぜ
。

い
い
ね
、
や
ろ
う
ぜ
―
。

じ
ゃ
～
、
次
な
に
や
る
？

俺
た
ち
も
う
出
し
た
ん
だ
か
ら
次
お
ま
え
考
え
ろ
よ
。

そ
う
ね
―
、
じ
ゃ
あ
ね
―
、
だ
る
ま
落
と
し
。
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二 三 伝 二ケ 伝 久 ケ 伝 久 伝二 伝 二 伝 二 伝

人
　
え
。

造
　
あ
間
違
え
た
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
、

人
　
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
。

人
　
お
―
し
、
は
じ
め
の

一
～

ッ
歩
。

人

臨
界
点
の
ジ

ツ

ト
坊
主
と
な
り

至
近

『巨
離
ま
で
接
近

ン 造 志 ン 造 志 造人

ハ

度
|ま

ち
や

ん

と

控
え
め
な

歩

造
　
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
。

人

　

（ポ
ー
ズ
）

造
　
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
。

人

　

（す
ご
い
ポ
ー
ズ
）

造
　
ダ
ー
ル
マ
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
。

人

　

（も

っ
と
す
ご
い
ポ
ー
ズ
）

だ
る
ま
さ
ん
が
…
…
。

タ

ッ
チ
。

ア
レ
、
ず
る
―
い
、　
一
歩
じ

ゃ
な
い
じ

ゃ
ん
。

え

っ
、
　
一
歩
だ

っ
た
よ
な
。

あ
あ
。

じ

ゃ
い
い
よ
。
見

て
る
か
ら
跳
ん
で
よ
。

■
つ

・ぇ
　
つ
。

ニ ケ 久 ケ 伝 久 ケ 伝 二 伝

刀
を
合
わ
せ
始
め
る
。

久
志
と
ケ
ン
。

ケ
　
　
ン
　
北
辰
（
ほ
く
し
ん
）
一
刀
流
―
　
や
ぁ
ッ
ー

久
　
　
志
　
柳
生
新
陰
（
や
ぎ
ゅ
う
し
ん
か
げ
）
流
！
　
と
ぅ
っ
―

伝
　
　
造
　
す
い
と
ん
の
術
。
…
…
板
壁
の
術
。
…
…
筒
抜
け
の
術
。

ハ
ッ
。

構
え
を
ほ
ど
く
久
志
。

造
　
ダ
ル
マ
…
…
。

人
　
タ
ッ
チ
。
イ

ェ
ー
イ
！

造
　
え
―
、
も
う
ヤ
だ
。
や
り
た
く
ね
―
だ
―

ン
　
勝
て
な
い
か
ら

っ
て
テ
ン
パ
る
な
よ
。

志
　
そ
う
だ
よ
。

造
　
だ

っ
て
勝
て
な
い
ん
だ
も
ん
。

ン
　
お
ま
え
が
ポ
ー
ズ
と

っ
て
ど
―
す
ん
だ
よ
。

志
　
分
か

っ
た
、
こ
れ
で
勝
負
だ
。

ン
　
戦
お
う
ぜ

ッ
ー

人
　
オ
ウ
ッ
ー

入
り
込
も
つ
と

す
る
伝
造
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伝 ケ 久 ニ ケ 久 伝 久

造 ン 志 人 ン 志 造 志

お
い
。

ぬ
ぬ
ぬ

っ
。

忍
法
じ

ゃ
な

い
ん
だ
よ
。
剣
術
。

そ
う
そ
う
、
お
ま
え
が
や

っ
て
る
の
は
、

忍
術
。

俺
た
ち
の
が
剣
術
。

い
い
ね
、
分
か

っ
た
ね
。
力
、
抜
け
る
か
ら
さ
。

お
う
。

伝 久 ケ

ン
　
や

っ
！

志

　
た

っ
―

造
　
忍
法
、
亀
仙
人
。

ひ
と
り

ち
ぢ

ま
る

伝
　
　
造
　
忍
法
、
陰
陽
師
―

（
ひ
と
り
で
変
な
呪
文
）

別
の
構
え
に
入
る
ケ
ン
と
久
志
。

久
志
、
絶
好
調
。

ズ
ブ
バ
シ
ュ
ッ
と
音
が
し
て
、
敗
れ
去
る
ケ
ン
。

ケ
ン
、
去
る
。

ケ

ン
　
や

っ
。

志

　
ス
サ

ッ
。

造
　
忍
法
、
壁
抜

け
。

ハ
ッ
。
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久

久 伝 久 伝 久 伝 久 伝

造
　
お
ま
え
、
昔
は
元
気
よ
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

志
　
ま
あ
ね
。

造
　
最
初
は
元
気
だ

っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

志
　
最
初
は
バ
カ
に
元
気
だ

っ
た
ん
だ
。

造
　
う
ん
う
ん
。

志
　
で
、
最
初
は
バ
カ
で
元
気
で
も
あ

っ
た
。

造
　
で
も
。

志
　
元
気
が
な
く
な

っ
て
、
た
だ
の
バ
カ
に
な

っ
ち
ま

っ
た
ん
だ
。

伝

な
ん
か
か
り
ん
で
る

伝
造

伝 久 ケ

ン
　
や
あ

っ
！

志
　
た
あ

っ
―

造
　
忍
法
、
縄
抜
け
。

ハ
ッ
。

ひ
と
り
で
や
っ
て
い
る
伝
造
。

ケ
ン
と
久
志
は
互
角
の
打
ち
合
い
。

立
ち

つ
く
す
二
人
。



ケ 久   ケ

ケ
ン

出
て
く
る

久  ケ 久 伝 久 伝 久 伝

Ｓ

Ｃ

Ｅ

Ｎ

Ｅ

　

４

　

　

過

去

の

傷

ン
　
四
科
と

っ
て
る
俺
は
さ
、
二
科
の
お
ま
え
と
は
つ
き
あ
え
な
い
ん

だ
よ
。

士
心
　
え
，
・

ン
　
な
ん
だ
よ
、
子
犬
が
す
が
る
よ
う
な
目
を
し
ち
ゃ
っ
て
よ
ぉ
。
そ

れ
で
い
ま
ま
で
施
し
を
し
て
も
ら

っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
が
よ
。
も

う
通
用
な
ん
か
し
ね
え
ん
だ
よ
。
こ
っ
ち
を
見
る
な
―

志
　
そ
う
か
な
？

ン
　
そ
う
な
ん
だ
よ
。
お
ま
え
は
子
犬
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
ん
だ

よ
。
く
や
し
か

っ
た
ら
し
て
み
ろ
よ
、
そ
れ
以
外
の
目
を
よ
。

志
　
こ
う
…
…
こ
う
か
な
…
…
。
こ
う
？

ン
　
ケ
ッ
ー

志
　
伝
造
～
。

造
　
す
ま
ん
久
志
。
じ

つ
は
俺
…
…
。

志
　
知

っ
て
た
よ
、
伝
造
。
凄
く
ア
タ
マ
が
い
い
し
。

造
　
俺
、
隠
れ
四
科
だ

っ
た
ん
だ
。

士
心
　
工
？

造
　
す
ま
ん
。

志
　
や

っ
ぱ
り
な
―
。
二
科
に
頼

っ
て
る
僕
は
ダ
メ
な
ん
だ
よ
な
―
。

で
も
さ
―
。
（
パ
シ
ッ
）
な
ん
か
悔
し
い
な
ぁ
。

ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
な
。
隠
れ
四
科
だ

っ
た
か
。
じ
ゃ
あ
、
ま
さ
か
お
ま
え
。

造
　
あ
あ
、
答
え
は
分
か

っ
て
た
。

志
　
じ
ゃ
あ
僕
に
合
わ
せ
て
ワ
ザ
と
。

造
　
答
え
な
か

っ
た
。

志

　

（
パ
シ
ッ
）
ち
ょ
っ
と
辛
い
な
～
。

ン
　
ヤ
だ
ね
、
見
せ
か
け
だ
け
の
友
情
。
そ
ん
な
友
情
ご

っ
こ
、
大
も

喰
わ
ね

ェ
よ
。
お

っ
と
、
子
犬
の
日
は
ダ
メ
だ
ょ
。
大
、
な
―
し
。

志
　
僕
、
思
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。

人
に
は
何
か
特
別
な
才
能
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

っ
て
。

黄
金
色
に
輝
く
夕
陽
を
見

つ
め
な
が
ら
、
僕
に
は
、
僕
に
し
か
な

い
才
能
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

っ
て
。

人
よ
り
運
動
能
力
が
優
れ
て
る
と
か
、
声
の
質
が
よ
く
て
、
持

っ

て
生
ま
れ
た
声
で
、
人
を
虜
に
し
て
し
ま
う
と
か
。

僕
に
も
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

っ
て
、
思

っ
て

た
。

僕
も
頑
張

っ
て
る
の
に
な
。
僕
も
み
ん
な
と
同
じ
ぐ
ら
い
努
力
し

て
ん
だ
け
ど
な
。
な
ん
で
か
な
？

ン
　
そ
れ
が
セ
ン
ス
の
違
い
な
ん
だ
よ
。

ハ
ー
ッ
ハ
ッ
ハ
ー

ケ
ン
、
去
る
。

久 伝 久 伝 久 ケ 久   ケ 久

い

ろ
い
ろ
動
か
し
て
み
る

ケ
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伝

伝 久 伝

伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久 伝 久

久 伝 久 伝 久  伝 久

久

造
　
ご
め
ん
な
。
…
…
い
ま
ま
で
隠
し
て
た
分
、
俺
は
悪
い
奴
か
も
な
。

つ
―
か
さ
、
俺
ま
だ
隠
し
て
た
こ
と
あ
ん
だ
。
俺
ち

っ
と
も
救
世

主
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
い
ろ
い
ろ
回
っ
て
る
の
も
、
家
が
こ
っ

ぱ
み
じ
ん
に
な

っ
た
か
ら
な
ん
だ
。

士
心
　
え
。

造
　
あ
あ
。

志
　
木

っ
端
微
塵

っ
て
な
ん
で
？

造
　
そ
れ
だ
き
ゃ
あ
訊
か
ね
え
で
く
れ
。
（な
ぜ
訛
る
）

志
　
あ
、
…
…
う
ん
。

造
　
で
、
帰
国
子
女
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

士
心
　
工
，
・

造
　
行

っ
て
た
の
外
国
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

志
　
そ
う
だ

っ
た
の
。
じ
ゃ
ど
こ
？

造
　
高
知
。

士
心
　
え
。

造
　
坂
本
龍
馬
の
ふ
る
さ
と
。

志
　
高
知
、
四
国
か
。

造
　
そ
。
だ
か
ら
、
四
国
子
女
。

志
　
な
ん
で
そ
ん
な
。

造
　
最
初
は
帰
国
子
女

っ
て
言

っ
た
ん
だ
け
ど
、
訛

っ
て
た
の
か
な
。

お
ま
え
が
外
国
外
国

っ
て
言
う
か
ら
冗
談
の
つ
も
り
で
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
。

志
　
外
国
語
は
？
　
あ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
言

っ
て
た
じ
ゃ
な
い
。

造
　
半
分
は
出
ま
か
せ
だ
。
す
ま
ん
。

志
　
そ
う
。

造
　
だ
か
ら
、
元
気
出
せ
よ
。
い
つ
ま
で
も
二
科
四
科
じ
ゃ
ね
ぇ
だ
ろ
。

世
の
中
に
は
、
不
意
に
爆
撃
さ
れ
て
、
路
頭
に
迷

っ
ち
ま

っ
て
る

不
幸
せ
な
人
も
い
る
ん
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
い
じ
け
て
た
ら
、
い

つ
ま
で
も
朝
焼
け
を
見
る
こ
と
な
ん
か
で
き
ね
え
ぜ
。
今
年
、
な

ん
の
年
だ
か
知

っ
て
る
？

士
心
　
え
？
・

造
　

一
九
六
三
年
、
ジ

ョ
ン
・
Ｆ

・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
て

か
ら
４０
周
年
な
ん
だ
。

志
　
な
ん
か
関
係
あ
ん
の
か
。

造
　
あ
ん
ま
り
。

志
　
じ
ゃ
あ
…
…
。
そ
れ
に
。

造
　
そ
れ
に
？

志
　
僕
、
あ
ん
ま
リ
ア
メ
リ
カ

っ
て
国
が
好
き
に
な
れ
な
い
ん
だ
。

世
界
の
警
察
た
る
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
傍
若
無
人
に
も
ほ
ど
が
あ

る
や
り
方
で
平
和
な
社
会
に
恐
怖
を
植
え
付
け
て
き
た
。
そ
れ
で

い
い
の
か
、
本
当
に
。
俺
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
か
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

造
　
分
か
ら
な
い
ワ
ケ
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

志
　
そ
う
。

造
　
で
、
再
会
し
た
と
き
お
ま
え
が
言

っ
た
と
お
り
だ
よ
。
こ
の
た
い

そ
う
な
服
の
下
も
、
じ

つ
は
何
も
着
て
な
い
ん
だ
。

伝 久 伝
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久
　
　
士
心
　
・…
‥
つ
、
辛
い
の
は
僕
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。

久
志
、
頷
く
。

証
拠
を
見
せ
る
伝
造
。

い
ら
ん
わ
、
と
ば
か
り
に
久
志
、
渾
身
の
ビ
ン
タ
。

伝

　

造
　
ア
ウ

ッ
ー

走
り
去
る
二
人
。

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
　
５
　
進
路

ケ
ン
、
入

っ
て
く
る
。

進
路
面
談
に
答
え
て
い
る
感
じ
。

ン
　
は
い
、
私
は
こ
の
ス
ポ
チ
ャ
ン
の
技
能
を
最
大
限
に
生
か
し
、
そ

の
普
及
に
努
め
る
気
持
ち
は
…
…
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
単
に
、
学

生
時
代
の
と
き
だ
け
ス
ポ
チ
ャ
ン
を
極
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
だ

け
で
す
。

刀
を
振
る
。

…
…
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
段
と
か
級
が
授
与
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
よ

っ
て
、
優
秀
者
に
は
ジ

ェ
ッ
ト
ボ
ー

イ
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
叶
わ
な
い
奴
は
チ
ェ

リ
ー
ボ
ー
イ
。

ジ

ェ
ッ
ト
ボ
ー
イ
め
ざ
し
て
、
出
来
る
限
り
許
さ
れ
た
時
間
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

俺
、
久
志
に
話
し
た
ん
だ
。

何
を
。

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゼ

ロ
の
こ
と
。

、グ

ラ

ウ

ン

ド

‥
‥
‥
。

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
跡
地
。
爆
心
地
だ
。

こ
こ
だ
け
は
ホ
ン
ト
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ガ
レ
キ
の
山
も
片
づ
け
ら
れ
た
。
何
も
な
い
。

で
も
あ
れ
か
ら
二
年
た

つ
っ
て
の
に
、
ま
だ
煙
が
く
す
ぶ

っ
て
る

気
が
し
た
。

目
を
閉
じ
て
耳
を
澄
ま
す
と
、
助
け
を
求
め
る
人
々
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
気
が
し
た
。

俺
の
人
生
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

っ
て
思

っ
た
。

２１
世
紀
に
な

っ
て
も
、
戦
火
の
耐
え
な
い
世
界
に
な
る
な
ん
て
、

考
え
た
く
な
か

っ
た
。

ケ

ケ伝 ケ 伝 ケ 伝

ン

ゆ

く
り
と
入

て
く
る
伝
造

造 ン 造 ン 造
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久 ケ 久 ケ 久 伝 ケ  久

伝 ケ 伝

伝
造

ア

ン

パ

る

ケ 伝 ケ  伝 ケ 伝 ケ 伝  ケ

久 ケ 久 ケ  伝 久 ケ  久 伝

ン
　
同
情
な
ん
か
す
る
よ
り
、
自
分
の
地
に
足
を

つ
け
た
、
人
生
の
ビ

ジ

ョ
ン
を
極
め
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。

造
　
久
志
な
ん
だ
け
ど
。

ン
　
あ

ン
？

造
　
俺

の
話

に
い
た
く
共
鳴
し
て
ね
。

ン
　
い
い
こ
っ
た
。

造
　
俺

は
そ
ん
な

つ
も
り
は
な
か

っ
た
ん
だ
。
た
だ
単
に
励
ま
そ
う
と

し
た
だ
け
な
ん
だ
。

で
も
、
行
く

っ
て
い
う
ん
だ
。

ン
　
ど

こ
へ
。

造
　
イ
ラ
ク
。

ン
　
何
？

志

　

（
ぶ
つ
ぶ
つ
）
…
…
ボ
ス
ニ
ア
、
…
…
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
、

ホ
メ
イ
ニ
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
。

ン
　
次
（士
心！

造
　
ど
う
し
た
ん
だ
久
志
―

志
　
あ
あ
、
お
ま
え
ら
か
。

ン
　
ス
ポ
チ
ャ
ン
ど
う
す
る
ん
だ
。

志
　
決
め
た
―
　
俺
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
！
　
戦
場
に
行
く
。

ン
　
バ
カ
か
、
お
ま
え
。
い
っ
た
い
何
が
で
き
る

っ
て
ん
だ
あ
！

志
　
救
う
ん
だ
。
世
界
を
。

造
　
待
て
よ
―

志
　
イ
ラ
ク
は
ど
う
す
ん
だ
。
罪
も
な
い
イ
ラ
ク
の
人
々
を
殺
し
た
ん

だ
ぞ
ァ
メ
リ
カ
は
―

ン
　
だ
か
ら

っ
て
イ
ラ
ク
に
な
ん
か
。

志
　
も
う
決
め
た
ん
だ
。

造
　
そ
り
ゃ
た
し
か
に
俺
は
お
ま
え
に
話
し
た
よ
。
そ
う
い
う
事
実
が

あ
る

っ
て
こ
と
は
さ
。
で
も
、
実
行
す
る
奴
な
ん
か
い
な
い
ぜ
。

ン
　
フ
ケ
分
か
ら
ん
。

志
　
ワ
ケ
っ
て
お
ま
え
、
な
ん
で
あ
の
子
好
き
な
ん
だ
？

ン
　
え
？

志
　
誰
か
好
き
に
な
る
の
に
、
理
由
が
要
る
か
？
　
理
由
な
ん
か
な
く

た

っ
て
、
ヒ
ト
は
誰
か
を
好
き
に
な
る
。

伝
造
、
遠
く
を
見
て
い
る
。

ケ
　
　
ン
　
ん
？
　
お
い
お
ま
え
何
、
和
ん
で
る
ん
だ
よ
。

造
　
フ
ガ
ー
．

ン
　
あヽ
ン
？

造
　
い
、

い
や
、
恋
愛
と
行
動
す
る
こ
と
は
別
だ
。

ヒ
ト
を
好
き

に
な

る
の
に
理
由
は
な

い
か
も
し
れ
な

い
が
、
戦
場

に
行
く
の
に
は
そ

ゆ

り
l

り
と
現
れ
る
久
」」

何
か
ぶ
て)

遮ゞ

て〉
‐

1)

おゞ

や
い
て
い

る
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久  ケ 伝 久  伝 久 伝 久 伝 久 ケ

久 伝   久 伝   ケ 久 伝   久   ケ

久 ケ 伝 久 ケ

れ
相
応
の
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
。

ン
　
そ
う
だ
。
お
ま
え
、
他
に
や
る
こ
と
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。

志
　
何
だ
よ
。

造
　
親
御
さ
ん
だ

っ
て
何

つ
っ
て
た
。

士
心
　
　
工
？
・

造
　
話
し
た
ん
だ
ろ
、
学
校
や
め
て
行
く

っ
て
。

志
　
あ
あ
。

造
　
言
わ
れ
た
だ
ろ
。
学
校
や
め
る
こ
と
な
ん
か
な
い
。
卒
業
し
て
か

ら
だ

っ
て
遅
く
な
い
っ
て
。

志
　
ピ
ン
ポ
ン
、
正
解
。
よ
く
分
か
り
ま
ち
た
ね
～
。

造
　
て
め
え
、
な
め
て
ん
の
か
。

ン
　
誰
だ

っ
て
そ
う
言
う
に
決
ま

っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
大
学

へ
も
行

か
な
い
で
未
成
年
の
お
ま
え
に
何
が
で
き
る
っ
て
ん
だ
。

志
　
関
係
な
い
っ
ス
。
被
害
に
あ

っ
て
る
の
は
、
俺
ら
よ
り
も
年
下
の

子
ど
も
た
ち
な
ん
ス
か
ら
、　
一
刻
も
早
く
行

っ
て
や
ん
な
き
ゃ
な

ん
ね
え

っ
ス
。

ン
　
だ
か
ら
他
に
や
る
こ
と
が
い
く
ら
で
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。

志
　
何
。

造
　
百
歩
譲

っ
て
自
衛
隊
に
入
る
と
か
な
ら
ま
だ
分
か
る
よ
。

ン
　
募
金
と
か
、
間
に
合
う
ぜ
。
歳
末
助
け
合
い
に
。

志
　
だ
か
ら
、
カ
ネ
だ
け
出
し
て
血
を
流
さ
な
い
こ
の
国
は
嫌
い
な
ん

だ
よ
。
雀
の
涙
程
度
の
カ
ネ
で
、
何
が
変
え
ら
れ
る

っ
て
言
う
ん

だ
。
あ
ぁ
ン
？
　
何
か
変
え
ら
れ
る
と
思
う
？

ン
　
思

っ
て
な
い
よ
。
だ
か
ら
さ
、
お
ま
え
自
身
が
そ
ん
な
こ
と
し
た
っ

て
。

志
　
マ
ス
コ
ミ
に
は
宣
伝
し
た
よ
。
日
本
の

一
少
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
傭
兵
部
隊
に
。

造
　
備
兵
？
　
傭
兵
に
な
ん
の
か
！

志
　
あ
あ
。
俺
が
池
に
石
を
投
じ
る
ん
だ
よ
。
波
紋
を
起
こ
す
ん
だ
。

ン
　
そ
ん
な
、
お
ま
え
自
身
が
石
に
な

っ
て
、
ど
う
す
ん
だ
よ
。
沈
ん

じ
ま
う
だ
け
だ
ろ
、
石
な
ん
て
。

造
　
こ
い
つ
意
地
ん
な

っ
て
ん
だ
よ
。
な
、
そ
う
だ
ろ
。

志
　
な

っ
て
ね
え
よ
。
理
不
尽
な
巨
大
な
権
力
に
対
す
る
怒
り
に
か
ら

れ
、
正
義
に
燃
え
て
る
だ
け
だ
。

造
　
だ
か
ら
正
義

っ
た

っ
て
な
あ
。

志
　
俺
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
は
無
限
だ
。
そ
れ
だ
け
の
力
は
あ

る
は
ず
だ
。
俺
は
気
に
入
ら
な
い
ん
だ
。
我
慢
が
な
ら
な
い
ん
だ
。

ぬ
く
ぬ
く
と
惰
眠
を
む
さ
ば

っ
て
る
奴
ら
が
。
俺
は
小
学
校
の
卒

業
ア
ル
バ
ム
に
こ
う
書
い
た
。
「
こ
の
世
か
ら
戦
争
を
な
く
し
た

い
。
こ
の
世
の
辞
書
か
ら
戦
争
と
い
う
こ
と
ば
を
な
く
し
た
い
」

と
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
。
そ
の
と
き
の
自
分
に
返

っ
た
だ
け
だ

よ
。
そ
し
て
ス
ポ
チ
ャ
ン
を
生
か
す
ん
だ
。

造
　
そ
ん
な
。

志
　
ス
ポ
チ
ャ
ン
を
活
か
せ
る
道
が
見

つ
か
っ
た
ん
だ
。

造
　
た
だ
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
じ
ゃ
ね
え
か
。

志
　
俺
は
誇
り
を
持

っ
て
る
。

久 伝 久 伝
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伝久久伝 ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 伝 ケ

ケ 久  ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久 ケ 久

ン 志

ケ

　

　

ン 造
　
竹
槍
で
飛
行
機
を
落
と
そ
う
と
す
る
よ
う
な
も
ん
だ
ぜ
。

志

　

（胸
を
押
さ
え
）
こ
こ
だ
よ
。
気
持
ち
だ
よ
、
す
べ
て
は
。

ン
　
分
か

っ
た
よ
。

造

　

（
ケ
ン
に
）
お
い
。

ン
　
お
ま
え
の
決
意
は
分
か

っ
た
。

で
も
な
。

志
　
な
ん
だ
。

ン
　
ど
け
！

志
　
や
だ
。

ン
　
ど
け

ッ
ー

志
　
…
…
は
い
。

ン
　
こ
こ
に
世
界
地
図
が
あ
る
と
す
る
。

宙
を
舞
う
。

士
心
　
え

。

造
　
何

ッ
。

虚
空
に
世
界
地
図
を
描
き
出
す
ケ
ン
。

か
、
こ
こ
が
ァ
メ
リ
カ
大
陸
。
太
平
洋
を
挟
ん
で
、
こ
っ
ち
　
　
　
　
久
　
　
志

が

ア
ジ

ア
。
そ
し

て
こ
こ
が
い
ま
俺
た
ち
が
足
を
踏
ん
張

っ
て
る

日
本
だ
。

ジ

ャ
パ

ァ
ー
ン
。

（
キ

ッ
ー
）
…
…
―

ご
め
ん
、

つ
い
。

で
、
イ
ラ
ク

っ
て
ど

こ
に
あ
ん
だ
よ
。
ど
こ
に
あ
る
か
示
し

て
み

ろ
。

え
。

さ
あ
。

ん
―
、

こ
こ
。

そ
こ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
あ
た
り
だ
な
。

（
も

っ
と
上
）
は
い
。

そ
こ
ま
で
い
く
と

ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
だ
な
。

こ

こ

。

モ
ス
ク

ワ
。

こ

っ
ち
か
。

モ

ン
ゴ

ル
。

こ

こ

。

上
海
。
…
…
シ
ベ
リ
ア
特
急
に
乗

っ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

ほ
ら
ほ
ら
自
分
が
助
け
に
行
く
ん
だ
ろ
。

ぬ
ぬ
ぬ
―
。

い
い
か
、
赤
道
は
こ
の
ラ
イ
ン
。

じ
ゃ
、
こ
こ
だ
。

立
ち
‐つ

く
す
久
」」

ン 造 人 造

ケ 伝 二 伝

ン 志 ン 志 ン 志 ン 志 ン 志 ン 志
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ケ 伝 久 ケ

久
」=

か
な
り
上
の

ほ

つ

を
才旨
す

ン 造 志 ン

ケ 久 ケ 久 ケ 伝 久 伝  ケ 伝 久  伝 久 伝 久 伝

ケ ニ ケ 伝 ケ 伝 ケ 伝 久 ケ 久久

南
極
だ
ろ
。

″〈
士
心―
・

ラ

ス

ト

チ

ャ
～

ン

ス
ー

志
　
ふ
ぬ
っ
！

ン
　
そ
こ
は
北
極
―

志
　
か
ぁ
―
っ
！

造
　
こ
れ
で
ま
じ
め
に
や

っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
怖
い
。

ン
　
お
ま
え
。

造
　
こ
こ
。
（指
す
）

ン
　
惜
し
い
。
そ
こ
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
。

造
　
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ン
　
お
ま
え
ら
や
っ
ぱ
駄
目
な
。

人
　
く
―
．

ン
　
戦
場
な
ん
て
の
は
、
条
件
の
悪
い
職
場
の
三
Ｋ
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ

な
い
。
暗
い
、
汚
い
、
危
険
の
極
致
な
ん
だ
。
南
極
と
イ
ラ
ク
の

区
別
も

つ
か
な
い
よ
う
な
奴
に
、
ど
う
し
て
世
界
平
和
が
守
れ
る

ん
だ
。

志
　
あ
あ
―
…
…
。

ひ
ざ
ま
ず
く
久
志
。

造
　
久
志
、
俺
も
そ
う
思
う
よ
。

志
　
俺
は
中
学
受
験
の
と
き
二
教
科
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
性

も
理
性
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
に
適
応
で
き
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
で
も
、
そ
ん
な
僕
で
も
。

造
　
そ
う
だ
よ
、
デ
モ
だ
よ
デ
モ
。

志
　
デ
モ
？

造
　
デ
モ
を
す
り
ゃ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
プ
ラ
カ
ー
ド
持

っ
て
、
戦
争

ハ
ン
タ
ー
イ
つ
て
さ
。

志
　
反
対
？

造
　
や
ろ
う
ぜ
、
日
本
で
。
そ
れ
な
ら
協
力
で
き
る
。

ン
　
デ
モ
デ
モ
言

っ
て
る
奴
は
デ
モ
す
り
ゃ
い
い
。

ハ
イ
ハ
イ
言

っ
て

る
奴
は
這
い
つ
く
ば

っ
て
り
ゃ
い
い
ん
だ
。

造
　
ま
ず
は
沖
縄
。
基
地
問
題
だ
よ
。

志
　
で
も
僕
。

造
　
な
、
そ
う
だ
ろ
。
デ
モ
だ
よ
。

ン
　
大
体
、
青
は
進
め
、
赤
は
止
ま
れ
、
黄
色
は
、

志
　
伏
せ
ろ
。

ン
　
な
ん
て
言

っ
て
る
奴
が
だ
よ
。
世
界
を
救
う
こ
と
な
ん
か
で
き
な

い
っ
て
。

だ
ろ
。

志
　
い
や
、
僕
の
気
持
ち
は
た
だ
ひ
た
す
ら
い
ち
ず
に
。

ン
　
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
か
。
じ
ゃ
、
こ
っ
ち
で
勝
負
し
よ
う
。
そ
れ

ほ
ど
言
う
な
ら
、
俺
を
倒
し
て
か
ら
行
け
。
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造
　
ス
ポ
チ
ャ
ン
か
。

ン
　
あ
あ
。

志
　
俺
も

い
つ
ま
で
も
今
ま
で
の
僕
じ

ゃ
な
い
。
僕
も
、
僕
だ

っ
て
。

ン
　
最
後

の
稽
古
か
ら
何
日
た

っ
た

っ
て
ん
だ
。
三
日
ぐ
ら
い
じ

ゃ
な

ヽ

カ

志
　
男
子
三
日
会
わ
ざ
れ
ば
訓
目
し
て
見
よ
―

ン
　
ほ
う
。
す
ぐ
片
づ
け
て
や
る
ぜ
。
見
届
け
て
く
れ
よ
。

造
　
あ
あ
。

ン
　
い
い
か
。

ハ
ン
デ
ィ
は
や
る
。
三
本
勝
負
の
う
ち
、
１
本
で
も
と

れ
ば
、
お
ま
え
の
思
い
通
り
に
し
て
や
る
。

志
　
あ
あ
。

造
　
よ
し
、
準
備
を
。

伝
　
　
造
　
始
め
！

ン
　
な
、
言

っ
た
だ
ろ
。

志
　
ま
だ
ま
だ
、
も
う

一
本
。

臆
せ
ず
向
か
う
久
志
。

鍔
迫
り
合
い
。

大
き
く
振
り
か
ぶ
る
ケ
ン
。

久
志
の
裂
吊
の
気
合
い
。

久

　

志

き

ぇ
―

っ
。

造

　

一
本
！
　
や

っ
た
な
久
志
。

志
　
あ
あ
。

造
　
す
ご
い
ぞ
。

ン
　
コ
ッ
プ
か
ら
水
が
こ
ば
れ
た
よ
う
だ
な
。

志
　
あ
あ
。

ン
　
そ
の
ス
ピ
ー
ド
．
臨
界
点
を
超
え
た
わ
け
だ
。

志
　
臨
界
点
？

造
　
臨
界
点
ね
。

志
　
知

っ
て
る
の
か
。

造
　
あ
あ
、
ひ
と

つ
の
も
の
が
別
の
も
の
に
な
る
瞬
間
の
こ
と
だ
よ
。

ン
　
お
ま
え
は
別
の
も
の
に
変
身
し
た
ん
だ
。
超
え
た
ん
だ
よ
、
臨
界

点
を
、
さ
。

志
　
…
…
あ
あ
。

久
志
、
立
ち

つ
く
す
。

久  ケ 伝 久 伝 久 ケ 久 ケ 伝 久 伝

伝 久  ケ 伝 ケ 久  ケ 久 ケ 伝

久
」」

月同
を
射
抜
く

久 ケ

ケ
ン

ぬ
お

お
お

と

立
つ

簡
単
|こ

本
先
取
す
る
ケ
ン

ケ
ン

に

向
か
つ
久
」」
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Ｅ

Ｐ

Ｉ

Ｌ

Ｏ

Ｇ

Ｕ

Ｅ

冒
頭
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
る
。

ア

ナ
　
椅
子

ヲ
調
節
シ
テ
下
サ
イ
。

…
…
目
線
ヲ
決
メ
テ
下
サ
イ
。

音
楽
。

ア

ナ
　
オ
ー
ル

・
ク
ル
ー
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
ｏ
プ
リ
ー
ズ
。

オ
ー
ル

・
キ
ャ
ス
ト
、
テ
ン
シ
ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
０

一
速
、
前
進
。

二
速
、
加
速
。

三
速
、
上
昇
。

指
を
つ
き

つ
け
、
笑
顔
で
出
て
い
く
久
志
。

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
駆
け
て
い
く
。

時
間
が
た

つ
。

２５
歳
。

そ
し
て
、
二
〇

一
〇
年
、
久
志
が
帰

っ
て
く
る
。

自
信
が
み
な
ぎ
る
久
志
の
姿

雄
々
し
く
。

サ
ン
ダ
ー
ス
ト
ー
ム
。

志
　
正
義
な
き
力
は
無
能
な
り
、
力
無
き
正
義
も
ま
た
無
能
な
り
。
聞

こ
え
る
、
女
、
子
ど
も
の
叫
び
声
。
行
く
ぜ
、
火
の
中
、
水
の
中
。

神
宮
司
久
志
―
　
カ
ム
バ
ッ
ク

・
ト
ゥ
ー

・
ジ
ャ
パ
ァ
ー
ン
ー

ポ

ー
ズ
。

ケ
　
　
ン
　
お
帰
り
。

伝
　
　
造
　
お
帰
り
。

久
　
　
士
心
　
た
だ
い
ま
参
上

ッ
。

二
人
、
リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
カ
ン
カ
ン
カ
ン
と
刀
を
合
わ
せ
る
。

そ
の
ま
ま
、
流
麗
な
立
ち
回
り
と
な
る
。

う
な
る
剣
。

避
け
て
は
よ
け
、
よ
け
て
は
打

つ
。

そ
れ
ま
で
、
彼
ら
を
見
守

っ
て
い
た
は
ず
の
神
社
の
鈴
。

成
長
し
た
彼
ら
を
祝
う
、
く
す
玉
の
よ
う
に
割
れ
る
。

二
人
、
満
面
の
笑
み
。

幕

〈
解
説
〉

八
月
に
上
演
し
た

『
臨
界
点
の
ジ

ェ
ッ
ト
ボ
ー
イ
』
を
高
校
の
大
会
に
出

す
た
め
書
き
直
し
た
。
登
場
人
物
を
二
人
に
減
ら
し
、
自
転
車
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
に
ア
イ
テ
ム
を
変
更
。
タ
イ
ト
ル
も

『
ス
ポ
チ
ャ
ン
』
と

し
た
。

久
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風が心地いい。料理は、麺か粥しかなさそうなので、粥を注文。セットにするかと聞いてき

たのでそれにしたら、 しょっぱい卵 (ア ヒルの卵)と ピーナッツなどがのった皿がついてき

た。一人10元。食事時間のピークをすぎたのか、乗務員も朝食を食べていた。 (写真 21)

10時30分 上海駅到着。
*今回の旅行を手配した銭さんと落ち合う場所に通 じる階段が工事中だったので、場所を変更。

無事会えた。新井氏と向氏はそのまま駅近くのバスターミナルから高速バスで寧波に行くこ

とになっていた。私は新井氏の荷物を復旦大学の寮に届け、そのまま空港に向かい北京へ行

くので、上海駅で別れた。

その後、わたしは新井氏の荷物を復旦大学に届け、タクシーで虹橋空港に行き、4時の北

京行きに搭乗した。ところが、夕方北京が雷雨となったようで、いったん離陸した飛行機が

2時間後ふたたび上海にもどるというアクシデントに遭遇 した。 しかし、何とかその日のう

ちに北京にたどり着けた。北京では予定通り用事をすませ、友人たちとも再会でき、 11日

に帰国 した。

私にとって今回の福建省・ 江西省訪間は、中国における水上交通の重要さを気づかせてく

れるものとなった。私たちはどうしても日常生活の経験から生まれたイメージをもとに未知

の社会の事象や風景を想像しがちだ。環境やスケールのちがう中国社会に何度も足を運んで

いるにもかかわらず、無意識のうちにこうしたイメージで捉えようとしてしまう。私が今ま

でイメージしていた河川交通で使われる船の姿が、今回見た宋代輸送船の船底部分から復元

できるものとスケールにおいても大きく異なっていることに愕然としたとき、「勝手に作り

出した」イメージというものがなかなか抜き去りがたいことに改めて気づいた次第である。

異なる社会を正確に見つめることの難しさを感じた。

また今回の踏査旅行は中国の普通の人々といろいろなことを話す貴重な機会が多かった。

夏門― 景徳鎮間の列車での会話や、アクシデントで上海にもどった機内で見た中国人同士

の口論の場面の迫力、隣り合わせた乗客に相談し、なんとか北京にたどりついたことなどで

ある。そうした中で感 じたことは、中国社会の「近代化」がインフラ整備や貿易額の拡大と

いったハードな部分にとどまらず、確実に日常生活のなかに浸透しつつあるということであっ

た。今後、中国社会の変質がどこまですすむのか、そして生活の「近代化」は中国人の価値

観の変質をもたらすのか否か、興味は尽きない。機会が得られるうちは中国に足を運び、自

分の日で見つめてみたいと思っている。

2004年 9月 成稿

※ 新井氏は2004年 9月 に帰国されている。
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た。この楊梅亭付近には登り窯も見えた。

最後に、街に近いところにある湖田古窯遺跡をみた。ガイドブックや地図には「湖田古窯

遺址陳列館」となっているが、チケットは「景徳鎮民窯博物館」とあった。

近くまで来たが道路工事中だったので、下車し博物館前まで歩く。 しかし、門は閉まって

いて、チケット売り場もない。戚さんが聞いてみると、門の横の土産店でチケットを売って

いた。一人20元。チケットを購入し、中に入った。老人が展示館の鍵を開けてくれた。

説明文を読んだ後、発掘された宋～元時代の製造所と窯跡を見学する。中国のこの手の博

物館は、発掘現場をそのまま囲って展示場にしてあり、結構 リアルにみえる。製造所跡は、

いくつかの作業工程が集まってグループを作っている形をなしているのが特徴か。 (写真 20)

次の展示場は窯跡で、宋元時代に使われていた「馬蹄窯」跡があった。ここも発掘したも

のをそのまま展示 してあり、磁器の破片なども残っていた。

15時  ホテルヘもどる。
*すでにチェック 0ア ウトしているので部屋には入れず、ロビーの喫茶店で休んだ。その後、

戚さんに泉州で買った陶器を見てもらった。

17時 ホテル出発。

17時 20分 景徳鎮駅到着。接待所で待機。

5時50分  改本L

*列車は鷹渾から上海にいく列車だった。6時03分発というので大丈夫かと思ったが、一番近

いホームだったので、十分間に合った。今回は一等寝台車。4人部屋で、一人中国人が同室

することとなった。前の寝台車に比べて確かにきれいだが、静かで、どことなくよそよそし

い感じがした。前の二等寝台車のにぎやかさが妙に懐かしく感じた。

出発 してからまもなく、同室する中国人が入ってきたが、彼は数人のグループのひとりで、

あぶれたらしく、最初から話をする気がなかったようだ。われわれとはまったく会話がなかっ

た。静かなうちに列車は東へ向けて走る。

8月 9日 (月 )

5時40分 起床。
*目覚めてまもなく南京駅に到着した。2年ぶりに見る南京だった。

8時 朝食。
*ち ょうど隣の車両が食堂車らしく、コークスを車両の端に積み上げ、傍らで料理している厨

房が見えた。そこで、3人で食事をすることになった。冷房はなく全開の窓から入ってくる
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8月 8日 (日 )

7時 起床。

7時40分 朝食 (粥 2杯 )。
*昨晩から少々腹痛をおぼえる。疲れがたまっているという感じがする。大体中国に来ると体

調は 5日 目くらいが最悪で、それを過ぎると慣れてくるのがいつものパターである。 この

日もそのような状態だった。

9時出発。景徳鎮陶資館見学。
*景徳鎮陶資館はホテル前の公園を出てすぐのところにあるので、いくらも車に乗らないで到

着 した。ここは陶磁器の博物館で、景徳鎮陶磁器の変遷がわかる。戚洪さんの説明で、染付

けの名称の違いや、瓶形の名称などを教えてもらった。この中の販売部で「陶資習俗」とい

う本をかった。

10時 文物商店のぞく。

10時20分 景徳鎮佳洋陶資有限公司で買い物。
*こ の製造兼販売店がどの辺にあるのか、場所がよく分からないが、有名な景徳鎮磁器の妨製

品を販売 していた。

12時前 ホテルにもどり昼食
*3人 ともあまりお腹の調子がよくなさそうなので、野菜類を中心に注文する。おかず 3品
とご飯、粥で33元。

13時 再度出発。東に向かう。
*午後は戚さんの案内で、東南郊外にある磁器の土の製造現場と元明時代の窯跡を見学 した。

景徳鎮磁器の原料はカオリン (高嶺)であるが、実際のカオリンは主に長石類岩石を砕い
たものと泥を混ぜて作ったもので、今回は磁土製造場を見た。製造場といっても、それは南

望石鳩という山中の集落地区にある水車小屋だった。 しかも屋根だけある施設。2台 の水車

で粉を挽 くように、砕いたカリオンの小石を粉状にするのだ。水車の隣に水槽のようなもの

がある。戚さんによると、泥を入れて沈殿させ (何回か繰り返す)、 挽いた石と混ぜ合わせ

るそうだ。 (写真 17・ 18019)

昨日の景徳鎮古窯陶資厭見学で磁土に触らせてもらい、その滑らかさに驚いたが、そこま

で石を粉状にするのは、かなり時間のかかる作業だということがわる。水車を利用する理由

もこの辺にあるようだ。

何軒かの水車施設を見ながら、さらに山中をすすみ、採掘場を見た。その後、同じ道を引

き返し、途中にあった (楊梅亭)景徳鎮陶資芸術苑で、五代～宋元の窯を復元した施設を見
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*ホ テルは景徳鎮賓館 (合資)。 街の北にあり、ホテル前の公園はなかなか趣があるが、部屋

は地方のホテルの普通ランクといったところか。三ツ星。

12時 25分 ホテル2階のレストランで昼食 (麺を注文)。

13時  ホテル出発。

13時 10分 龍珠閣見学
*最初に訪ねた龍珠閣は明清時代の官窯のあったところで、窯跡から見つかった破片を接合 し

て復元した磁器を展示 していた。4階建ての最上階に上ると官窯の敷地を戚さんが教えてく

れた。戚さんが示してくれた場所をみると、数百メートル四方のかなり広い範囲になり、官

窯工廠はかなり規模が大きかったことがわかる。

戚さんは、陶磁器を収集したり、窯跡をたずねたりするのが趣味だそうで、相当に窯業や

焼き物に詳 しく、大いに勉強になった。

2時30分 景徳鎮古窯陶資博覧区見学。
*こ の施設は一種のテーマパークで、景徳鎮の中心から西に向かい、昌江を渡ったところにあ

る。最初に入ったのは景徳鎮古窯陶盗廠で、ここでは磁器の製造工程を見学 した。職人が輛

轄を木の棒で回しながら造形し、次に整形をする。釉薬をかける工程などをみた。その後、

窯を見学。最近はガスを使って焼くが、かつては松の薪で焼いたそうで、ここではそれを再

現し、年一回窯入れをしているとのことだった。 (写真 15016)

窯の見学の後、販売部で小休止 し、次に敷地内の清代の邸宅を見て、見学を終了した。

17時  ホテル着。部屋にもどる。

18時夕食

*景徳鎮では食事はすべて泊まったホテルのレストランで取った。かなり疲れていたし、ホテ
ル周辺は公園でレストランがなかったので、考えてみれば一番よい形だったかもしれない。

ただし、それほどうまくはなかった。食事代はその場で支払う。3人で昼食時のビール代 も

含め127元だった。

20時 食事を終えて部屋にもどり、そのまま寝込んでしまった。
*毎 日暑いなか見学するので、着るものが次第になくなっていく。 どこも 1泊ずつなので、
なかなか洗濯できないのが悩みだった。
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ンパートメント様式になっていて、 1ボ ックス6人で、左右にそれぞれ上・中・下 3つ の寝

台がついている。廊下とボックスを区切るドアはない。

出発して30分 くらいすると、列車の窓からバナナ畑の広がる景色が見えた。珍 しいので

写真を撮っていたら、同じボックスにいた中国人が話しかけてきて、それから拙い中国語と

筆談を併用しながら、さまざまなことを話 した。彼らは停車した駅で窓越 しにバナナを買っ

てくれた。美味だった。途中からやはり同じボックスにいる女性も加わってかなりにぎやか

に過ごした。彼女は帰省するところで、故郷は貴州省の省都貴陽の付近の凱里という所だそ

うだ。彼女はミャオ族という少数民族の人だった。他の 2名 の男性は景徳鎮の手前の万年

県という地の出身者で、仕事の関係で夏門と万年県をよく行き来しているとのことだった。

夢中になって話 しているうちに 8時か 9時ごろになり、電気が消されたので、そのまま寝

てしまった。

8月 7日 (土 )

6時 起床。
*慣れていないせいか、熟睡はできなかった。 トイレに行き顔を洗う。 トイレは思ったよりも
丁寧に使ってあり、驚いた。ごく普通の地方の庶民のほうが、よほどマナーがいいのではな

いか、などと考えてしまう。同室の中国人がすでに起きていて、早 くも話し始める。中国人

の話好きは相当のものだ。

王 (ミ ャオ族の女性)さ んも起きてきて再び話をする。前日の話では、彼女は今上海で仕

事をしているが、仕事とは別にミャオ族の文化を紹介する活動もしていて、上海博物館に展

示 してある民族衣装の飾りつけに行ったりしているそうだ。そんな話から、持っている銀製

のブレスレットをみせてくれ、できれば日本でもミャオ族の文化を紹介しもらいたい、といっ

てブレスレットをプレゼントしてくれた。最初躊躇したが、知り合った記念にということな

のでいただいてきた。彼女は「鷹渾」という駅で下車 した。そこで貴陽行きに乗り換えて凱

里まで帰るのだが、あと40時間くらいかかるという話だった。 (写真 14)

その後は同室の中国人二人と話す。台湾問題を切り出したら話が止まらず、 30分 は一人

でしゃべり続けていて、こちらも相当疲れた。

終点の景徳鎮につくころには乗客はほとんどいなくなっていた。

11時 30分 景徳鎮着。ガイドさんと合流。ホテルヘ直行。
*今度のガイドさんは戚洪さん。女性で、後でわかったことだが、埼玉大学に留学 していたこ

とがあるとのこと。 しかも、友人が獨協大学にいて、戚さん自身獨協大学の経済学部のゼミ

に出ていた経験があり、新井氏の顔を知っていた。そのため、新井氏と駅で会ったとき、びっ

くりしたといっていた。そんなことで急に話題が増えていった。

12時  ホテル着。チェック・イン。

(43)



20時過ぎ ホテルヘもどる。入浴、就寝。

8月 6日 (金 )

6時 起床。

7時 朝食 (粥、野菜炒め、豆乳など)。

9時ホテル出発。

9時50分  コロンス島着 見学。
*初 日に訪れた公園から渡し舟に乗って、5分でコロンス (鼓浪嶼)島についた。夏門島の西
南に位置するコロンス島は、面積 1.78平方キロメートルの小島である。 しかし、南京条約に

よる開港後の1902年、ここに共同租界が設けられ、領事館・病院 0教会などが建てられた。

したがって、島全体がいまでも西洋風の町並みを残している。

到着後、徒歩で日本領事館・ イギリス領事館・ オランダ領事館などの建物をみて回った

(日本領事館が一番大きい。現在は夏門大学の教員の寮になっている。 写真 13)。 さらに、
共同租界時代の建物の残る路地を通り抜け、洋館の立ち並ぶ中を通って、夏門博物館に行っ

た。特に目新 しい展示物はなかったが、日本領事館に関するものがあった。

11時 30分 昼食。
*11時過ぎコロンス島からもどり、少し早い昼食をとる。市内の飲茶店にいき、ゆっくり昼

食をとる (料金は記載漏れで不明)。

14時 夏門駅前到着。
*列車は15時40分発。景徳鎮まで20時間の旅となるので、駅に隣接するショッピングセンター

で食料を買い出し。暑いので、なるべく保存がきき、腹に負担が少ないものということで、

果物とパンを買い込んだ。買い物後、5階の喫茶店で時間をつぶす。

日本では、いわゆる「喫茶店」はだいぶ減ったが、最近の中国では若い人が珈琲などを飲

むようになったせいか、喫茶店が逆に増えてきている。この店もそのような店の一つで、映

画関係の雑誌をたくさん置いていた。

15時 20分 夏門駅に入る。

15時47分 夏門駅発。
*ガイドの朗さんがホームまで来てくれた。観光客はほとんど利用しないので気をつけるよう

に言われる。座席は 2等寝台「硬臥」だった。定刻よりやや遅れて出発。寝台車の中はコ
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7時 朝食 (粥、野菜炒めなど)。

8時30分  ホテル出発。

9時 后渚港見学。
*「泉州に来たからには港を見よう」という新井氏の提案にのって泉州港を見る。許可は取ら

なかったが、事情を話 したら入れてくれた。ただ、現在は夏門の方が貿易港としても大きい

ので、泉州港は緑黄岩などの資材の積み出しが主なようだ。特産の緑黄岩が積んであった。

港の風景を撮る。干潟に、沖縄の船とよく似た、舶先の両側に目が描かれた小船があった。

(写真 11)

10時 市内に戻り、関帝廟と街中散策。
*も との沫門街にもどり、人が集まる廟をみる。祭ってあるのは岳飛だった。その後、昼まで

街を散歩。昨日行った古玩街と、水路をはさんだ向かい側の骨董店街を見る。 (写真 12)

12時 10分 集合、そのまま昼食。
*昼食も、昨日夕飯をたべたのと同じ店に入った。歓待してくれる。麺を食べる。 1人 5～ 6

元だった。

13時  出発。

14時 30分 夏門市にもどり、南普陀寺見学

15時 10分 胡里山砲台見学
*こ の胡里山砲台は1891(清光緒17)年、当時のドイツのクルップ社から購入した28イ ンチ

の大砲を要する軍事要塞で、最近まで使用可能だった (?)と いう説明のついている全長約

14メ ートルの大砲が見もの。数年前に一般公開されたようだ。夏休みということもあり、

混んでいた。それにしても非常に暑い。普段は金門島が見えるということだったが、この日

は見えなかった。

16時 30分  ホテル着、チェック・ イン。
*ホ テルは「金戚飯店」。つい最近オープンしたという感じのホテル。

17時 15分  ホテルロビーで待ち合わせ、外出。
*夕食は3人で食べに行く。ガイドさんに紹介してもらったレストランに行くのに道を間違

え、かなり時間を費やした。あげくのはて、ようやくたどり着いたら、そこはホテルのすぐ

近くにあった。海鮮料理が中心だったが、魚類は注文しなかった。全部で160元 くらいだっ

た。
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展示館をたてるための工事だ」ということだった。(写真 7)

陳列館には昔の周辺の写真が数枚掲げられ、また、概略図があり、当時の市舶司の各施設

の位置が図示されていた。(写真 8)

その後、一人の老人が案内をしてくれるというので、ついていった。市舶司跡は現在、文

字通り住宅街で、民家が密集していた。倉庫跡とか当時の井戸 (現在も使われている)な る

ものを見せてもらった。たしかに何も残っていなかったが、水路の位置はそれほど変わって

はいないだろう。おそらく泉州の港から晋江をさかのばり、さらにこうした水路を通って市

舶司まで往来していたと思われる。(写真 9010)

18時 市舶司跡見学終え、夕食場所をさがす。

18時 50分 チェック・ イン。
*適当な夕食場所が見つからなかったので、とりあえず先にホテルに入った。ホテルは「泉州

華僑大夏」で、清浄寺に近い。

19時 15分  ホテルのロビーで待ち合わせ、夕食をとりに外出。
*ホ テルから除門街という東西に走るメインストリートまで歩いて 3分。深門街に出たら昼

食をとったレストランがすぐわかった。そこで食べるのもつまらないので、少し戻ったとこ

ろに「素食」と書いてあるレストランを見つけた。結構人が入って繁盛しているのでそこに

決めた。席についてから料理を 5・ 6品たのみ、ビール3本を飲んだ。満腹になって全部で

65元は安い。「素食」とは精進料理の意味だが、肉料理もあった。

食事後、散歩がてら「古玩街」に行く。いわゆる古道具屋街で、その中の一軒に入って、

1時間くらい見ていた。この街は小さいわりにこうした店が多い。

22時  ホテルにもどり、24時就寝。

8月 5日 (木 )

5時 起床。

6時30分 散歩。
*ホ テルの前に「闘南書院」という看板を掲げた建物があった。おそらく私的教育施設なので

あろう。ホテルの部屋から建物の中庭が見え、その一角に「夏季絵画養成コース募集」と書

いた横断幕がかかげられていた。壁で隔てられたとなりの公園では「夏季少年武術入門講座」

が開かれていて、「ラジオ体操」ならぬ武術訓練が行われていた。おもしろそうなので、ホ

テルを出て散歩 しながら様子をながめた。
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ある。

展示館は 1階に出土した船底部を展示していて、ちょうど船底の周 りを一周 しながら 2

階に行く形になっている。2階には、同時に出土 したものが展示 してあった。搭載 した荷物

についていたと思われる荷札などがあった。 しかし、何といっても、3重にできている宋代

輸送船の船底部分は立派なものだ。中国の各時代における人的物的移動の状況を考える際に

は、海上貿易はもちろんのこと、河川交通の重要性を考慮に入れなければならないと感じた。

それほどまで宋代の輸送船は構造的にも優れていた。 (写真 4)

15時 15分 海外交通史博物館参観
*車で10分 くらいの移動で海外交通史博物館に着いた。少々疲れたせいもあって、1階の「泉

州港と古代海上交通陳列館」のみ見学した。展示は比較的きれいであったが、ライトが点灯

しないコーナーもあり、よく見えなかった。東晋代の碑と泉州陳氏の墓誌を見た。

東晋時代の樽は、以前に揚州博物館や寧波の天一閣博物館で見たものと同形式のもので、

年号が印刻してあった。2点展示。泉州陳氏墓誌は五代のものか。

1階ロビーで小体止 した後、書籍販売コーナーを覗いて造船関係の書籍を購入 した。そ

こで向氏が居合わせた女性に泉州市舶司跡の所在地を尋ねたところ、すぐに場所を教えてく

れた。ただ、車は入れない上、入日も見つけづらいというので運転手さんに来てもらい、地

図で説明してもらった。謝意をいって、泉州市舶司跡の見学に向かった。

16時30分 泉州市舶司跡見学。
*市舶司とは、唐代から明代まで海港に置かれた官署で、唐代は広州に、宋代には広州・泉州・

明州 (現在の寧波)・ 杭州などにおかれていた。そこでは、港に出入りする船舶の管理、貿

易商税の徴収、外国商人の管理、専売品の購入などを行っていた。その長官は市舶使といい、

初期は知府・知州などが兼任していた、という (『中国歴史大辞典 宋史』)。 その後提挙市
舶司として専任化 していった (『角川世界史辞典』市舶司の項)。 南宋末からその任にあった

アラブ人蒲寿庚のことはあまりにも有名である。その官署跡を訪ねようというのである。世

界史の教科書にも載っている市舶司だが、現在その跡がどうなっているかなどはほとんど記

されていないし写真もない。今回訪れることになって大いに期待 した。 (写真 506)

市舶司跡は市内の中心地を通っている中山南路の水門巷口というところにあった。そこに

行き着くまでに少々時間がかかった。「水文巷」という横丁に車が入るのが無理そうなので、

下車 して歩く。退勤時間でもあり、買い物客と住民で混雑 していたが、少々歩き「竹街」と

いう道にはいり、そのまま進むと水路があり、「鵠鳥橋」という小さな橋を渡って右折 し、

水路に沿って歩くと「宋泉州市舶司遺址」と書いてある真新しい石碑が目に入った。その隣

には陳列館があった。 しかし、決して大きくはない。大体 12・ 3畳 くらいのスペースだ。

われわれ 3人が陳列館とその周辺の写真を撮っていると、老人たちが集まってきた。彼

らの話によると「陳列館の周辺から表通りの中山南路までが市舶司の敷地跡で、今は何も残っ

ていない。 しかし、歴史的に貴重な場所なので市政府に史跡整備の要請をしたが、なかなか

支援が得られない。そこで、自分たちで資金を出し合って建物を立て整備をしている。隣は
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街の南にある天后宮は、娼祖神を祭った廟。娼祖神は海の神として信仰されているとのこ

とで、かつて海上貿易の拠点として唐代以来栄えた泉州にふさわしい信仰の場といえる。建

てられたのは 1196(南宋慶元 2)年で、現存する婿祖廟としては最古のものだそうだ。婦
祖神信仰は、泉州人の海外移住と海外活動の拡大によって各地に広がったようだ。本殿の天

后殿は木造建築で、娼祖神像の前の祭壇やその他の装飾品が台湾の信者からの寄付であるこ

とが銘文でわかり、民間での台湾との往来の盛んなことがうかがえる。そういえば、夏門の

運転手も「今は何でも『開放』の時代。台湾との取引なんて何の問題もないよ」といってい

たことを思い出した。 (写真 1)

本殿の後方に寝殿と日月池があり、寝殿が泉州聞台関係史博物館になっていたので、一人

4元を払って見学 した。展示品のなかに「石敢当」が 2点ほどあり、沖縄で見たものと同 じ

様式で、沖縄の風俗が福建地方の風俗と関係の深いことを改めて確認した。

12時 除門街で昼食。
*以前、向氏が入ったことがあるという「緑州餐庁」でドライカレーを食した。

13時 15分  レストランのすぐ隣の清浄寺見学。
*清浄寺はイスラム寺院であって、現在でもモスクとして機能している。正門には泉州特産の

緑黄岩が使われていた。内部の展示館には泉州の海上貿易の歴史の概略とアラビア人との関

係の変遷を展示してあり、この地で没したイスラム教徒の石棺が展示してあった。石棺には

アラビア語が刻まれていたが、アラビア語に不案内な私には判読不能。おそらくコーランの

一節か故人の名が記されているのではないだろうか。また、奉天壇跡がある。現在礼拝に使っ

ている施設の入り口には中国語訳 (つまり漢字にした)の コーランの数節 (例えば「アラー

のほかに神はなし」など)が掲げられていた。(写真 2)

14時 開元寺へ移動。開元寺見学
*開元寺は泉州を代表する寺院で、創建は686(唐垂供 2)年という。五代から宋代に繁栄を

極め、125院があったといわれている。ここには2基の五層の石塔が現存しており (東側の

ものは五代、西側のものは宋代の創建といわれている)、 壮観な石塔だった。石塔となった

のは、13世紀の修復によるらしい。最初に見たのは甘露戒壇で、釈迦三尊像が安置されて

いた。中国でも戒壇を持つ寺院は少なく貴重なのだ、と居合わせた老人が語っていた。

甘露戒壇の前方に大雄宝殿があった。殿内には、参拝のためだろうか、年配の婦人たちが

集まっていて、それぞれ荷物をもって話に興じている。回廊には物乞いの姿……。「まるで、

『一遍上人絵伝』の一場面を見ているようだ」と新井氏が言われたことが印象に残っている。

たしかに、そういう風景であった。(写真 3)

大雄宝殿をでて、西塔を見た後、その後方にある古船展覧館を見学する。 ここに有名な

「宋代古船」が展示されている。この「宋代古船」というのは、1974年泉州湾の后渚港の干

潟で発見された、宋代輸送船の船底部分のことなのだが、その船底部分だけで約25メ ート

ルもある。この発見は、宋代の造船技術の高さを示す資料として当時大変注目されたもので
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重慶でのアジアカップの試合を見ながら食事を取る。

19時 30分 部屋に戻り、入浴、就寝。

8月 4日 (水 )

5時30分 起床。

6時20分 朝食 (粥・ くだもの・野菜炒め)。

7時30分  チェック・ アウト。
*前日に空港までの無料送迎バスがあることを知り、予約をしておいた。8時にホテルを出発

するので、余裕をもってロビーで待機。

8時 ホテル出発。

8時 30分 空港到着。
*新井氏は空港に 9時半に到着する予定だった。その前に空港内の両替カウンターで換金。8

時30分にカウンターの窓口が開いたが、直前に現金を運び込んでいた。その際、ガー ドマ

ンが自動小銃で武装していて、その辺が日本と違う。

9時40分 新井氏、向氏と合流。
*ほぼ予定通り合流した。今回の旅行では新井氏のほかに、現在北京大学に留学中の大阪大学

院生、向正樹氏が同行した。向氏は元朝時代の海上貿易を研究テーマにしていて、夏門には

2回、泉州にも行ったことがあるという。新井氏とは知人を通して知りあったそうだ。中国

語も堪能で、今回の見学ではいろいろな面で助けてもらうことになった。また、旅行前の話

と違い、ガイドさんと車も手配されていて助かった。

ガイドの朗曼辰さんは吉林省出身の女性で、旅行会社に就職してから半年という。日本に

来たことはないとのことだったが、日本語は驚くほど堪能で、われわれとの会話にはほとん

ど問題はなかった。中国人の語学のセンスは抜群である、と改めて思う。

9時50分 泉州へ向けて出発。

11時 10分 泉州天后宮到着 天后宮見学。
*空港からワゴン車で高速道路を使い約 1時間20分 くらいで泉州に入った。泉州は人

口約650万人で、中国の都市としては比較的小さいほうだと思う。そのせいか街は落ちつい

た雰囲気で、印象はよかった。最初に天后宮を訪ねた。
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るが、客が集まらないと出ないようで、ほとんど開店休業の状態。 しかたなく客引きの喧騒

が一段落した後、待っているタクシーを拾ってホテルに向かった。

タクシーの運転手は日本人と見るや「 ガイドを紹介する」とか「カラオケしないか」とか次々

話しかけてくるが、全部断る。この手のものは危険極まりない。

来る前に、夏門近郊で軍事演習を行っているということを聞いていたので少々心配 してい

たが、来てみると市内には緊張した雰囲気はなかった。現在夏門は経済特区となっていて、

南方の貿易拠点である。ここを訪れる日本人は圧倒的に仕事目的の人が多いようだ。

14時  ホテル着。チェック・ イン。
*ホ テルは暇日海景大酒店。日本で予約しておいた。一応 4つ星。部屋もまあまあきれい。

部屋の窓から中庭のプールが見え、中国人の家族が使っていた。部屋に入ってからあちこち

電話する。

16時  ホテル周辺を散歩。
*ホ テルは夏門の中心街のやや南にあり、ホテル前の思明南路を北へ行くと中山路に出る。こ

の中山路が夏門一の繁華街である、とガイドブックに書いてあったので、一人で歩いてみる

ことにした。

ちなみに、夏門は漢語では「シャーメン」と発音するが、日本では一般的に「アモイ」と

いう。これは間南語の音からきているといわれている。

街へ出るとかなり蒸 じ暑い。小さな書店で安売りをしていたので覗く。その後、日本で言

えば「ダイエー」のようなストアに入り、品揃えを見学。食料品のフロアでは、夕方だった

のでタイムサービスをしていた。一番人が群がっていたのは小エビの量り売りで、客はそれ

こそ-1匹ずつ吟味して買っていた。中国人の買い物はいつもシビアである。となりには、
生きたカエルが10匹 くらいずつ網の袋に入ってつまれていた。もちろん食用である。

ストアを出て、今度は路地に入る。路は比較的細く、ゆるい上り坂になっている。路の左

右はヨーロッパ風の 2階建てで、テラスがついた建物ばかりだ。路地はやがて右におれて

階段になり、降りると表通りに出られた。パリの路地裏と似たような風景だ。

再び出てきた表通りは中山路で、メインストリート。靴屋・ ジュエリー店・書店などが軒

を連ねる。夏休みのせいか若者でにぎわっていた。

中山路の終わりは海岸沿いに走っている鷺江路にぶつかる。鷺江路を渡ると公園になって

いて、対岸のコロンス島へ行く渡し舟の乗り場があった。島端にある鄭成功の巨大な像が見

えた。

公園を散歩 してからホテルに帰る。かなり汗をかいたので、部屋にもどってすぐシャヮー

をあびた。

18時  ホテル内で夕食。
*一人であるし、今後に備えて「お腹に負担の少ないもの」を食べようと、イタリア料理のレス

トランに入った。パスタは安いが、サラダがかなり高かった (62元 )。 パスタは33元だった。
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中国福建・江西省訪問記

一 夏門・泉州・景徳鎮―

教 諭 兼 田 信一郎
中国各地を訪ねるようになってから10年以上になる。 しかし、今まで中国南部の沿岸地域

といったら寧波 くらいまでしか行ったことがなかった。今回初めて福建省の反門・泉州という

開港都市と江西省の景徳鎮を訪ねることになった。

今回の訪間のきっかけは、獨協大学の新井孝重教授からのお誘いによるものである。新井氏

は現在、上海の復旦大学で日宋貿易に関する資料の収集に当たられている。夏前に上海から電

話をいただき、「帰国前に、日宋貿易の中国側の拠点である泉州・寧波と輸出品である陶磁器

の産地景徳鎮などをたずねるが、一緒にどうか」というお誘いを受けた。個人的にはこの夏に

どうしても北京に行かねばならない用事があった。また、福建省や景徳鎮は以前から訪れてみ

たいと思っていた地である。そこで、これを機会に踏査に参加することにした。

行程は、新井氏と反門で合流して泉州・夏門・景徳鎮をまわり、その後新井氏が寧波に行く

ために一旦もどることになっていた上海で別れ、単身北京に入ることにした。

以下では、夏門・泉州 0景徳鎮の史跡の状況を報告 し、あわせてそれぞれの街の様子をレポー

トすることにしたい。

8月 3日 (火 )

4時 起床。

5時25分 東所沢駅発のリムジンバスで成田空港にむかう。

7時 成田空港着。

9時30分 離陸。

12時 45分 (現地時間、以下中国時間を記載)夏門空港到着。
*新井氏と会うのは8月 4日 だが、あいにく水曜日は日本から夏門行きの直行便がないので、

やむなく前日に単身夏門入りすることにした。新井氏とは翌日空港で落ち合う予定だ。

13時 30分  タクシーでホテルに向かう。
*最初『地球の歩き方』にリムジンバスがあると書いてあったので探してみたら、あるにはあ
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H13.5月 全国平均 全国(女 ) 全国(男 ) 獨 協

中 1 2.6 2.8 2.3 0.7

中 2 2.0 2.2 1.7 0.3

中 3 1.9 2.2 1.5 0.6

高 1 1.1 1.0 1.2 0.3

高 2 0.9 1.0 0.7 0.1

高 3 1.2 1.3 1.0 0.3

中学平均 2.1 2.4 1.8 0.5

高校平均 1.1 1.1 1.0 0.2

H14.5月 全国平均 全国(女 ) 全国(男 ) 獨 協

中 1 3.1 3.7 2.5 0_6

中 2 2.4 2.8 2.0 0.5

中 3 2.0 2.2 1.7 0.4

高 1 1.6 1.7 1.5 0.8

高 2 1.5 1.4 1.6 0.7

高 3 1.3 1.4 1.2 0.2

中学平均 2.5 2.9 2.1 0.5

高校平均 1.5 1.5 1.4 0.5

【参考資料】

・『ず・ぼん 7』 図書館とメディアの本 学校と図書館/非常勤の未来
・『学校図書館』2003.11 通巻637号 p30第46回読書調査報告 6)わ からないこと、わ

かりにくいことがあったら、まずどうするか 小学生は「家の人」、中学生は「友だち」に
聞く

0『図書館雑誌』2002.7

Vol.96,No7 p466「 高校生と読書」高橋恵美子

・『図書館雑誌』2002.9

Vol.96,NQ9 p709「 大学図書館と学生アルバイト 書架整理業務を中心として」近藤武士

・『図書館雑誌』2003.6

Vol.97,No6 p384「 本が読みたくなる環境を」 田中共子

・『図書館界』March 2002 p526「学校図書館職員像をめぐって :市民は何を期待 し,職

員はどう考えてきたか」 宇原郁世

。『図書館界』September 2002 p137「 《座標》司書教諭の発令に注視を」 塩見 昇

・『図書館界』September 2002 p164「 21世紀の学校図書館 :宇原郁世「学校図書館職員像」

を考える」北村幸子

・『図書館界』January 2003 p234「「子どもの読書活動推進法」と「子どもの読書活動推進

基本計画」」松岡 要

2004.8.16脱稿
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【8.】

・『学校図書館』2000.11通巻601号 p27第46回読書調査報告

(4)本屋に行くか 学校図書館を利用するか 公共図書館を利用するか

読書量が多いと図書館利用も多い

【9.】

・朝日新聞 2004.8.7「 be」 b3「「いい本」発掘、あの手この手で販売促進 ベストセラーは
本屋発」

【平成 9～ 14年 5月 の、中 1～高 3男女別「平均読書数」と、

「獨協の図書館平均貸出数」対照表】
*参照文献注 :3に記した資料から数値をとって作成した。

*数字はすべて小数点以下第二位を四捨五入した。 しかしこれで男女別の平均値 (こ れを「 a」

とする)を出し、aを用いて中学・高校 (こ れを「 b」 とする)を 出すとすると、

「b」 とSLA発表の中学・高校の平均値 (こ れを「c」 とする)が小数点以下プラスマイナス

0.1で一致 しない場合がでた。これは “読書調査報告"中の、二つの図から本表を作成 した

ためである。利用した図はそれぞれ (“読書調査報告"の年度によって図の表示が多少異な

るが)、「 a」 が「図 1-2 5月 1か月間の 1人当たりの平均読書数」であり、「 c」 が「図 1-
1 過去～年分の 5月 1か月間の平均読書数」である。数値の違いが出た場合、中学・高校
の平均値には「 c」 を用い、本稿表 3-2, 3-4で 使用したSLAの数値と揃えた。

H9.5月 全国平均 全国(女 ) 全国(男 ) 獨 協
中 1 2.0 2.7 1.3 1.4

中 2 1.5 1.8 1.1 0.1

中 3 1.4 1.7 1.0 0.1

高 1 1.2 1.1 1.3 0.1

高 2 0.9 0.8 1.0 0.1

高 3 0.9 0.8 0.9 0.1

中学平均 1.6 2.1 1.1 0.5

高校平均 1.0 0.9 1.1 0.1

H10.5月 全国平均 全国(女) 全国(男 ) 獨 協

中 1 2.2 2.4 2.0 0.9

中 2 1.6 2.0 1.2 0.5

中 3 1.6 1.8 1.3 0.1

高 1 1.1 1.2 1.0 0.3

高 2 1.1 1.1 1_0 0.2

高 3 1.0 0.9 1.1 0.2

中学平均 1.8 2.1 1.5 0.5

高校平均 1.0 1.1 1.0 0.2

H12.5月 全国平均 全国(女) 全国(男 ) 獨 協

中 1 2.5 3_2 1.8 0.2

中 2 2.2 2.5 1.8 0.3

中 3 1.8 2.1 1.4 0.3

高 1 1.4 1_5 1.3 0.1

高 2 1.2 1.3 1.0 0.2

高 3 1.3 1.5 1.1 0.2

中学平均 2.1 2.6 1.7 0.5

高校平均 1.3 1.4 1.1 0.2

Hll.5月 全国平均 全国(女 ) 全国(男 ) 獨 協

中 1 2_1 2.4 1.7 0.5

中 2 1.7 2.0 1.4 0.4

中 3 1_6 1.9 1.2 0.4

高 1 1.2 1.2 1.2 0.2

高 2 1.3 1.6 1.0 0.1

高 3 1.3 1.5 1.1 0.2

中学平均 1.7 2.1 1.4 0.4

高校平均 1.3 1.4 1.1 0.2
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・『学校図書館』

【4.】

・『学校図書館』1997.11 通巻565号
p34第43回読書調査報告

(4)学校図書館に行った回数/借りた本の量/読みたい本があるか/あれば

よいと思う本/行きたいと思う図書館  頼りにされていない学校図書館
【5.】

・『学校図書館』2003.4通巻630号 p53「統計をもとにした図書館評価」 家城清美
【6.】 こちらの学校の生徒 1人  山形 朝陽第一小学校 貸し出し冊数別人数

・『学校図書館』1997.11通 巻565号 p16第43回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容 読まなかった理由 1か 月に 1冊 も読
まない者が急増 !

1998.11通 巻577号 pl第 44回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容  中学・高校で「不読者」がやや減少
1999.11 通巻589号 p16第45回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容  小学生の冊数は過去最高
2000.11 通巻601号 p16第46回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容  小学生の読書冊数は急減
2001.11 通巻613号 p16第47回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容  小・ 中・高とも大きな変化なし

2002.11 通巻625号 p16第48回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容 小・ 中・高とも読んだ本が急増、不読

者は減少

2003.11 通巻637号 p16第49回読書調査報告

(1)読んだ本の量 読んだ本の内容  平均読書数は上昇傾向が続く

・『学校図書館』

・『学校図書館』

0『学校図書館』

・『学校図書館』

・『学校図書館』

あたりの年間貸出数は127冊 /
年 (2003年度)で あり、 1日 の

カウンター貸出件数は400冊 を

超えるということである。

・朝日新聞  2004.7.19 13面

12版N

・『学校図書館活用教育ハンド

ブック こうすれば子どもが

育つ学校が変わ る』 p74

「不読者対策月間」 朝場第一小学校編著 国土社 2003年 10月 10発行
【7..】

・少年写真新聞社「図書館教育ニュース」2004.7.81023号 p2「書架の間に人影が…③」

伊東由紀子

年 度 0～ 49冊 50～99冊 100冊以上 合計人数

平成 7 81 530 155 766

平成 8 69 496 203 768

平成 9 47 483 212 742

平成 10 26 403 335 764

平成 11 18 384 328 730

平成 12 30 370 332 732

平成 13 15 382 343 740

平成 14 13 246 438 697
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よって起こる図書館活性化という化学反応をどう引き出すか。私はそれを第 1章第 2節 5.8)

の掲示で目指せないかと考えている。「書店組」のなじんだ書店の雰囲気を図書館に持ち込む

こと。現在注目される書店主導型の販売戦略 【注9]を見習った図書館掲示のアイディアはま

だまだつきないし、書店から大ヒット作品が生まれるようなコメント付ダミー本作戦で、獨協

図書館でのヒット作品を年数冊は生み出したいものと考えている。

長い日で見過ぎた、これはもはや不読者対策とは別個の画策かもしれない。 しかしである。

新鮮な情報の発信源である「書店」と、確立した様式美のある文学の城である「図書館」。そ

の二つがうまく混ざる場、それを持つ人間が上手く混ざり合える場となることができるのなら

ば。「空間」として活気が出ることはもちろん、それ以上にタイプの違う生徒同士で情報の遣

り取りが生まれる中、彼ら自身が変わり、成長 して行くと思うのだ。あそこに行けば、面白い

情報が拾えるかもしれない、という期待を抱かせるような空間に、獨協の学校図書館を今後と

も変え続けていきたい。本に興味を持たせること。本以外でも、興味ある外界 (知 らないジャ

ンルでも、校外の世界でも、未来の自分のあるべき位置でも)に アクセスする何らかの手がか

りがえられる場所。それが目指すべき図書館の姿なのだろうと考えている。

不読者対策をはじめとし、獨協は今後、生徒・教諭がどのような図書館像、ひいては自己像

を捜し求めていくだろうか。数年で、急成長を遂げつつある獨協であるが、今暫く改革を進め、

豊かな学校生活の支えの「空間」となることを常に祈念 し努力していきたい。変革期に在籍 し

ている今の獨協生たちが、今後校内からでなく、校外から獨協図書館を眺めた際に、「面白い

場所であった」と回想 してくれる図書館になっていけたらと、この数年そう思っている。

【,主】
【1.】 本節の文章の概略は、既に以下に文章として発表。

・少年写真新聞社「図書館教育ニュース」2004.2.28第 1011号 p2「書架の間に人影が…①」

伊東由紀子

0少年写真新聞社「図書館教育ニュース」2004.6.18第 1021号 p2「書架の間に人影が…②」

伊東由紀子

【2.】 まだまだ内輪の案ではあるが、以下のような論文 (公立図書館の例であるが)も参考に

考えていきたい。但し、本校では表 2-3な どから利用実績が上がっていることは証明されて
いるので、まずは実行あるのみか、とも考えている。

・『図書館界』July 2001 p56「開館時間の延長は効果があったか～一地区図書館の事例研

究～」田井郁久雄

【3.】 第 2章の全国数値は、以下からまとめたものである。

・『データに見る今日の学校図書館 `97～ `03』 学校図書館白書 4 学校図書館協議会編 社団
法人全国学校図書館協議会 2004年 1月 15日発行
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回

中   学 高  校
合計ω

1年 2年 3年 1年 2年 3年

0 20 89 75 114 96 127 521

11 21 30 28 18 20 128

14 13 29 74

40

44

35

31

31

4 10 11

11

（Ｘ
）

13

9 20

10 11 17

11～ 20 37 15 18 12 15 1.6

21～ 30 19 10 51

31～ 40 14 23

41～ 50 16

51′ ンヽ100 11 24

101^‐ 150

151～ 200

201^ウ 250

251～ 300

301^ψ 0

1179学 年 人 数 200 204 206 201 189 179

貸 出 回 数 3557冊 1537冊 1112冊 711冊 1017冊 576冊

表 3-7 貸出回数頻度表 (2004年度 4.1～ 7.31)

長期的展望で考えるならば、学校図書館における不読者 (学校図書館で本を借りて読まない

生徒)対策としては、私は図書館外で本を読んでいる生徒に対して呼びかけること、彼等に対

する図書館からのアピールで図書館におびき寄せることが重要なのではないかと思っている。

面白い本はロコミで広がっていく。そこの発信源が、図書館の本であることも、書店の本であ

ることもある。本探しの拠点が図書館である「図書館組」と、書店である「書店組」にわかれ

る彼等の生態については、学校図書館ニュース第1023号 【注7.】 にも書かせて頂いているが、

書店に行く生徒は図書館にも足を運びやすいとのデータは、「学校図書館」 2000.11第 601号

【注&】 にも載っていた。

本探し、と考えたときに、図書館だけ、まして学校図書館だけが今時の生徒の全てではあり

えないだろう。むしろ図書館に足を運ばず書店に通い詰める「書店組」の生徒等の方が、本に

対する根源的な直感を働かせ得るレベル (本稿前章で述べている “自分の読みたい本を探せる

能力"を有しているレベル、とも言い換えられるか)に至っている場合 も多い。彼等良質の

「書店組」を学校図書館にどうおびきよせ、「図書館組」とどう合流させるか。両者の出会いに

(27)



校図書室長の山田知捷先生には、フェリスの年間貸出数は此処数年 3万台であるとの情報を

頂いた。正式に統計をとっている資料がみつからず、あくまで聞き及んだ範囲での印象レベル

で申し訳ないが、関西で トップをはるには、年間 3～4万冊以上の貸出で、関東ならば 2～ 3

万冊ということになりそうであった。

このように他校をみていくと、獨協が全国有力校に数えられるにはあともう暫く時間がかか

りそうであるが、現在の獨協生ならばその位置を目指せるし、いつか渡り合えるようになるの

ではないかと考えはじめている。学校図書館は、校内に比較対照する場所を持つことが出来な

い。自己評価 0批判も、全て他校との比較になっていかざるを得ない。 したがって図書館運営

を全うしようとしたのなら、学校図書館は、校内で最も対外的に開けた場所にならぎるを得な

いといえる。外部で得た情報を、どこまでどうやって校内に還元できるのか。それが今後の学

校図書館の課題の一つとなるだろう。

続いて最後に残リーつの問題の比較に移りたい。「不読者数」の問題である。以下の表は、

同志社女子中学・高等学校 司書教諭の家城清美先生の案からなる不読者を把握するための表

【注5]を元に作成 したデータ (表末の「貸出回数」欄のみ加えさせて頂いた)である。他校
のデータがおそらく手に入らないため、ここで獨協のデータを提示することは、他校に対 し、

このようなデータを求めているという狼煙を上げたに過ぎないかもしれない。 しかし、論文中

で家城先生は「図書館活動の総決算ではないが、統計は、活動の評価を客観的に行える資料と

なり、図書館活動の進展の一助となる。」と述べられている。図書館活動は、果てのない、情

報交換と比較の中で、発展 していくものでもあると私は考える。現状では未だ存在していない

ようであるが、私はいま、インターネット上などで各校それぞれが必要とするデータの公表・

交換を、全国の学校間で定期的に行える術があればと願っているのであるが、これは数値が全

てと考えてのことではない。ただ、校内で閉ざされがちな学校図書館活動評価の進展のために

も、他校との連携を強く望みたいのである。

それでは表 3-7を ご覧頂きたい。残念ながら、今年度以前の統計がとれない (既卒者のデー

タを年度毎に抹消してしまっているため)ため、今年の在校生の2004.4.1～ 7.31ま での図書貸

出回数を学年別にまとめたもののみの提示となった。これからの未来の獨協生に、「 この数値

より下にはいかない」という指針にしてもらいたいものである。

中学 1年生の0回貸出者の数には、敬意を表したい。また、この不読者という言葉の定義

は、本稿では、学校図書館で本を借りて読まない生徒、ということにした。さてこの表 3-7
に類した表が、小学校のものであるが山形の朝陽第一小学校の実践例として紹介されている

【注6】 。朝場第一小学校著『こうすれば子どもが育つ学校が変わる』によると、「学期末の

1ケ 月間は、不読者傾向の子ども一人ひとりへの個別の取組みを担任と連携しておこないます。

働きかける対象の子は、貸し出し冊数の少ない子をリストアップするのですが、年ごとに働き

かけをしなければならない対象の児童数がどんどん減ってきているのは驚くほどです。」と記

述があり、この方法論を、獨協で行えないものかと考えている。
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表 3-6 中学・高校別、生徒の年間平均貸出冊数 (「貸出数」■「生徒数 (600人 )」 )

表 3-5,3-6は、獨協の過去 8年間の、一年間当たりの平均貸出数である。この数値に対
する、比較対照校情報は、2004年 7月 26～ 28日 に開催された「平成16年度 全国私立中学高

等学校 学校研修会」でお会いした親和中学 0女子高等学校司書の藤谷美智子先生、関西学院

中等部司書教諭 河野隆一先生等から教えて頂いた主に関西で図書貸出が高い学校である。

現在、学校図書館として全国 トップクラスの学校の数値はこうなっているようである。

① 親和中学・女子高等学校  【約13.9冊/年】 一日平均131冊貸出
数値は、H16学校図書館研修会資料より。

② 甲南高等学校・中学校  【23冊/年】
数値は http://www.konan.ed.jp/1ib/info/Report.htm1 2004.8■ 7HPよ り。

生徒数1,193名  2003年度中1～高3の年間貸出数26,694冊

こちらの学校の「貸出冊数の推移」をみると、1997年 に「5394冊」だったのが2003年度

には「27954冊」(生徒・教職員合計)の貸出数となっており、急成長した学校であることが

わかる。

③ 関西学院高等部  【46冊 '/年】
数値は http://www.kwanseiac.jp/HS / llbr ary / statistics,/ index.html

2004.8.17HPよ り。

HP「2003年度資料貸出統計」より、 1～3年生合計が「 17805」 点であるので、生徒

数 (400名弱 (386名?))で割ると年間40冊以上の平均貸出になる。 (生徒数不明で正 し

くない数値かもしれません。申しわけありません。)

④ 小林 (おばやし)聖心女子学院  【46冊/年】

数値は http://www.oby― sacred heart.ed.jp/ck/ck― top―frm.htm 2004.8.17HPよ り

この他にも名前が挙がったのは、「神戸女学院」「同志社国際中学校・高等学校」などの各校

であった。

2004年 7月 の研修時にお会いした親和の藤谷先生からは、「カウンター貸出が 1日 100冊超

えたくらいならまだまだ大丈夫よ」と励ましのお言葉を頂き、また先生から他校のお話をうか

がった中での感触では、関西で貸出数が多い学校となると3～ 4万台になるという印象をうけ

た。またこの研修会で関東の他校の状況を質問させていただいたフェリス女学院中学校高等学

年度 1997 1999 2000 2001 2002 2003 2004
4～ 7月

中学貸出数 1745 2030 2273 2165 3497 3852 8855 6006

平 均 冊 数 2.9 3.4 3.8 3.6 5.8 6.4 14.8

高校貸出数 459 874 910 899 2202 2829 4610 2304

平 均 冊 数 0.8 1.5 1.5 1.5 3.3 4.7 7.7

(25)
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表 3-4 1997年度 (平成 9年)5月  図書館平均貸出数比較

全国平均 全国 (女) 全国 (男 ) 獨協 H9

中 1 0.9 1.2

0.7

0.7

0.4

0.5 1.4

中 2 0.4 0.0

中 3 0.5 0.3 0.1

高 1 0.5 0.6 0.1

高 2 0.3 0.4 0.2 0.1

高 3 0.4 0.4 0.3 0.1

中学平均 0.7 0.9 0.4 0.5

高校平均 0.4 0.4 0.4 0.1

獨協 H16

5.1

1.7

1.1

0.8

0.8

2.6

0.9

男女の違いで、平均値には差があるため、両性のデータ 【論文 P.30に 、平成 9～ 14年 5月

の、中 1～高 3男女別「平均読書数」と、「獨協の図書館平均貸出数」対照表を附 した】を並

べてみた。こちらの土俵での比較はどうであろうか。ここでの数値を眺めてみると、表 3-2
で感じたショックは酷く和らぐ。先に述べたが、この1997年以降、図書館貸出数の全国値が

発表されていないため、その後の各年の比較をすることができない。 しかし、表 3-2にみる、
全国の平均読書数の数値がさほど変化を見せていないことを考えると、2004年度 (平成 16年

度)現在の獨協生の図書館利用率は、全国と比べてもかなり期待できるものとなっているので

はあるまいか。

表 3-4、 1997年度では、やはり中 2の O.0%が悪目立ちしているのだが、 この年度は中 1

の貸出数が高かったため (2002年度までの 6年間、全学年を通 じて トップの数値であった。)

中学平均値は全国と遜色のないものとなっていた。そして2004年度である。獨協の中学・ 高

校のすべての学年の数値が、 1997年度の全国男子平均 0全国女子平均値を見事にクリアして

いる。

しかしここで浮かれている場合ではない。

図書館貸出平均値では、おそらく獨協生は全国値をクリアするまでに至っただろう。だがあ

と二点、全国比較すべき問題が残されている。そのどちらも、一部学校で発表がある他は、公

にデータ発表というものがされていない。既に発表しているそれらの学校に続き、まずここで

獨協のデータを知らしめようと思うものである。

一つ目の問題は、学校全体での 1人当たりの年間平均貸出数である。

表 3-5 全校生徒の年間平均貸出冊数 (「貸出数」÷「生徒数 (1200人 )」 )

(24)

年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
2004
4～ 7月

貸 出 数 2204 2904 3183 3064 5499 6680 13465 8510

平均冊数 1.8 2.4 2.7 2.6 4.6 5.7 11.2

0.6

1.0



2000 2001 2002 2003 2004年度 1997 1998 1999

全 国 ・ 中 学

全 国 0高 校

表 3-2 全国 5月 平均読書数と獨協 5月 の図書館平均貸出数の比較

*SLAの発表は毎年「学校図書館」の11月 号で発表されるため、本稿作成時には2004年度のデータが不
明であった。

獨協独自で考えれば、この 8年間の平均読書数値の飛躍は喜ばしいものがある。中学生で 5

～8倍 (2000年度が過去 8年間で最も低い数値のため)、 高校生では9倍 もの平均値数の上昇

である。

だがしかし、全国を見た場合はどうであろうか。2004年度に突出した獨協中学生の図書館

平均貸出数も、2003年度の全国平均には及んでいないのである。 しかも、この2004年 の中学

平均ですら学年別の差異は非常に大きいため、その点も考慮するとまたなんとも言えない気持

ちになる。試みに、獨協の各学年別の数値も出してみることにする。表 3-3を みていただき

たい。 1997年の中 2な どはなんと0.0%の値が出ているのである。

表 3-3 獨協 5月 の図書館平均貸出数 学年別数値

ここまで比較 して、暗雲たる気持ちになったのであるが、しかし重要な事実を指摘しておき

たい。それは、SLA発表の全国平均値が、あくまで中高生の 5月 1ケ 月間の読書量を問うも

のであり、図書館貸出数とはまた別個のものであるということを。そこで、毎年の「学校図書

館」 11月号のバックナンバーを当たっていたところ、「学校図書館」1997.11通巻565号 【注4.】

に、1997年度の学校図書館での貸出回数を調査したデータが載っていた。その後の調査では、

この学校図書館貸出数は調査項目に載っていないようであるが、ともかくその数字と獨協とを

比較することにしたものが次の表 3-4である。

2003 20041997 1998 1999 2000 2001 2002年度

5.11.4 0.9 0.5 0.2 0.7 0.6 2.5中 1

1.6 1.7中 2 0.0 0.5 0.4 0.3 0.3

0.1 0.4 0.3 0.6 0.4 0.8 1.1中 3 0.1

0.7 0.80.1 0.3 0.2 0.1 0.3 0.8
同 ■

0.1 0.7 0.6 1.00.1 0.2 0.1 0.2高 2

0.3 0.2 0.5 0.80.1 0.2 0.2 0.2高 3
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もしれないと思いはじめると、彼等の読書選択の幅が飛躍的に広がるのである。

また獨協は私立であるので、遠方から電車で通学 してきている生徒が殆どである。そのため、

「電車の中でも読める本、だから文庫で面白い本を紹介して」という生徒の声・ 要望 もよく聞

く。第 1章第 2節 4.の中で四つの会話を紹介しているが、それに続いて五つ目の会話として

登場するのが「文庫 じゃなくてもいいの ?文庫じゃないと駄目なの ?」 なのである。
さて。中学に入学 して文庫が読めるようになった。そうして今度は高校に上がった頃のこと

である。次に彼等の興味は文庫からハードカバーの一般書に向きはじめるのである。人気の本、

文庫で知った作家の最新刊、文庫でなくてもいいからとにかく自分に似合う本を読みたい。こ

んな生徒が出はじめる。そうなってくると、彼等は文庫とハードカバー本の両方を読み進める

ようになってくるのだ。この両方の形態の本を読めるようになれば、読みたいと思うようにな

れば、安心して彼等を学校図書館から世間の中に送り出すことが出来るような気がしている。

学校図書館にある文庫は、児童書から一般書へと読書過程がすすむ彼等のステップアップの

素材として、とても重要なアイテムだととらえるべきなのである。

第 2節 全国の中での、獨協生の未来
獨協図書館の現状をデータからみてきたが、それでは今度は全国の中で獨協がどのような位

置にいるのか、本節ではそれを考えていきたい。

全国学校図書館協議会 (SLA)が毎日新聞社と組んで調査している、毎年 5月 1ケ 月間の

読書冊数データ【注3.】 と比較しながら、獨協の「図書館、平均貸出数」について以下考察 し

ていきたい。

それでは始めにSLAのデータと比較するために、 1997年からの2004年 までの獨協の毎年

5月 平均貸出数を算出してみよう。

表 3-1 獨協 5月 の図書館平均貸出数

この 8年間で貸出数は伸びてきているものの、平均値となるとどうだろうか。特に高校生

の1997年度～2001年度あたりの数値は恐ろしく低いことがわかる。さてそれでは、獨協生の

図書館貸出数と、全国の中高生の 1ケ 月の読書量はどれほど違っているのだろうか。

(22)

冊
年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

中  学 308 300 265 178 313 310 978 1570

高  校 52 128 102 96 127 327 364 524

中学・平均貸出数 0.5 0.5 0.4 0.3 0.5 0.5 1.6 2.6

高校・平均貸出数 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.5 0.6 0.9
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中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 職員 合 計

空白 *2 15

0総 記 76 54 30 25 48 10 16 266

1哲   学 29 75 71 36 48 13 284

2歴  史 122 64 219 30 57 16 36 548

3社会科学 67 31 110 68 41 20 39 376

4自然科学 120 47 222 75 46 41 32 586

5技  術 225 139 113 29 22 10 13 554

6産  業 14 16 22 67

7芸  術 288 93 271 110 64 28 49 905

8言  語 60 14 42 37 113 28 12 308

9文  学 1138 649 315 430 438 99 218 3293

文   庫
新書 メイン・ 小計 *3 43 40 124 59 67 37 72 0 442
ブルーバックス

中公新書
講談社現代新書
岩波新書
岩波 J新書

16 37 10 10 84

20 12 23 15 76

12 14 33 27 20 12 13 131

15 17 12 27 89

18 26 62

その他・小計 *4 53 96 59 74 85 29 15 412

講談社ノベルズ

徳間ノベルズ

ジャンプJノ ベルズ

カッパノベルズ
ハルキノベルス

集英社ノベルス

白水Uブ ックス
角川One
平凡社ライブラリー

岩波アクティブ新書
Noノ ベルズ類
Nonノ ン・ ノベル

KAWADE夢 新書
集英社新書

新潮新書

宝島新書
PHP新書
洋泉社新書 y

B―C
C.novel

C― r

chi

Dos
Joy
Koc
I‐Ies

Kao
K。
十

Kos
Sei

Syu
Vヽa

20 65 17 48 44 21 221

16 19 37

14 14 45

18

10

3949 2403 2503 2044 1943 625 729 46 14242

表 2-6 2003年度 (平成 15年度)図書ジャンル別 リス ト *1

*1:網 掛 けは、各学年 で尤 も貸 出数 の高か った ものにかけてある。
*2:新 図書館移行時のデータ入カ ミスで、 NDCの 入力の未だ されていない図書が残 って い る ら しく、
その数が出て しま っている。 それを「空 白」 として、現在統計時 には処理 している。

*3「新書 メイ ン」:継続図書 と して、常 に図書館 で集めて いるこれ ら5タ イ トルの新書 は、新書の中で も
統計上別扱 い して いる。

*4「その他新書類」:*3の 新書 と違 う新書 を ここにまとめている。略号 は獨協で独 自につ けて い る。
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6年間の在籍を、中学 1年を「 1年次」とし、そこから高校3年を「6年次」として計算し

たものが上の表である。 二重の枠組みで囲った中が、現在在校している生徒達の 1年次から

の貸出記録である。右端の「合計」欄は、 2004年7月までに彼等が各学年で借出した図書館

の本の総合計数である。

二重枠組みの下、「2004. 3卒」「2003.3卒」「2002.3卒」の 3項目は、すでに卒業して

いる生徒の記録で、つまり現高校3年生の 3代前まで生徒の貸出記録を参考として載せたも

のである。

現役の在校生達は当然これからも貸出数が伸びるわけであるが、現状の段階で現役の 6学

年と、既卒の 3学年の、計9学年を比べてみるとどうだろうか。特徴を以下に並べる。

① 現役生達は、 2004年7月の現段階で中2, 中3, 高1, 高2の4学年の貸出合計数が

5,000冊台で並んでいる。

② 現役高校生達は、 1年次から 2年次にあがる貸出数が落ちているが、現中 3は逆に増

加し、現中2も増加しそうな勢いを見せている。

③ 2002年3月に卒業している学年は、 3年次を除き、学年が上がるごとに貸出数が落

ちていた。これは2003年3月に卒業した学年もほぼ同じ (5年次のみ増加）である。

④ 現高2,3の学年は、その前後の学年と比べると、明らかに中学1年生時の貸出回数が

低い。しかしながら、特に現高2に顕著であるが、学年が上がるに連れて増していく

数値は見事である。ちなみに、現高3の入学年度が1999年、現高2の入学年度は2000年。

以上より、着実に、学年を重ねるごとに図書館・読書に親しんできていることが窺える現在

の獨協生たちだが、では彼等が読んでいるのはどんなジャンルの本であるのだろう。その傾向

をはかるため、表2-6では、 2003年度のジャンル別の貸出を統計してみた。

網掛けを見てのとおり、何れの学年でも、「文庫」か「文学」の貸出回数が高くなっている。

その他、「芸術」の貸出も高くなっているが、これは美術の時間に使う目的で借りていく生徒

が多いためである。

ところで「文庫」の貸出が一番になったのは、 1988年に文庫が大量に一括購入されたその

年からであるが、「文学」、つまりハードカバーの読み物も文庫の次に貸出がされるようになっ

たのはこの 1~2年の傾向にすぎない。

新図書館移転前の獨協の方針では「文庫は自分で買うこと」というものがあったらしいが、

学校図書館における文庫の持つ意味合いは非常に深いと私は考える。中学入学時の彼等は、文

庫というものに手が伸びない生徒が多いのである。その彼等に対して、（今まで読んでいた本

よりも）活字の小さい文庫だけれど、難しいものだけじゃないんだよ、面白いもの、典味深い

ものが沢山あるんだよと、個人個人に似合った本を、レベルに合わせて順次紹介していくなか

で、実際に手に取らせてみる。中学入学時までに彼等が読んでいた本の種類は、「児童書」と

呼ばれるハードカバーものが多い。しかし文庫という新しいモノと遭遇し、自分でも読めるか

(20) 



非常に助かっている。実は今年は図書委員ではないけれど去年そうでした、 という生徒など

“準図書委員"と 呼べるような生徒たちもカウンターに座ってくれている。人の居なくなった

時を見計らって、生徒同士、学年を越えてカウンター業務をリレーしてくれている姿には感銘

を受ける。更に昨年から、図書主任がカウンターに座り積極的にカウンター業務をこなしてく

れるようになったため、第二の司書教諭が存在するようで (非常勤勤務のため、一日あたり二

名の司書教諭しか図書館にはいない)あ る。この主任、図書委員、どちらの力添えがなくても

カウンター作業は不可能になってきている。

表 1-3、 2004年度の項目で、図書委員の広報活動について記しているが、ここで委員会活

動について触れておきたい。今年は昨年の図書委員会からの引継ぎが素早く徹底して行われた

ため、現高 2た ちが 4月 の頭から下級生達をしっかりと仕込んでくれていて、本の返却作業

も今年度は生徒の方から自主的に当番の合間を縫って行うようになっている。獨協図書委員会

は、中学生と高校生の両方に委員長がいるということはなく、あくまで高 2が役職の全てを

担う体制となっている。 1997年度当初にはそもそもカウンター当番すら行っていなかった図

書委員会だが、2003年度図書委員長が他学との交流・見学を深め、委員会による活動につい

ての下地を立案した。そして実行は下級生に託 したわけであるが、それを受けた現在の高 2

たちは、下級生指導とともに、自分達で図書館外 (各階の掲示板等)に も本のお勧めを定期的

に貼り出しに行ったり、模造紙作成も自主的に行ってみたいと申し出てきたりと、見違えるよ

うに、自分達の手で図書館運営に乗り出してきている。

本の貸出の増加に伴い、図書委員をはじめとする生徒自身の図書館に対する意識の変化が出

てきている。自分達でなんとかしなければ、より使いやすい図書館にはならないと思いはじめ

たのは短時間での大変な意識変革だったといえるだろう。

そんな彼等の読書量の変化を、卒業までの総貸出回数からみるために表 2-5を用意した。

表 2-5 卒業までの 6年間で読む冊数 (学年総合)

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 合計 (途中)

3557

3949 5486

1705 2403 5220

1418 1073 2503 5705

661 1074 2044 5352

777 661 1523 1225 1943 6705

2004.3卒 1076 904 843 1132 1172 623 5750

2003.3卒 1010 617 592 307 561 432 3519

2002.3卒

* 1996年
度入学の
ため、記
録無 し

174 337 367 321 309

*1508

(2～ 6年次の

合計)

*網掛けは、20044～ 7のみの数字。
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てきた2000年度からの隔年の状況を比べる表を用意した。

表 2-3は、図書の貸出時間の変動をしるしたものである。やはりこの四年間で生徒があら

ゆる時間、とくに午前中にも図書館に足を運んできていることがはっきりと出ている。早朝の

貸出に関しては、2002年度から一部ではじまった朝読書の影響をみなす意見もあるだろうが、

毎朝の生徒の顔をみていると、どうも朝読書のためだけに図書館に本を借りにきているという

よりは、ただ、読み終わった本の次の本を探 しに来るむきが強いように感じられている。

表 2-4 6月 の図書貸出回数比較
次に表 2-4は、その年の 6月 の貸出状

況を、日にち別に統計したものである。ま

た、その合計回数を、開館日数で割ること

で、一日平均の貸出回数を出してみた。 4

年間で、7倍近い利用数の変化があること

が見てとれる。

本のみの貸出しで、一日平均百冊を超え

るようになると、カウンター業務は依然に

比べかなり繁雑になってきている。図書委

員のカウンター当番は、基本的に昼休みと

放課後であるのだが、毎時間の休み時間に

も貸し出しが殺到してきたため、当番日・

当番時間以外であっても、図書委員が図書

館に顔を出して自分の出来得る時間に自主

的にカウンターに座ってくれるようになり、

表 2-3 6月 の時間別 図書貸出回数

年度
時間

2000 2002 2004

07:00～ 0 0

08:00～ 9 410

09100～ 33 86 181

10:00～ 37 88 332

11:00～ 17 65 129

12:00～ 74 110 370

13:00～ 52 156 284

14:00～ 24 90 59

15:00ハψ

16:00～ 33 55 195

17:00～ 11 22 116

合 計 409 913 2801

*網掛けは、各年度で一番貸出しの多い時間
帯につけた。

2000年度
26日 間開館

2002年度
25日 間開館

200″F度
26日間開館

1日 20 11 158

2日 10 0 137

3日 10 27 115

4日 0 29 100

5日 15 19 96

6日 22 26 0

7日 9 20 109

8日 21 35 97

9日 11 0 125

10日 12 30 122

11日 0 42 125

12日 25 104 114

13日 26 44 0

14日 13 36 146

15日 11 28 106

16日 21 0 105

17日 10 36 87

18日 0 28 92

19日 14 79 90

20日 14 38 0

21日 19 38 84

22日 16 23 116

23日 18 82

24日 18 36 114

25日 0 43 96

26日 23 53 85

27日 13 30 0

28日 10 32 95

29日 12 26 119

30日 16 0 86

合 計 409 913 2801

1日 平均
貸出冊数

16 37 108

(18)
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年度

時間
1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

2004
4～ 7月

(96/0日寺) 65

07:00～ 0 0 0 0 19 20

08:00～ 22 11 26 19 73 65 235 572

09:00～ 55 167 215 201 224 499 536 676 296

10:00～ 121 458 395 354 611 635 1184 816

11:00～ 83 215 256 233 284 425 444 793 544

12:00～ 131 380 535 558 499 647 875 759

13:00～ 226 248 290 291 525 456 555 578

14:00～ 51 174 229 157 165 316 447 515 158

15:00～ 391 1608

16:00～ 53 163 205 120 260 265 518 310

17:00～ 6 54 49 80 36 80 106 176 134

18:00～ 0 0 0 0

合 計 注 891 2202 2724 2822 2591 4353 4836 8255 5164

貸出回数 (表
2-1)か らの
マイナス

0 -2 -180 -361 -473 -1146 -1845 -5216

表 2-2 時間別 図書貸出人数

*表 2-1,表 2-2:獨協中学・高等学校の時間割では、10時 30分～45分までは15分休みとなっていて、
他の10分休みより時間が長いため、10時台の貸出数が高くなっている。

*表 2-1,表 2-2:網掛けは、各年度で一番貸出回数 (人数)が多い時間帯にかけた。

獨協図書館の開館時間は、8:30～ 17:30ま でである。 2003年度から8時台の利用者が三

桁にのぼったが、これは朝方、護国寺の坂を登ってきた中 1が、校門を入って教室に行くまで

の間に一体み、そして本を借りていこうか、という動きが出てきたからである。また、その愛

くるしさにほだされた私の先輩の司書教諭が、 8時には図書館が開いているように早朝出勤

を開始。正式に 8時開館になったわけではないのだが、2004年現在では、ロコミで「図書館

は朝から開いている」と認識されたようで、朝から本を借りるために入口前で本を抱えて待っ

ている姿が見受けられるようになってきている。今後は開館時間を正式に8時かそれ以前にす

るため、司書教諭の出勤を時差出勤とするか、主任との間で話しが持ち上がってきている状態

である 【注2】 。

表 2-1,表 2-2の二つの表から一番に注目して頂きたいのは、生徒の増加数ではなく、

生徒の在図書館時間帯の広がりである。先に延べたように、本校では来館者数を未だ数えたこ

とがないので、生徒の在図書館時間というものは、図書の貸出の時間帯で推じ量るしかないの

であるが、それにしても、①朝の利用者の増加、②放課後五時すぎても図書館に人がいる状況、

であることが見てとれるようになっただろう。

また、表 2-1,表 2-2であると、数字が大きくて漠然とした観しか抱けないきらいがあ

るため、例年貸出数が 1位になる6月 (例外の年もあるが)一 ケ月間の図書館の状況を比較

してみたい。その際、毎年の比較であると、状況の変化がわかりにくくなるため、私が赴任 し

(17)
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第Ⅱ章 データでみる獨協図書館の姿
第 1節 獨協生の変化は数値に表れているのか ?
表 1-1で獨協の姿の紹介をはじめた本稿であるが、この第Ⅱ章では第 I章第 1節に引き続い

て、データからみる獨協図書館の側面を更に検討していきたい。表 1-1は年度 0月 別の統計で

あったが、次の表 2-1,2-2は、年度 0時間別に統計をとったものである。獨協図書館のシス

テムはブレインテックの「情報館」であるが、本稿で紹介する表はすべてそこで集計 したデー

タを元にしている。

さてでは以下の表 2-1, 2-2を同時に見比べながらご覧頂きたい。合計の欄で最初に目につ

くのは、 1996年度と1997年度の貸出回数と貸出人数がほぼ同数であるということだろう。 こ

れは、同じ顔ぶれの生徒が、 1人 1冊、 1回 1回本を借り出していたということを意味する。

1人 1冊以上の借り出しがはじめて起こったのは、1997年度の11時台と17時台である。 しか
し1998年度になると 1人 2冊以上の同時借り出しが生 じるようになったようである。

また年度毎にどの時間帯に貸し出しが多くなるかは定まっているわけではないが、 1997年

度と2003年度のように、貸し出しの時間帯のピークが、放課後よりも昼休みまでに来るよう

だと、その年の貸出冊数は大幅にアップする傾向があるようである (1996→ 1997年度につい

ては、表 2-1下の 【注】を参照のこと)。

表 2-1 時間別 図書貸出回数

+805冊]                   +2435       +6784

【注】1996年度は8月 以前のデータがない。そのため、1996.3～ 1997.3の 貸出数「891冊」を7カ 月で割
り、そこから1カ 月平均値を「127冊」と出す。1996.4～ 7月 の4カ 月をそこから「508冊」と仮定
し、1996年度の貸出総数を「891+508=1399冊 」と推定しておく。

(16)

年度

時間
1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

2004
4～ 7月

(96/0『与) 65

07:00～ 0 0 0 0 0 0 44 29

08:00～ 0 22 12 35 22 78 78 393 1001

09:00～ 55 167 234 220 272 624 766 1087 481

10:00^v 121 498 449 423 732 888 2025 1353

11:00～ 83 216 266 282 361 583 639 1448 1048

12:00～ 131 380 573 613 574 815 1173 1293

13:00～ 122 226 260 320 335 640 620 896 897

14:00～ 51 174 243 169 194 383 628 782 226

15:00～ 391 2449

16:00～ 53 123 173 221 131 324 332 836 469

17:00～ 55 53 99 42 98 127 282 211

18:00～ 0 0 0 0 0

合 計 注 891 2204 2904 3183 5499 6681 13465 8510
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9)本の平置き展示 【写真 1-8】

ダミー本展示が成果を収めた結果、本そのものも表紙をみせて書架中に展示するように

心掛けることになった。先に名前の出た「キハラのイーゼル」であるが、こちらを利用し

て、本棚・縦一列につき2冊程度の割合で、全書架で本の表紙を見せた展示 (こ れを獨

協図書館では “平置き"と 呼んでいる)を心掛けている。8)で も述べたフェアでのイー

ゼル使用だが、実物と並べての展示が、また効果を高めているようである

10)新中学 1年生を迎えるための「帯作り」 【写真1-9】

2002年度開始の企画。現図書主任 (国語教諭)が授業の一貫として、中学 1年生の3学

期 (春休みの宿題の年もあった)に、図書館で本を借り、それに自分で帯をつけてみよう、

としたのがはじまり。出来上がった作品は、新年度初頭から図書館の文庫棚の上に展示。

いざ新学期がはじまると、新入生の人気は手作りの帯のついている本に集中。また学年

があがり中学 2年になった作成者たちも、自分の本が 1年生に人気か心配で頻繁に図書

館に顔を出すようになった。そして、中 10中 2の人だかりが出来るのを見て、上級生が

何事かと本を見に来る。一石三鳥ぐらいに美味しい企画となった。

生徒の作品自体も、一般書店ではここまで手の込んだものを作れないだろうと感心する

レベルの帯もあり、また、選ぶ本の種類も、大人視線では気の付かないものを持ってきた

り (驚 くほど硬派なものあるかと思えば、どこにあったのかという発掘本から)するので、

非常にこちらも楽しませてもらっている。

2003年度から図書館企画となり、コンクール形式をとって、一学期末に表彰している。

以上のような工夫を重ねてきた結果、獨協図書館は生徒でにぎわう空間に変貌を果たし

たと言えるだろう。休み時間毎に図書館に駆け込んでくる生徒多数。新聞・雑誌を読み寛

ぐ生徒の姿をよそに、私にとっての昼休み 0放課後は、生徒ごと・友達グループごとに、

お勧めの本紹介の “書架廻リツアー (現物を手にとって紹介したいため、生徒を連れてぐ

るぐる書架をめぐる羽目になっている。私はこれをッアーと呼んでいる。)"を 行 う時間

となっている。ッアーの最中に別のグループが次のッアーの申し込みをしたり、関係のな

い生徒が一つ向こうの書架から耳をそばだてていたり。また、「次が体育の時間なので今

借りれないけど、この前みたいなお勧めの本なにかとって置いて」という要望に応えて、

テーマによるが大机に本を 1人当たり10冊 ほど用意 しておいたりする時間になっている。

対応する生徒の数が急増した為、2000年度の頃のように、生徒 1人の為のお勧め本 リ

ストを作成する時間が持てなくなっているのだが、その分、図書館のいたるところに本の

紹介文を貼り巡らせ、一冊でも多くの本を紹介していきたいと思っている。

更に、生徒に本を勧める場合、必ず複数の本を紹介することは、当初から変えず気をつ

けて実行している。3～ 10冊程度の本を場合場合で提示 してみせ、そこからまず生徒が自

分で選んでいくということは、 “自分の読みたい本を探せる能力"の小さな発現の場になっ

ていると考えるからである。
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は “ダミー本"と呼び習わすことになった。当初は例の江戸川乱歩のために作っていたも

のだったが、試作品ができたときに気づいたのだった。「軽い」 し模造紙に貼 っていた一

枚の紙状態のものより「質感がよい」ということに。

そこでおもむろに怪人三十面相以外の本のダミー本を大量に作りはじめ、今までフェア

の掲示に使用していた書架側面にこのダミー本を貼りつけ、そのすぐ下に小さく切った色

画用紙に本の紹介文を書き込んだものを貼っていった。このダミー本と色画用紙での本紹

介のヮンセットは、急速に図書館中に張り巡らされるようになり、 2003年 の夏休み前に

は、図書館入口左手側面のガラス壁面一帯に「夏のお勧め本」を200冊近く一挙に展示す

るまでにいたった。なにしろ軽いものであるから、至る所に貼ることが出来、ただ一枚の

紙を貼るよりも四辺がめくれてみすばらしい感じになったりしないし、なにより適度な厚

みが “本"と しての現実感を高めるてくれるらしいのだった。

生徒に対 して本の紹介をする時は、基本的に本が配架されている現場に行き、現物を手

にして紹介する形を取っている。 しかし書架まで行って目当ての本が貸出中であることに

気づいた時、このダミー本は大いなる力を発揮するのであった。「残念、いまこの本がな

いけれど、きっとあなたなら好きだと思う。」と言って、たとえ図書館の端から端に移動

するとしても、その本のダミー本が貼ってあるところに生徒をそのまま連れていって、ダ

ミー本の表紙を指し示して「この本だからね。覚えておいてね」と言うだけで効果は上が

るのである。借りたい本がその場にない時、生徒は「予約をしたら」というこちらの言葉

にも「面倒だから」という台詞を返してそのままになってしまう場合が多い。またその時、

後で借りるからと言っても書名のみを耳にしていると、記憶に残りにくいのである。その

点ダミー本があると、耳でタイトルを聞き、日で表紙の絵柄をチェックできるので、後々

自力でその本を借り出していく確立が高くなるのである。

2004年現在は、図書委員会の活動広報活動が活発化し、ガラス壁面は彼等に明け渡す

形 (委員会作成の模造紙が、一学期に 2～ 3回のペースで貼りかえられている。)に なっ

ているが、その他の書架壁面などを利用したダミー本での本紹介は常設で250冊ほどある

状態になっている。一般書架側面は、2004年現在、フェアでの掲示利用よりも、 このダ

ミー本掲示と、映画のチラシを利用した本の紹介などで常ににぎわう形になっている。

更に2003年度の終わり頃から、小机 (も ともと電話を置 く為の台だったらしい)を 3
つほど用務員さんにいただいて、人気作家 0お勧め本のミニ特集コーナーを作りはじめた。

この時にもダミー本はふる活用している。棚の上にダミー本を置く場合は、キハラのイー

ゼルを使用し、立てかける形をとっている。このイーゼルとセットのダミー本掲示は、フェ

アでの文庫棚の上での展示などと共に役立っている。

*本の表紙をスキャナでとりこみダミー本として掲示するに際しては、著作権の関係

で一冊毎に出版社に許可申請を出している。現在では申請した3/5の出版社は気持

ち良く「以後の使用許可申請はいりません、どうぞお使い下さい」と返答してく1ほ

のこり2/5の出版社は、使用許可はきちんと出した上で、「以後もその都度ご連絡

下さい」という対応になっている。
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を置くことによって大人の視線でなくとも、生徒同士の視線を感じるようになったためか、

死角となっているあたりの個人机周辺の使い方が丁寧になってきたようなのだ。

閲覧室の机の配置はよく変えていたのだが、そこからはなれて、図書館全体で配置を考

えるのもまた興味深いものだとこの件で教えられた気がしたものである。

6)CDの ダミーケース作り

一方で図書以外での工夫も行っている。2003年度からは、私の先輩にあたる司書教諭

の方の長年の件案だったという、CDの ダミーケース作りが完成 した。普段はCDにかぶ

せていて、カウンターで貸し出し手続を取るときに、ケースの側面 (輪になっている方)

を面に向けて棚に戻すのである。そのケースの側面にはCDの タイトルと請求記号の外、

上部に「貸出中」の文字が緑色テープでわかりやすく貼ってある。 CDの検索については、

タイトル・曲名のいづれからでも生徒用検索PCま たは紙のファイルで調べられるように

なっているが、本よりも寧ろ手にとって眺めたいという要求が強いようで、このダミーケー

スは、探しているCDが貸出中なのかが直ぐに分かると大好評を得ている。

7)図書館の入口に、 出上位者の名前を貼る

貸出が増え始めた2002年度の終わり頃からはじめた試みである。当初は教諭・生徒とも

に、どういう反応を示すのかわからなかったため、図書館の片隅に誰にもいわずひっそり

と貼りつけた、貸出上位者のランキングであったが、蓋を開けてみればこれは好評な企画

となっていた。本人たちは自分の名前を見つけると嬉しそうにしているし、友達と一緒に

なって競っている生徒もいる。ランキングに載りたいがために、わざと読みもしない貸出

し手続きを取る生徒が出るのではないかと心配するむきもあったが、まれにそのように生

徒が出たとしてもこちらが厳しく指導するし、なによりも、多少のごまかしをしたところ

ではランキング上位者にはかなわないと悟ったり、読みもしないのに名前が載ると友達に

叩かれたりと、自浄作用が色々と働くようでとくに問題は生 じていない。

教諭のほうでも、気づいた頃には生徒が喜ぶ姿を見ていた為か、好意を持って生徒のク

ラス以外の姿を知る情報源としても見てくれているようである。

8)ダ ミー本作成 【写真1-6】 【写真1-7】

2003年度の初頭、獨協図書館にポプラ社の新装版怪人二十面相シリーズが入荷された。

新入生向けに一番目立つ位置になる文庫棚の上において置こうということになったのだが、

その際、本が貸出中でも、こういう本が図書館にある、ということがわかるように工夫で

きないものか、と2003年度からの図書館新主任に打診された。そこから生まれたのが、

獨協オリジナルであろう、ダミー本である。

作り方は簡単で、学校という場所柄手に入れやすいダンボール箱を解体し、本の表紙サ

イズよリー回り小さ目にカットする。それに、スキャナ (2003年 3月 、ついに購入希望

が叶った)で画像をとりこんだ本の表紙をまきつけてできあがり、である。これを本校で
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スト10の統計を取りはじめてからだった。試みにはじめたこちらの画面であるが、 とく

に宣伝するわけでもなかったのだが、こんな本が人気なのかと画面を前に友達と話してい

る姿を目にするようになった。先月なにも口頭での宣伝活動ができなかったと思っている

と、 1)2)で紹介している本がいつのまにかベスト10に入っている…と、それまでの書架

を周遊のみしている生徒の姿からは想像できないような変化が生 じ出していた。

4)フ ェア宣伝に一層の努力を【写真1-3】

生徒が図書館に姿を見せはじめていた。図書館入口、閲覧室の検索 PC、 閲覧室中央の

文庫棚。このあたりまでは生徒がすんなりと歩いてくるようになったのだが、しかしその

奥の一般書架の間にはなかなか立ち入る様子が無かった。そこで、学期毎にテーマを決め

て文庫棚の上で開催していた “フェア"の宣伝に工夫を加えてみた。

図書館外には、月二回発行 している図書館だよりの番外編として「図書館だより・ フェ

ア特集号」を出してみたり、図書館内においては、これまで使用していなかった一般書架

の側面に、フェアに関する宣伝のA4の ミニ宣伝特集・ チラシのようなものを貼り巡 らせ

たのである。館内の一般書架を一周するとよリー層豆知識が増えるように書架掲示はすべ

て別の物にするなどの努力をした。 (現在のフェア展示方法は 8)で説明。)

5)机・椅子の配置に注意する【写真1-4】 【写真1-5】

書架壁面に掲示をするようになると、これまで図書館入口などで掲示を眺めていた生徒

達が、掲示につられて書架の周辺を歩くようになってきた。そこでチャンスとばかりに、

書架側面に椅子を置いてみたところ、生徒はいつのまにか椅子に腰掛けて、傍の書架から

取出した本を読みはじめるようになったのである。誰かがいるところまでは、特に警戒せ

ずやってくる生徒達である。図書館最奥に位置する一般書架についても、書架壁面の掲示

を眺め、椅子に座り本を読む生徒がで出来たことにより、書架は彼等のテリトリーと認識

されたようである。2000年度には人影の全く無かった書架の間だったが、今では生徒の

姿があふれかえり、床のカーペットに座り込んで本を広げる生徒も出てきはじめている。

最近の例では2004年度に、図書館入口からみて奥正面、書架列の手前に、生徒用大机

(六人掛け)も設置してみた。文庫棚の増設により、閲覧室に置ききれなくなった机の場

所の仮安置という程度の気持ちで置いてみたのだが、これが思わぬ効果をもたらした。通

常の大机の並ぶ閲覧室とは多少距離がある為か独特の孤立感が楽しめるようで、午前中は

高校三年生が勉強するために愛用し、午後は仲間と調べ物をする中学生のお気に入りの机

となったのである。これは、書架側面の椅子がもたらすのと同等以上の視覚的効果を与え

てくれている。そこに和気調々とした生徒の姿があるために、他の生徒が安心 して書架の

間に入っていけるのだ。加えて更に別の効果もあった。本校では図書館の北側に図書館事

務室があり、そこから眺めると右奥手、図書館南側 (個人机が並んでいる)の書架の奥が

実は死角となって、生徒が何をしているのか把握できないという問題があったのだ。教諭

による放課後の図書館巡回にも限度があり、悩みの種となっていたのだが、この大机一つ
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かと。また、一度でも図書館に足を運んでくれたら、もう一度何度でも図書館に来てみたい

と思わせる掲示が常設できないものかと。そこで年度毎に工夫を加えながら、使い勝手のよ

い掲示・図書館への改革が静かにはじまったのだった。

1)本に関する を増やす 【写真 1-1】

はじまりは、2001年新学期の図書部会で、「中 1用 にオススメ本の紹介をなにかできな

いものか」と図書部員である教諭から発言があがったことだった。そこで当初は図書館入

口に模造紙を貼っていたのだが、生徒の姿が見にくいとの意見も言われた為、図書館入口

左手にあるAVコ ーナーの衝立てとして使用していた移動式黒板に貼るように変更した。

また、掲示内容も、新入生の姿が学校の中になじむ頃、今度は上級生向けに新刊案内や人

気本の紹介をするなど、一学期に 1～ 2回のペースで貼 り替えていくことを心掛けた。

はじめは素通りしていた生徒が、掲示が変わっていくことに気づきはじめると、足を止め

て眺めてくれるようになったのである。すると、つぎにはその足を止めた生徒を見て、他

の生徒が模造紙に気づきはじめるという連鎖が生 じはじめた。この連鎖が生まれるまでに、

半年から一年の時間が必要だったが、ひとたび「掲示」に意識が向きはじめると、生徒の

館内掲示物への注意力は飛躍的にあがり、現在では貼ったその一時間後には誰かがそのこ

とに気づいて立ち読みしているという状況が出来ている。

当初はそのようにたった一枚からはじまった模造紙掲示であるが、次第に図書館入口左

手のガラス壁面 (教科作成室と、 AVコ ーナーを図書館内と仕切っている)に常時 3枚ほ

どが貼られるようになり、図書館入口付近の掲示は定着していった。 (ガ ラス壁面の現在

の使用状況は 8)で説明のあるように、図書委員会主導となっている。)

2)本の棚に直接、お勧めの紹介を貼る 【写真 1-2】

生徒が本を探しているちょうどその時に、側に居てオススメの本を紹介できないことが

多かった。そこで特に文庫本の書架について重点的に、小さ目のお勧め本紹介を直接貼っ

ていくことにした。この時心掛けたのは、単にその書架の本の紹介をするのではなく、

「この本 (作家)が好きなら、きっとこの本も好きでしょう !」 と本の選択に繋がりが出

るようなものを選ぶことだった。先に出た宗田理さんの “ぼくらシリーズ"の棚には、宮

部みゆきさんの『今夜は眠れない』『ステップファザーステップ』や、恩田陸さんの『上

と外』など、中 1,2年生が主人公で冒険心とユーモアにあふれたものを紹介。 またアガ

サクリスティーの棚だったら、「和製 ミステリを読んだことがあるかな。 この人のこの作

品が出で来たことにより、国内ミステリ読者層が急増 したのを知っていますか ? クリス

ティ好きなら是非一読を」という煽り文句で綾辻行人さんの “館シリーズ"を紹介したり。

生徒が次の “自分の知らない本"に手が伸びるような本の紹介の仕方を心掛けた。

3)生徒用検索 PCに、先月の人気本 ( この他 CDODVDな ど も)ベ ス ト10の発 表

1)2)の効果が出てきたと感 じたのは、生徒用検索 PCに載せている、先月の人気本ベ
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んでいく。ただし、それでも人によるが40～50冊 ほどそのジャンルを読み進むと、大抵

飽きが生 じるらしいのである。そこで、次の段階 (レベル)・ ジャンルに移行 したいとい

う気持ちが出てくるわけであるが、その気持ちを上手く言葉に出せない生徒がいる。もし

生徒がそんな状態にあることをキャッチしたらタイミングをはかり、「いまはどんなこと

が好きなの」と声をかけてみるのである。すると、今まで読んできたジャンルと多少被る

別ジャンルの本を読んでみたいと打ち明けるように言ってくれる筈である。そこでこれは

と思われる本を必ず複数本、解説付で紹介するようにしている。

ジャンルの移り変わりの時は、本を勧める側と受け取り側に、今までのような確りとし

た信頼感形が作られていないので、なるべく頻繁に声をかけ、本の紹介を失敗したと思っ

たら、どこが嫌だったかを更に聴き取ってすかさず次の本、もっと似合うような本を時間

をおかずに勧めるべきである。

この時期に対応が遅れたり、失敗続きの本勧めをしていると、生徒は部活などに流れ、

図書館に戻ってこなくなる恐れがある。参考までに、この 4)の質問で気をつけようと思

う対象は、中 2の頃の生徒である場合が多い。

さて 4)で述べた、一度図書館から離れた生徒のことである。中 2に なると部活動 も忙

しくなり、一般に生徒は図書館には来なくなりますよ、と言われていたのだが、中 1, 中

2の頃に 1)～ 4)の話し掛けを積極的にしていた相手は、一時図書館から姿を消すとして

も、高校生になる頃またふらっと図書館に戻ってくるようである。その時の彼等の特徴は、

多少なりとも自らの力ですでに化けていること。「誰々のなんとかという作品って、なに」

という会話でこちらに話 しをふってきて、自分でリスタート位置を決定する。その後その

周辺作品に飽きたらまた 4)の状態になり、質問を重ねながら付かず離れずで図書館に居

つくようになるのだった。この動きは、私が2000年度に獨協にきた際、中 1で あった、

現高 2あたりから見られるようになっている。更に付け加えると、高校で図書館に戻っ

てきた生徒の着目する本が面白いのである。スポーツ系にしろ、文学にしろ、良いものを

いいタイミングでこちらに勧めにきてくれる。彼等の勧めた本は、その後下級生の間で人

気を博すことが多い。まるでサケが源流に戻ってきて美味しい卵をくれるような気分を味

あわせてもらっている。

5。 本の紹介、その具体例

さて、生徒との会話という手段で、生徒が何かしら求めようとしている自己像を形成する

手伝いが出来たとしても、複数人を同時に相手にするには限界がある。また、こちらはこち

らで業務・雑務をかたづけなくてはならず、図書館内に生徒が居るときに必ず しも彼等の相

手ができるわけではないという事態が徐々におこってきた。

ここにいたり、図書館内の本の掲示にこれまでとは違った意味で着目するようになったの

だった。

私が図書館に居ないときでも、生徒が本を選ぶ助けになるような掲示が作れない物だろう
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現段階での読み物の傾向をはかるのに大切な問い。生徒の回答・返事を踏まえ、作家の

枠を超えて、似た読後感の本を複数紹介することを基本としている。とにかく会話を続け、

生徒が自分の言葉で、自分を語り出すことが出来るようになるまで、話を続けるのである。

2)「どんな気持ちになれる本が好き ?」

どんな本が読みたいのかはっきりしない生徒に対し、ハッピーエンドの本が好きなのか、

冒険ものが好きなのか、恋愛小説を読みたいのかと、聞いてみること。ジャンルで駄目な

らば、本当に「どんな気持ちになりたいか」という一点に絞って本を複数紹介。当たりが

あったら教えてね、と言ってうまくいけば次回 1)の会話が成立する。

3)「 日本の本と外国の本、どっちが好きかな」

友人に言われて気が付いたことであるが、日本純文学を愛読する人には、翻訳物の文体

を目にすることが自体耐えられない、という人種が存在するのである。中学生になったら

日本のこの文豪のこの作品を、という勧め方をしてしまう教諭・親が経験上知る限りでは

多いようである。その方法でも、生徒が幼少期に和物 (日本の本 :昔話 0民話・仏教小説)

で育った場合はすんなり移行できるようだが、洋物 (外国文学 :主に昨今ファンタジーと

呼ばれるイギリス児童小説)に親しんできた生徒の場合は異なる。彼等にとって中学生に

すすめられがちな本というのは、えてして読書とそのイメージに対する酷い苦痛を与えら

れものになっているようである。個人的経験と獨協に勤めた経験から述べるならば、洋物

で育ったタイプの人は、うまく長じれば和洋どちらもどのジャンルでも読むようになるが、

和物で育ったタイプは、和物しか受け付けなくなる傾向が強いようである。

学校図書館は学校という場所柄もあるせいか、教諭に、和物で育った和物系列の読書が

得意なタイプの人間が多くみられ (読書指導が国語科中心で行われがちなせいかもあるか

と思う)、 その為、洋物で育ったタイプの生徒を上手に育て上げることが出来る人材に乏

しいように思われる。教諭が勧める本と、生徒が読みたい本の間のギャップ。これについ

ては、両者の距離間を埋める本が必要になる。教諭 (大人)側からと生徒側から、互いを

理解するために共通点となる本をさがしてそれを共に読めていく作業が必要なのである。

それは和物で育ったタイプの生徒を、より和物上手な読者に育てあげる為にも、本来は必

要な作業であろう。両者の間を埋める作業の手伝い、それこそ、司書教諭が学校図書館の

現場で両者に対して働きかけなければならないことだと考えるのである。

本を媒介に人と人とが理解しあうには、両者が出会ったその時その瞬間に持ちあう 2

冊だけでは遠く冊数が及ばない。本を勧め合う間柄 (お互いを認め合える間柄)になるま

でには、互いの距離間を埋める踏み石となる本が必ず数冊は必要になるのである。これは

是非、特に大人・教諭に覚えていて欲しいことである。

4)「あなたはどんな人 ?い ま何に興味を持っているの ?」

生徒は一つのジャンルを発見すると、非常な勢いでその関連作品・作家の世界を読み進
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この両極が意味することは何なのだろう。

私はこれは “本を読むことが出来るという能力"と、 “自分の読みたい本を探せる能力"

の違いが現れているのだと考えている。従来、生徒は前者の “本を読むことが出来るという

能力"については、小学校・中学受験 0学校生活・家庭生活などの中で、「 この本を読みな

さい」「 この本は～歳なら読んでおかなくては」という方法、つまり強制的に本を読まされ

る、という教えられ方をしているのではないか。 しかし他方で “自分の読みたい本を探せる

能力"についてはどうだろう。彼等は、どこかでその方法を手に入れてきているのだろうか。

印象的だった生徒の言葉がある。昨年2003年度に耳にし、心に響いた当時高校 2年の男

子の台詞なのだが、「僕は中学の受験勉強の中で、読まなくてはいけない本は随分読まされ

てきたけれど、なにか自分では自分に欠けているところがあるような気がするんです。僕は

僕のための読書をしてみたい。お勧めの本、ありますか。」と、彼は淡々とこう言ったのだっ

た。非常に、あぁそうなのか、と思うものがあった。また時代は湖るが、 2000年度、 2001

年度に卒業した高校 3年生たちが「図書館ってこんなにおもしろいものだと思わなかった。

もっと早くから来ればよかった」「本の話を誰かとしたことってなかったんだ」 との台詞の

数々を残していってくれた。

小学生の頃に読んだ宗田理さんの “ぼくらシリーズ"か ら一歩も外に出られない生徒がい

る。ある出版社の少年向け文庫だけを読む、という生徒がいる。手の届いている範囲の本の

「その次」、という発想ないしは手段が彼等には存在していないのである。

これらは、もしかすると全て同じことに端を発しているのではないだろうか。彼等の頭上

から、このレベルの本を今すぐ読め、といった指示を出すのではなく、彼等自分が読みたい

本はなんなのか、それを彼等の成長速度にあわせて共に考え、一歩先の本を順を追って指し

じめす人間がいなくてはならないのではないだろうか。生徒がいま直ぐにも必要としている

のは、 “自分の読みたい本を探せる能力"を育ててくれる人間なのではないかと私は考えた
のだった。

自分が読みたい本とそれの持つ世界観。それはとりもなおさず、生徒がこれからの自分に

必要と思っている世界観に重なる場合がある。ならば “自分の読みたい本を探せる能力"と

は、 “これからなりたい自分を自分で見つけ出すことの出来る能力"につながっていくと考
えられないだろうか。学校図書館はその能力を育む場所となるべきではないのだろうか。

ならば図書館はその自己を探求する彼等にどう対応 していけるだろう。そう考えたとき、

図書館における私の立場はこう決まった。 “貴方が読みたい本を自分で見つけられようにな
るまで、手伝う"と いうこと。そのためにすべての活動を行っていこうと決心 した。

4.生徒との会話例

そこでこれまで以上に本をはさんだ会話に気をつけるようになった。以下に代表的な会話

例を 4点まとめてみた。

1)「今まで読んできて好きだった本は ?」

(8)



かり、ある程度親くなったらば、彼の為のお勧め本 リストー 例えば、「～君を泣かせるた

めの本ベスト20」 一
などを作成し手渡してみる…といった行動を各個人に対 して繰返 し

て行ってみた。

実際に生徒に対して積極的に会話を持ちかけて知ったのは、「あなただったらこんな本が

好きなんじゃないかな」「その作家の別シリーズ知っている ?」 という程度の本を挟んだ会

話・本の紹介すら、生徒はこれまでに受けたことがないということであった。そのためか、

素直に貸出手続きをとっては最後まできちんと読んできて、感想を伝えてくれるようになっ

た。更には当初不審そうにお勧め本を手にしていた生徒も、彼にとってヒットとなる本を何

冊か紹介できると、こちらの姿をみつけては、それまでの無表情を一変して、笑顔をみせて

「次のお勧め本は ?」 と声をかけてくれるようになったのである。

また、生徒に対 して「司書教諭の伊東です、どうぞよろしくね」と言ってみても、生徒は

教壇に立たない人間を教師とはなかなか見なさず、学校内における気楽な会話の相手として

認識する傾向も確かにあった。その目的で図書館に通う者も出てきたのだが、そのような生

徒よりもむしろ本を探 しに来る生徒を優先に (「あ、～君だ。ちょっと本の紹介するからあ

なたの相手はできないの、ごめんなさい」などと)対応していると、教師して認める認めな

いかはともかく、大人として、一個人として認めはじめてくれ、次第に態度は変えてきてく

れたようである。そして、私が彼にとっての同級生・後輩に本を勧めるのを目にしたり耳に

したりしているうちに、つられて本を借りていく生徒が出てきた。となると、やはりその生

徒も同様の経路を辿り、いつのまにか本のために図書館に足を運ぶようになるのであった。

興味深いのは、本を読みはじめる生徒が 1人出ると、彼の周りの友達が 2～ 3人、必ず本

を読むようになっていくことである。最初は放課後に急いで本を貸出・返却 していた友達を

待っているだけだったはずが、いつのまにか本を借りる立場となって、自分 1人でも図書館

に足を向けるようになっていた…というのはよくあることで、図書館の人影は次第に増えて

いったのである。

その頃、そんな彼等の姿を見ているうちに、ある行動が目につくようになっていた。よく

図書館を利用し、よく本を読んでいる生徒はもちろん、そうでない生徒はなおさら、無意味

に書架の間を歩いては、何も借りず、何も喋らず立ち去っていくことがままあったのである。

そうしてその行動が何を意味するのかにある日気づいたのだった。生徒が自分の読みたい本

を見つけられないでいる、ということに。

3.“本を読むことが出来るという能力"と、 “自分の読みたい本を探せる能力"の違い

衝撃の事実であった。本を読むことが好きな生徒であっても、自主的に本を選ぶとなると

多くの場合、何を手に取ったらいいのかわからないでいるのだった。 しかし一方で私は、本

の紹介をしていく中、まるで金の鉱脈を発見したかのように生徒の目つきが変わる瞬間も目

にしてきていた。生徒は、自分の好きな本・作家に出会うことができさえすれば、あとはそ

の鉱脈をたどって生き生きと自在にその作品・作家の世界を渡って行くことができるのだと

いう側面も、私は知るに至っていたのだった。
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表 1-1,1-4は ともに、実際に図書館で本をかりた生徒の動向しか提示していないわけで
あるが、それでも図書館に生徒が流れてきている様子は示されている。図書館来館者数という

ものを、本校ではカウントしていないのだが、実際に図書館にいて変化を目の当たりにしてい

る者としては、貸出数の増加よりも人影の無かった図書館に大量の生徒がなだれ込むようになっ

たこの変化に、驚異の念を抱いている。

そこで次節では、獨協図書館が生徒に親しまれるようになったその経緯・工夫を写真をまじ

えて説明していくことにしたい。

第 2節  “自分の読みたい本を探せる能力"を問う 【注1】
私が本校の図書館に非常勤司書教諭として採用されたのは2000年度であり、司書教諭とし

ては二人目にあたった。着任当初は、人影の無い、待ち合わせだけに使われている空虚な空間、

というイメージを受けた獨協図書館であり、蔵書約 5万 8千冊がまったく活かされていない

場所であった。それが 4年後の2003年には生徒も図書館自体も生き生きとした活動的な雰囲

気を有するようになっていたのであるが、その間、司書教諭として獨協図書館で行っていたの

は何だったのか。

それは、生徒に本を通 して話し掛けること、それだけであった。

この第 2節で書き示す全ては、その会話の発展形である。

1.獨協図書館の状況を認知

本年で創立121年の歴史を誇る私立男子校の獨協中学・ 高等学校の図書館であったが、

1997年 にはじめて司書教諭教諭が非常勤ながらも配置されるまでは、司書というものが図

書館にいない学校であった。従って、教諭・生徒が “司書"と いうイメージすら持っておら

ず、ましてや “司書教諭"な ど、という状態であった。各種研修会に参加させて頂いていく

中で、各校により図書館の歴史はそれぞれであり、そこで抱える人的問題 (司書対司書教諭

の問題、教科教諭対司書教諭の問題、・…等)は各種様々であることを知った。 しかし本校の

場合は未だ (2004年度現在)専任の司書教諭が存在していないこともあり、教諭としての

地位問題を論じる以前であるとして、まずは対象を生徒に絞った「生徒に利用される学校図

書館」「生徒に認知される司書教諭」を目指さなければならないのだと考えるに至った。

2.2000年度当時の利用者に学ぶ

では肝心の生徒は図書館に対し、どのような態度をとっていたのか。端的に状況を語るの

は、生徒が図書館に来ない、ということであっただろう。そこで当時は少数だった図書館に

足を運ぶ生徒に対し、彼等になにができるのかということから模索することがはじまった。

図書館に生徒を発見する。まずは挨拶からはじめてみた。生徒にしてみれば、いつのまに

か図書館にいるようになった誰かであるので、私の名前を名乗り、次に彼の名前を教えても

らう。その後、カウンターでの所謂 “声かけ (返却された本の感想を聞く、次の本を紹介す

るなど)"は もちろん心掛け、折を見つけては会話を持ち、そのなかで彼の好みの傾向をは
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て非常に大きな問題となった。連絡を密にして対応はしているが、生徒指導の面などで問題の克服

にはなかなか至っていない。

*3:獨協図書館は「情報センター」としてPC室 と共同の部署となっているが、本校では主に図書館と
しての動きに焦点をあてて論じるため、PC室 インストラクターの方の変遷はここに提示しなかっ

た。1996年 から2004年まで4名 の方が入れ替わりながらPC室運営を (1人で)行っている。
*4:1997～ 2004年度までにa～ d司書教諭が計 4名在籍している。週四日勤務で、教科教諭としての

兼任は無し。

*5:30年前の司書教諭は、採用は司書教諭であったが、その後社会科教諭として教科に移動したとの

こと。

表 1-3だ けでみると、2001年度と2003年度の特徴は、「館内掲示」に力を入れた、または

内容に変化が生じた年であることがわかる。人的側面からみると司書教諭が新たに配置された

翌年に効果が出ているということも見逃せないポイントになっていると考える。掲示物がある

程度即効性の力をもっている (第 I章第 2節5.1)で述べるが、 “即効性"と いう言葉が使え

るようになるまでにはそれなりの下準備の期間が必要である。)と すると、図書館における人

的な価値が表層にあらわれには、一年ほどの時間が必要ということだろう。

またこの他に、表 1-1,1-3か らはうかがえない図書館の変化がある。

実は表 1-1で は「生徒貸出冊数」として図書貸出の冊数 (回数)の数字を並べているが、

この他に「生徒貸出人数」を調べた表もデータとして作成 している。こちらも詳 しい表は第Ⅱ

章で後述するとするが、表 1-1に対応する形で簡単に合計数だけを記 したものが表 1-4で

ある。

表 1-4 生徒図書貸出し人数

k口参 .ゝ多 .ヽク
lt,′

.ヽ参 .ゝグ
+522人    +98   -231   +1762  +483 +3419

*1996年 8月 以前はデータ無 し。よって1996年度は1996.9～ 1997.3ま での記録。

更に表 1-2対応する形で、表 1-4か ら貸出人数の増

加をパーセントで示したのが表 1-5と なる。

表 1-5か らは、表 1-2と同様に2001年度と2003年度

の飛躍が見て取れるのだが、それよりも表 1-4で の2001

年度の貸出人数合計をご覧頂きたい。本の貸出数ではなく、

貸出人数が (延べ人数ではあるが)驚異的に増加したこと

が見て取れるだろう。

表 1-5

図 書 1996年度 1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度
2004年度

4～ 7月

合計ω 891 2202 2724 2822 2591 4353 4836 8255

1997-)1998年度 124%

1998-―>1999生F度 104%

1999-)2000年 度 92%

2000-)2001年 度 168%

2001-)2002年 度 111%

2002-)200yF度 171%

(5)
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年 度

図書館業務
従事者変遷

(*1,*2,*3)
出  来  事 非常勤司書教諭情報補足

(1*14)

2003
(平成15)

司書教諭 a(非常勤)

司書教諭 b俳常勤)

司書教諭 c俳常動)

01人 5冊貸出二週間スタート
・閲覧室書架増設
0ダ ミー本 (本校オリジナル掲示例)
展示並びに掲示スタート。キハラ

のイーゼルを使用した本の表紙を

みせる展示方法のはじまり。
・掲示に、映画関係 (原作などとリ
ンクしての紹介)が加わる。
・朝読書…中 1,中 3
0朝 8:00か ら中 1が図書館に顔を
出しはじめる。

・ AV室で、全席 DVD視聴可能に。
・ 2003年 8月 に、全国私立中学高
等学校学校図書館研修会・見学校
として紹介される。
・貸出カウンターに、教科教諭が座っ

てくれる日が出てくる。
・本年度後半より、図書部会にPC
室インストラクター参加可能に。
・英語の多読対策として、ペーパー
バックなどを大量に購入。以下購
入継続中。
・図書委員会による、他校見学 0交

流が活発化。2004年 3月 までに、
生徒同士で、次年度の図書役員へ

の方針説明及び引き継ぎが自主的
に完了。

*こ れに伴い、司書教諭 a
がボランティアで早朝出

勤、開館をはじめる。

*こ こで獨協を知った他校
の先生から、多くの図書

館見学の申し込みを頂 く
ようになった。

2004
(平成16)

司書教諭 a俳勘)

司書教諭 b俳常勤)

司書教諭 d俳常勤)

・司書教諭メンバー変更 (c→ d)。

・文庫棚増設
・図書委員会による広報活動活発化

(第 2章第 1節、表 2-4後 に説
明あり)。
・朝読書…中 1,中 2,高 1
・朝の来館者数が飛躍的に増加中。
・ 中3の卒業論文作成に関 して、各
クラスー時間のガイダンス (NDC
の説明・ レファレンス体験など)
を司書教諭が図書館で行う。授業

時間を貰えた記念すべき初の機会。

d教科免許 :国語

*1:事務職の方は司書の資格を有していなかったが、2000年度で退職された方が長年図書館勤務 して
いたため、司書補の身分は与えられていた。

*2:2002年度からは、非常勤司書教諭 3名の勤務体制になったわけであるが、週4日 勤務のため、実
質 1日 あたり2人の司書教諭しか図書館に出勤してきていないという実状である。またそのことは、

週を通して必ず同じ人間が図書館の出来事を把握していたという、2001年度までの事務職の方が

担っていた下さった “記憶の連続性"が途切れたことも意味し、この欠落は残された司書教諭にとっ
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年 度

図書館業務
従事者変遷
(*1,*2,*3)

出  来  事 非常勤司書教諭情報補足

(*4)

・文庫本大量購入
・学期毎のフェア開始

a教科免許 :ド イツ語
a司 書資格有

*司書教諭aの 手により、
「図書館だより」の発行、

「博物館めぐり」紹介、

新書揃えからフェア開催
まで、獨協の基礎部分が

形成されている。

1998

(平成10)

事務 2名

司書教諭 a(非常勤)

1999

(平成11)

事務 2名

司書教諭 a俳常勤)

2000

(平成12)

事務 1名

司書教諭 a俳常勤)

司書教諭 b俳勘)

・事務 1名、司書教諭 2名体制に。
・映像資料にDVDが加わる。
OAVルームにDVD視聴可能2台用意
・『新刊全点案内』での選書方法変

化。各教科の教科教諭が希望本に

付箋をつけつつ、雑誌を閲覧。そ

れをもとに図書館主任が最終的に

月ごとに購入図書を決定するスタ

イルに。
・ 司書教諭 aOb、 図書選定に参加。
・図書館内の蛍光燈を増設

b教科免許 :国語
b司書資格有

2001

(平成13)
事務 1名

司書教諭 a俳常勤)

司書教諭 b俳常勤)

・新中 1対策に、館内掲示を細々と
開始。
・図書館主体で、中学 3年生の卒業
制作のための調べ学習の手引き

「モノの調べ方」を作成。以後、

年度毎にバージョンアップを計 り

続けている。

2002

(平成14)

司書教諭 a俳常勤)

司書教諭 b俳常勤)
司書教諭 c俳常勤)

・司書教諭 3名体制に。

0図書館内の掲示活動活発化
0朝読書スタート…中 1,中 2のみ。
・帯づくリコンクール開始。当初は

国語 (現主任)の授業での取 り組
みだったが、翌年から図書館主催
のコンクール形式となる。
・ 書架配列の見直 し。開館当初、
“中学生コーナー"と “高校生コー
ナー"に別れて配置されていた書
籍を一括配列に変更。
・昨年度作成の「モノの作り方」を、
中3の卒業論文作成ガイダンスで

使用。 2002,2003両年は、小講
堂に中3を一括で集め、一時間司
書教諭が説明するスタイル。

*司書教諭並びにPC室 イ
ンス トラクターを、「先
生」と呼ぶことに決定 し
たと、主任から伝達有り。

c教科免許 :社会
c司書資格有

(3)



データから読み解く図書館利用の変遷については、第Ⅱ

章で詳しく述べるが、この表 1-1は、1996年 9月 か らの

生徒の図書貸出数をまとめたものである。数字だけで見た

場合、2003年度の飛躍が目にとまりやすいと思われるが、

実は前年度比で考えた場合、最初に大きな変化を見せたの

は2001年度なのである。

次年度の貸出数を前年度と比較 した場合 (小数点以下第

二位四捨五入)、 突出して貸出数が伸びたのは、表 1-2

表 1-2

より2001年度と2003年度であることがわかる。2004年度も、貸出数は順調に伸びており、年

度末にはおそらく2万冊を越えると予測されているが、仮に 2万の貸出数としても、 2003→

2004年度は149%であり、約 180%以上の伸び率を記録 した2001年度と2003年度の両年には

及ばないと思われる。

では、この2001年度と2003年度には、獨協図書館に何が起こっていたのか。まずは年度を

追って、図書館の変遷を眺めてみることにしたい。

表 1-3 獨協新図書館の歩み

(2)

1997-)1998年 度 132%

1998-―)1999年度 108%

1999-)2000年度 96%

2000→ 2001年度 179%

2001-)20021F度 121%

2002-)200鎌F度 202%

年 度

図書館業務
従事者変遷

(*1,*2,*3)
出  来  事 非常勤司書教諭情報補足

(*4)

1996

(平成8)
事務 2名 ・新図書館完成 (558.31ぽ )

・教科教諭 6名 (内 1名が図書主任)、
事務 2名、PC室のインストラクター
1名 (派遣)で、図書館とPC室
は「情報センター」という共同の

組織にまとめられる。
・情報センター部会は週一度、教科
教諭のみでのスタートだった。
・ 8:30´ ′ヽ5:30開館
01人 3冊二週間貸出
・『新刊全点案内』による新刊本の

選書開始。ただし 1名の教諭によ
る選書。

1997

(平成9)

事務 2名

司書教諭 a俳常勤)

・ 司書教諭が30年ぶりに(*5)配置
される。
・図書館だより開始
0夏のお勧め本紹介開始
・ 図書委員にカウンター業務につく
よう、司書教諭a指導。委員会活
動はその後暫 く (文化祭以外)カ
ウンター当番のみ。ただし徹底で

きず。
・司書教諭 a図書部会参加。

a教科免許 :独逸語
a司書資格有
a学芸員資格有



′トル ι+

人気のない図書館からの脱却

非常勤司書教諭 伊 東 由 紀 子

第 I章 書架の間が生徒で賑わうまで

第 1節 ありえないと言われた図書貸出数はどこからやってきたのか
1996年夏、獨協図書館は学校全体の新校舎への移動の中で、現在の一階に移動。正面玄関

からは直線距離に位置し、裏門からは入って即左手に居すという絶好の立地条件をえることに

なった。またこの時同時に図書館はPC化され、翌1997年 には初の司書教諭 (非常勤)が配置

されることになり、現在の獨協図書館の基礎はこの時期に形作られたといえる。

しかし、生徒の図書館利用という面では、これらの良条件が当初はなかなか機能しなかった

ようである。まずは以下の表をご覧頂きたい。

表 1-1 生徒図書貸出し冊数

.ゝ´ .ヽグ .ヽグ
|ヽ
.参 L.ク .ゝ参

+700冊   +279   -119  +2435  +1181  +6785

*網掛けは、月比較で、一番貸出数の多かった年度のものにかけてある。

*1996年 8月 以前はデータ無し。獨協図書館のPC化は1996年 9月 より。

*毎年 8月 は閉館。2002年度は、二学期の始業式が8月 末日にあったため貸出が

記録されることになった。

(1)

図 書 1996年度 1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度

4月 217 310 289 172 334 434 1058

5月 360 428 367 274 440 637 1342

6月 261 476 561 409 626 913 1589

7月 163 190 197 282 334 641 1469

8月 3 0

9月 188 225 404 538 530 572 693

10月 210 132 227 215 302 495 554

11月 155 379 275 362 330 535 697

12月 58 110 82 119 128 348 261

1月 163 148 229 270 853 603

2月 100 141 206 224 220 714 678

3月 20 61 74 69 147 248 550

合計同 894 2204 2904 3183 3064 5499 6680 8510

|11171313

||1露 le像4
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